
一一一一一一一
一一

奈良国立文化財研究所年報

１９６８

奈良国立文化財研究所



楊

柳

観

音

像

鋭

神

社

所

政



平城官四而南門復mr模型



胤官
官

川悦九
ν

7拾
す
p

q

九
了
｝

ザ
合
川

－

j
トa
i
凶
作
ψ
T
A
－
－

河川Y
H

九

. 

．，
－ 



OlUiより）



四三二一
、、、、

口
絵

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
総
目
録
：
…
：
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
妬

施
錨
揚
柳
観
音
画
像
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
Ⅳ

流
招
提
濡
伝
薬
師
如
来
。
伝
獅
子
肌
菩
薩
立
像
実
測
調
査
概
要
・
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
剛

「
薬
師
寺
中
下
脇
検
断
之
引
付
」
に
つ
い
て
：
：
：
…
：
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
．
：
：
…
・
…
妬

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
．
：
：
：
：
…
…
…
…
：
…
…
：
…
：
”

緒

一

'二１

：

永
保
寺
調
査
概
要
…
：
…
：
…
…
…
：
．
．
…
…
：
．
…
．
：
：
…
：
：
…
…
：
：
：
：
：
．
…
：
：
：
：
弱

和
歌
山
県
民
家
調
査
概
要
…
：
…
…
：
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
：
瓢

平
安
末
期
の
建
物
に
承
ら
れ
る
頭
貫
の
手
法
：
：
：
：
…
…
…
…
…
：
．
：
…
：
…
．
：
…
…
：
…
・
鯛

平
城
宮
発
掘
調
査
、
年
の
進
展
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
：
…
…
：
…
…
…
…
：
．
：
…
・
…
２

平
城
宮
の
発
掘
調
査
の
現
況
と
課
題
・
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
．
：
：
：
…
…
…
２

平
城
宮
全
景

平
城
宮
出
土
木
簡

平
城
宮
跡
園
池
第
坐
次
調
査

平
城
宮
西
面
南
門
復
原
模
型

癖
錨
揚
柳
観
音
画
像

模
型
製
作
、
と
遺
跡
覆
屋
の
建
設
：
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
…
…
：
：
：
：
鯛

遺
物
の
科
学
的
保
存
処
理
：
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…
…
…
０
イ
ー
ユ

発
掘
調
査
と
記
録
の
方
法
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
：
…
…
…
…
．
…
…
…
…
６

守
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
■
●
●
●
弓
０
，
０
ユ

冒

次

奈良国立文化財研究所年報１９６８

発行日1068.12‘18.綱築・発行奈良国立文化財研究所印刷共同精版印刷株式会社



一
一
一
一
口

た
だ
た
だ
請
い
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
十
二
月 緒

歴
史
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
厳
格
な
猟
突
の
探
求
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
夜
弛
ま
ぬ
調
査
な
り
研
究
な
り
が
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
ん
な
聯
は
い
ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
に
一
つ
の
腿
ｕ
に
向
っ
て
、
幾
年
も
つ
堂
け
て
こ
の
努
力
を
破
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
並
大
抵
の
業
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
は
も
と
も
と
奈
良
の
地
に
在
る
と
い
う
宿
命
か
ら
し
て
、
そ
の
昭
和
二

十
七
年
の
創
設
以
来
、
専
ら
平
城
宮
跡
を
中
心
と
す
る
南
部
七
大
寺
の
調
査
、
研
究
に
取
組
ん
で
、
そ
れ
等
の
実
態
を
す
こ
し
で
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と

努
力
を
つ
壁
け
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
研
究
負
ほ
ぼ
五
十
斜
そ
こ
そ
こ
の
人
員
で
は
、
い
ま
ま
で
に
平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
う
や
く
そ
の
二
割

足
ら
ず
を
掘
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
七
大
寺
の
中
で
は
唐
招
提
寺
と
西
大
寺
と
の
二
つ
の
寺
の
韮
礎
資
料
の
下
調
べ
だ
け
が
や
っ
と
済
ん
だ
と
い
う
縄

度
で
、
こ
れ
等
を
川
本
文
化
史
に
結
び
付
け
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
幾
多
の
研
究
を
職
み
埴
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

然
る
に
、
近
頃
は
と
承
に
日
本
文
化
に
対
す
る
一
般
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

そ
う
し
た
一
般
の
方
左
を
正
し
い
文
化
史
の
上
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
ち
ら
も
ひ
た
す
ら
間
違
い
の
な
い
事
実
だ
け
の
歴
史

を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
尖
に
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
す
こ
し
で
も
期
待
で
き
る
の
が
、
奈
良
の
文
化
財
研
究
所
だ
と

い
さ
さ
か
自
負
も
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
所
の
仕
聯
を
伸
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
文
化
庁
を
は
じ
め
と
す
る
諸
点
の

文
化
機
関
関
係
の
方
煮
の
大
き
な
御
援
助
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
も
っ
と
広
い
社
会
一
般
の
方
友
の
深
い
御
理
解
と
絶
え
ざ
る
御
厚
意
と
を

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
長

小

林

剛
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平
城
宮
発
掘
調
査
１
０
年
の
進
展

一
、
平
城
宮
の
発
掘
調
査
の
現
況
と
課
題

　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
平
城
宮
跡
に
お
い
て
、
昭
和
3
8
年
に
第
１
次
調
査

を
実
施
し
、
昭
和
3
4
年
以
来
継
続
的
な
本
格
調
査
に
と
り
く
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
1
0
年
内
外
の
年
月
が
経
過
し
た
。
そ
の
成
川
ぺ
に
つ
い
て
は
、
報
告
ゼ
‥
や
既

報
の
煩
で
そ
の
都
度
発
表
し
、
一
般
に
も
よ
う
や
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
調
査
の
時
期
や
規
座
、
予
算
の
状
況
や
調
査
而
積
、
出
土
品
の
状

況
な
ど
、
調
査
と
そ
の
成
果
全
体
を
通
観
し
た
も
の
が
な
く
、
事
業
と
し
て
の
発

掘
調
査
の
正
確
な
理
解
を
妨
げ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
平

城
宮
跡
発
掘
調
査
の
現
況
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　
平
城
宮
跡
の
研
究
調
査
は
江
戸
末
、
明
治
時
代
以
来
の
多
く
の
先
輩
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
保
存
に
つ
い
て
も
種
々
の
経
緯
を
た
ど
り
な
が
ら

次
第
に
条
件
が
と
と
の
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
第
二
次
朝
堂
院
と
現
在
よ
ん
で
い

る
一
郭
を
中
心
と
し
た
４
７
　
.
　
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
大
正
１
１
一
年
1
0
月
1
2
日
に
岡
が
史
跡

に
指
定
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
３
・
４
年
の
調
査
成
田
ぺ
に
も
と
づ
い
て
佐
紀
東
町

中
町
の
集
落
地
域
を
含
め
た
に
・
呂
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加
指
定
が
昭
和
‥
Ｈ
年
７
月

1
4
日
に
な
さ
れ
た
。
昭
和
2
7
年
３
月
2
9
川
に
こ
の
地
域
が
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

さ
ら
に
昭
和
4
0
年
６
月
1
4
日
西
半
部
色
ふ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加
指
定
か
お
こ
な

わ
れ
た
。
こ
の
特
別
史
跡
地
域
に
つ
い
て
は
、
国
費
に
よ
っ
て
土
地
を
買
上
げ
、

国
有
化
す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
昭
和
3
8
年
以
来
実
施
さ
れ
、
昭
和
4
2
年
度
末
で
総

費
１
３
.
９
７
６
Ｓ
＾
円
、
而
持
コ
に
回
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
上
げ
て
い
る
。

　
昭
和
2
8
年
末
か
ら
口
米
行
政
協
定
に
よ
る
道
路
拡
幅
工
市
に
伴
う
文
化
財
医
護

委
員
会
の
国
営
発
掘
の
結
果
、
加
像
を
絶
し
た
辿
構
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
の
で
、
大
規
模
な
発
掘
を
継
統
的
に
お
こ
な
う
必
要
が
認
め
ら
れ
、

現
地
に
あ
る
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
担
当
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
の

第
１
回
の
発
掘
を
昭
和
3
0
年
８
月
に
大
旨
殿
回
廊
の
東
南
隅
で
お
こ
な
っ
た
。
こ

の
発
掘
調
査
を
第
１
次
調
査
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
後
３
年
間
飛
鳥
地
方
の
発
掘

で
平
城
宮
跡
の
調
査
を
中
断
し
た
後
、
昭
和
3
4
年
７
月
に
第
２
次
発
掘
を
再
開
、

以
後
通
年
発
掘
を
継
続
し
、
昭
和
池
年
度
末
に
第
4
6
次
発
掘
を
終
了
し
て
い
る
。

こ
の
発
掘
次
数
は
発
掘
場
所
と
時
期
を
異
に
し
た
場
合
に
呼
弥
を
か
え
る
こ
と
に

し
て
い
る
の
で
、
同
一
年
度
で
も
数
次
に
お
よ
ぶ
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
前
後

1
2
年
間
で
4
6
次
に
お
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
発
掘
調
介
は
３
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
初
源
期

と
も
よ
ぶ
べ
き
時
期
で
、
第
１
次
は
も
と
よ
り
第
２
次
以
後
の
継
続
調
査
の
う
ち

第
1
3
次
ま
で
の
岡
安
を
こ
の
時
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
は
平
城
宮

２



平
城
宮
発
掘
調
査
1
0
年
の
進
展

第１図　平城宮発掘調査次数と地域概観図

跡
内
の
回
処
を
掘
っ
て
も
各
種
の
宮
殿
遺
構
が
出
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
。
そ
の
う
ち
、
第
１
次

調
喪
は
朝
堂
院
の
軸
線
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
で
、
そ
の
前
年

に
お
こ
な
わ
れ
た
航
空
測
址
に
よ
る
千
分
之
一
の
大
梯
尺
実
測
図

の
作
製
と
と
も
に
そ
の
後
の
平
城
宮
跡
発
掘
の
基
礎
資
料
を
も
た

ら
し
た
。
第
２
・
４
・
５
・
７
・
８
次
の
調
査
は
通
称
二
条
通
り

北
側
、
佐
紀
中
町
の
南
端
部
が
宮
内
宵
の
大
膳
職
で
あ
る
こ
と
、

第
1
0
T
―
I1
-
1
3
次
の
発
掘
で
佐
紀
東
町
の
地
域
が
内
裏
外
郭
北
辺

で
あ
る
こ
と
、
第
３
・
６
・
９
・
１
９
１
次
調
炎
で
内
裏
内
郭
築
地
川

廊
に
か
こ
ま
れ
た
内
裏
正
殿
の
確
認
を
お
こ
な
っ
て
、
そ
の
目
的

を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
に
平
城
宮
跡
の
西
南
隅
に
電
鉄
会
社
の
車
庫
建
設
問
題

が
お
こ
り
、
各
方
而
の
全
岡
的
支
援
に
よ
る
保
存
運
動
の
成
功
は

宮
跡
全
域
の
買
上
げ
、
発
掘
訓
告
の
促
進
を
も
た
ら
し
、
新
た
に

研
究
所
に
平
城
宮
跡
発
掘
訓
告
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
当
時
考
古
３
名
、
建
築
史
３
名
、
文
書
２
名
で
実
施
し
て

い
た
発
掘
を
総
員
4
0
名
の
今
日
の
組
織
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
発
掘
調
査
の
主
目
標
も
第
Ｈ
Ｈ
川
の
宮
域
四
至
の
確
認
に
お

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
域
西
南
隅
の
確
認
（
1
4
次
）
、
朱
雀

門
（
1
6
・
1
7
次
）
玉
手
門
（
1
5
・
1
8
次
）
佐
伯
門
（
2
5
次
）
北
辺
築
地

（
９
一
・
3
1
次
）
の
発
掘
な
ど
一
連
の
調
査
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
か
た

が
た
国
道
二
四
け
バ
イ
パ
ス
計
画
が
設
計
段
階
に
入
り
、
こ
の
予

定
地
の
調
査
は
宮
域
東
辺
の
調
査
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
3
2
　
３
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次
調
査
で
宮
域
東
南
隅
と
二
条
大
路
東
二
坊
大
路
の
交
叉
点
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
東
面
北
門
の
山
門
（
2
1
・
2
2
次
北
）
中
門
の
建
部
門
（
2
2
次
南
）

で
は
推
定
位
置
に
門
が
見
出
さ
れ
ず
、
南
門
の
的
門
が
東
」
坊
大
路
に
南
面
し
て

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
（
2
9
・
3
9
次
）
、
宮
城
東
辺
は
北
の
四
分
の
三
の

地
域
が
東
に
２
５
０
m
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
四
至

の
調
査
は
東
部
張
り
出
し
部
の
北
半
の
状
況
が
未
確
認
で
あ
り
、
さ
ら
に
北
辺
の

門
が
全
く
確
認
さ
れ
て
お
ら
な
い
点
が
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
る
。

　
第
ｍ
期
は
昭
和
3
8
年
度
か
ら
4
3
年
度
に
わ
た
る
宮
跡
指
定
地
7
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

買
上
げ
の
進
行
に
伴
っ
て
、
買
上
地
お
よ
び
概
国
有
地
の
整
面
に
対
処
す
る
発
掘

調
査
の
時
期
と
い
え
よ
う
。
宮
域
内
の
遺
構
の
保
存
状
況
は
地
点
に
よ
っ
て
疎
密

の
差
が
あ
り
、
加
え
て
洪
積
台
地
か
ら
冲
積
地
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
地
層
や
遺
構
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
今
後
に
予
定
さ
れ
る
保
存
猿
同

計
画
の
立
案
に
も
最
小
限
必
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
宮
域
を
東

西
に
横
断
す
る
ト
レ
ン
チ
状
の
調
査
を
実
施
す
る
計
画
を
た
て
た
。
東
半
部
に
つ
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

い
て
は
３
・
６
・
９
・
1
2
・
1
9
・
2
1
・
2
2
流
次
と
東
西
に
調
査
し
或
程
度
の
資
料

も
あ
る
の
で
、
四
半
部
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
次
朝
堂
院
と
内
裏

の
中
間
の
2
7
次
、
そ
の
西
側
の
2
8
次
、
西
端
の
4
7
次
両
虎
な
ど
を
実
施
し
た
。
さ

ら
に
新
設
す
る
収
蔵
庫
、
展
示
棟
の
予
定
地
の
事
前
調
査
な
ど
も
こ
の
な
か
に
含

め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
第
ｍ
期
の
調
査
は
ま
だ
そ
の
績
に
つ
い
た
段
階

と
い
う
べ
き
で
、
東
西
ト
レ
ン
チ
が
ほ
ｙ
完
成
し
た
程
度
で
、
南
北
方
向
の
も
の

は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
中
央
地
区
の
遺
構
状
況
の
確
認
、
四
部
竹
術
地
区

の
性
格
究
明
な
ど
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
し
、
宮
域
全
体
の
本
格
的
整
陥

に
よ
る
史
跡
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
主
目
的
は

こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
１
～
4
6
次
の
発
掘
調
査
（
第
１
図
上
第
１
表
）
　
は
研
究
所
の
予
算
に
よ
っ
て

実
施
し
た
も
の
で
、
昭
和
2
8
年
度
の
国
営
調
査
は
こ
れ
に
令
ん
で
い
な
い
。
ま
た

調査

回次 調　査　地　区
調　査
面　積｜

１ 第２次朝堂院大極殿
回廊東南隅 5.0a

２ 宮内省大膳職 29.7

３ 第２次内裏内郭 8.7

４ 宮内省大膳職 27.0

５ 宮内省大膳職 13.4

６ 回訟回‰ ８．０

了 宮内省大膳職 34.9

８ 宮内省大膳職 28.8

９ 第２次内裏正殴 16.0

10 第２次内裏北外郭 ■10.0

11 第２次内裏北外郭 56.0

12 第２次内裏中心部 25.6

13
一一
14

第２次内裏北外郭 50.0

宮城西南隅 57.n

15 玉　手　門 ■16.0

16 朱　雀　門 35.0

17 朱雀門内方 57.0

18 四面築地 26.0

19 第２次内裏東外郭 ９．０

20 第２次内裏北外郭 36.0

21 第２次内裏外郭東部官衛
63.0

22北

←　－

22南

宮内省造酒司 33.0

東部官而 ･13.0

23 北面築地 7.0

25 佐　伯　門 39.2

26 第２次内裏東外郭 14.0

27
-
28

　第１次内裏東外郭
－　－-一一一一　第１次内裏西外郭

66.9

34.0

29 東面大垣入隅 41.8

30 第２次朝堂院吏部 33.5

31 第２次朝堂院東部 30.9

32 宮城東南隅・大路 73.8

33 第２次内裏東外郭 29.3

34 北大垣 21.3

35 第２次内裏外郭東南隅 35.6

36 第２次内裏内部北半 56.3

3了 西方官而 43.7

38
-
39

東方官府坊積基壇建物 33.7

宮城東南入隅・宮門 38.6

40 東方官而防債基壇建物 32.0

41 第１次内裏東南隅 42.0

42 第２次内裏外郭東北隅 0.6

43 東院西側 35.1

44 東院東南隅 '10.9

45 宮城西北隅 8.4

46 左京三条一坊 20.0

第１表　発掘調査地域及び而破



年次 調　査　費 ;凋禿山旧

30

34

35

36

37

33

39

40

41

42

浅野清科学研究費
による
　　　　　15.0万

　　　　62.1. 'I

　　　　829.0

　　　1057.7

　　　2855.9

　　　5190.7

　　　5714.3

　　　6↓18.6

　　　6298.1

　5.0 :i

　0.15

･11.38

71.38

87.68

22-1.69

218.12

267.39

267.86

462.47

計 29168.7 1526.15

第２表平城宮発掘調査費及び調査而積

昭
和
3
2
・
3
3
年
に
研
究
所
員

が
参
加
し
た
一
条
通
り
添
い

の
３
ヵ
所
の
小
発
掘
も
、
奈

良
県
が
国
の
哺
助
金
で
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ

に
加
え
て
卜
な
い
。
た
だ
し

第
4
3
次
の
発
掘
は
二
四
号
。
（

イ
パ
ス
予
定
路
線
の
調
査
と

し
て
建
設
省
が
奈
良
県
教
育

委
員
会
に
依
託
し
て
行
な
つ

た
が
、
実
質
的
に
平
城
宮
跡
発
掘
調
支
部
が
発
掘
を
担
当
し
た
の
で
こ
れ
を
発
掘

次
数
に
加
え
て
い
る
。

　
平
城
宮
跡
の
調
査
費
と
調
査
而
積
は
第
２
表
の
ご
と
く
で
あ
り
、
昭
和
4
2
年
度

末
で
（
日
計
２
９
.
１
６
８
万
円
、
消
査
而
持
出
し
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
別
史

跡
指
定
地
面
積
｝
呂
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
1
5
％
に
あ
た
る
が
、
現
在
ま
で
の
調
虎
で
既
指

定
地
以
外
に
南
の
切
地
や
陛
、
東
院
拡
張
部
の
追
加
指
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
而
積
を
加
え
る
と
い
ま
だ
宮
域
全
体
の

１
３
.
５
％
し
か
調
査
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
発
掘
経
費
は
３
.
３
ｎ
ｆ

当
り
、
６
｡
１
６
３
円
に
あ
た
る
。
し
か
し
昭
和
3
5
年
度
が
４
.
９
７
６
円
で
あ
っ
た
の
が
、

4
2
年
度
に
は
７
.
７
１
６
円
と
な
っ
て
い
て
、
年
々
単
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
主
と
し
て
作
業
員
の
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
3
4
年
度
１
口
１
人
ふ
呂

円
で
あ
っ
た
も
の
が
4
2
年
度
に
は
平
均
１
｡
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
賃
金
上

昇
率
に
比
べ
調
査
而
積
が
減
少
し
て
い
な
い
の
は
、
調
充
員
の
指
府
能
力
の
増

　
　
　
　
　
平
城
宮
発
掘
調
査
1
0
年
の
進
展

加
、
作
業
員
の
熟
練
、
5
5
台
に
お
よ
ぶ
定
価
ベ
ル
ト
コ
ン
ペ
ヤ
ー
の
導
入
に
よ
る

排
土
運
搬
お
よ
び
一
部
埋
戻
し
即
‥
業
へ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
使
用
な
ど
機
械
化
の

結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
調
査
に
よ
っ
て
検
出
し
た
辿
樹
は
、
現
在
登
録
し
て
い
る
も
の
で
、
総
計
６
.
５
０
０

個
所
。
そ
の
う
ち
わ
け
を
み
る
と
、
建
物
に
召
棟
、
井
戸
4
3
佃
所
、
清
ヘ
召
条
、
築

地
柵
口
い
条
な
ど
が
お
も
な
も
の
で
あ
る
。
莫
大
な
出
土
造
物
は
、
現
在
｝
印
恥
の

倉
庫
に
充
満
し
て
い
る
が
、
簡
単
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
最
も
址
の
多
い
の
は
瓦
類
で
、
軒
丸
瓦
｝
Ｓ
種
７
.
８
８
５
点
、
軒
平
瓦
１
２
５
種
７
.
９
９
６

点
、
こ
の
ほ
か
の
道
具
瓦
で
は
鬼
瓦
約
5
0
点
、
脱
斗
瓦
5
0
点
、
而
戸
瓦
｝
呂
点
な
ど

が
主
で
、
こ
の
他
に
平
・
丸
瓦
は
セ
メ
ソ
ト
袋
で
５
６
.
０
８
０
＾
を
保
管
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
完
形
を
存
す
る
も
の
は
全
体
の
約
５
％
で
、
細
片
に
い
た
る
ま
で

採
集
し
、
道
具
瓦
は
す
べ
て
拓
本
を
と
り
主
要
な
も
の
の
実
測
図
が
完
了
し
て
い

る
。
こ
の
中
に
刻
印
や
箆
描
銘
の
あ
る
瓦
３
６
９
点
、
緑
粕
を
施
し
た
も
の
1
6
点
、

三
彩
の
鬼
瓦
１
点
、
二
彩
・
三
彩
の
瓦
８
点
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
瓦
類
は
現

在
約
ｗ
回
坪
の
倉
庫
を
占
有
し
て
い
る
。

　
坊
は
そ
の
形
が
方
形
、
長
方
形
な
ど
種
々
の
寸
法
の
も
の
が
あ
る
が
、
な
か
に

施
粕
坊
が
3
4
点
み
ら
れ
る
。

　
個
体
数
で
瓦
を
上
ま
わ
る
も
の
に
土
器
類
が
あ
る
。
土
師
器
５
０
｡
０
呂
点
、
須
恵

器
２
０
.
０
回
点
以
上
、
施
粕
陶
器
8
6
点
、
う
ち
墨
書
土
器
１
.
２
３
５
点
が
あ
り
、
こ
の

ほ
か
平
安
時
代
以
降
の
陶
磁
器
、
瓦
器
、
土
師
器
な
ど
ぶ
ふ
呂
点
以
上
み
ら
れ
る
。

平
城
宮
以
前
の
遺
物
と
し
て
も
弥
生
式
土
器
に
呂
点
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
、

須
恵
器
臼
呂
点
を
検
出
し
て
い
る
。
ま
た
土
器
で
は
な
い
が
、
古
墳
時
代
の
埴
輪

（
家
・
楯
・
蓋
・
鶏
な
ど
を
含
む
）
い
回
点
、
陶
棺
１
点
な
ど
を
険
出
し
て
い
る
。
弥
　
５
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生
式
時
代
の
石
斧
・
石
鏃
な
ど
も
あ
る
。

　
木
製
品
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
木
簡
で
あ
る
が
、
出
土
地
点
2
3
ケ
所

１
９
.
７
２
５
点
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
完
形
品
は
約
1
0
％
で
、
多
く
は
破
片
お
よ
び
削

り
く
ず
で
あ
る
。
そ
の
外
木
製
品
に
は
隼
人
楯
1
4
点
を
は
じ
め
什
器
・
工
具
・
農

具
・
食
器
・
祭
祀
用
具
な
ど
も
き
わ
め
て
種
類
に
富
ん
で
お
り
約
３
０
.
０
０
０
点
を
数

え
る
。
さ
ら
に
莫
大
な
量
の
各
種
加
工
痕
跡
の
み
ら
れ
る
木
材
・
薪
・
炭
を
は
じ

め
栗
・
桃
・
胡
桃
・
瓜
な
ど
の
食
品
や
樹
枝
・
葉
な
ど
の
植
物
遺
体
が
あ
る
。
建

築
部
材
も
各
種
見
ら
れ
る
が
、
柱
根
ｗ
同
点
、
木
樋
而
点
、
井
戸
枠
1
5
点
な
ど
が

そ
の
主
要
な
も
の
と
い
え
る
。

　
金
属
製
品
は
他
の
出
土
品
と
比
べ
て
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
和
銅
開
称
｝
回
点

を
は
じ
め
留
に
点
の
皇
朝
十
二
銭
を
検
出
し
て
お
り
、
ほ
か
に
鈴
帯
金
具
・
飾
り
釘

・
鍵
な
ど
の
青
銅
製
品
・
鉄
釘
な
ど
が
8
0
点
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
製
作
に
用
い

ら
れ
た
フ
イ
ゴ
の
口
Ｉ
ト
リ
ペ
・
鉄
滓
な
ど
も
３
ケ
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
、
多
く
の
資
料
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ら
・
を
研
究
す
る
た
め
の
余
祐
が
ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い

の
が
現
況
で
あ
る
。
発
掘
は
中
断
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
出
土
品
は
次
か
ら
次

ぎ
に
堆
積
す
る
一
方
で
、
最
小
限
の
発
掘
調
査
の
記
録
と
出
土
辿
物
の
保
管
処
置

に
迫
わ
れ
る
有
様
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
資
料
を
い
か
に
研
究
し
、
歴
史

資
料
と
し
て
活
用
す
る
か
の
研
究
体
制
の
確
立
が
現
在
の
最
大
の
課
題
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坪
　
井
　
清
　
足
）

６
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二
、
発
掘
調
査
と
記
録
の
方
法

　
平
城
宮
跡
の
調
査
に
従
事
し
て
い
る
研
究
所
員
は
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
に
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
第
１
？
第
Ⅳ
調
査
室
・
保
存
整
理
室
・
資
料
調
査
室
に
わ
か
れ
て

お
り
、
考
古
学
・
建
築
史
学
・
文
献
史
学
・
庭
園
史
学
・
写
真
技
術
者
な
ど
の
各

専
門
分
野
を
合
せ
て
4
5
名
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
部
員
は
実
際
に
は
殴
構
的
な
組

織
と
は
別
に
、
長
期
間
継
統
的
に
調
査
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
対
応
し
て
、

発
掘
作
業
と
併
行
し
て
出
土
遺
物
及
び
記
録
類
の
整
理
作
業
、
ま
た
こ
れ
ら
の
成

果
に
基
い
た
様
々
の
研
究
を
行
う
た
め
に
、
別
の
組
織
を
構
成
し
て
い
る
。
現
在

発
掘
調
査
員
は
考
古
学
専
攻
者
を
中
心
と
し
て
３
班
に
編
成
し
、
常
時
そ
の
２
班

が
発
掘
削
‥
業
に
従
事
し
、
残
る
１
班
が
辿
物
整
理
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
建
築
史

学
・
文
献
史
学
・
庭
園
史
学
専
攻
調
査
員
は
随
時
こ
れ
に
組
み
こ
む
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
調
査
に
従
事
す
る
作
業
員
は
男
子
6
8
名
、
女
于
3
6
名
、
う
ち
8
3
名
が
発
掘
作
業

に
従
小
し
て
い
る
。
発
掘
作
業
員
は
作
業
長
１
名
、
副
作
‥
業
長
１
名
を
置
き
、
さ

ら
に
全
作
業
員
を
４
班
に
編
成
し
て
い
る
。
班
は
そ
れ
ぞ
れ
班
長
１
名
、
副
班
長

２
名
、
班
員
1
6
名
か
ら
成
っ
て
お
り
、
通
常
２
班
が
組
に
な
っ
て
１
個
所
の
発
掘

現
場
に
あ
た
り
、
常
時
２
個
所
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
残
る
2
1
名
は
女
子
の
み

で
、
遺
物
の
水
洗
・
処
理
・
記
録
な
ど
に
従
事
す
る
遺
物
整
理
作
業
員
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
員
は
か
つ
て
は
付
近
の
農
業
従
事
者
が
副
業
と
し
て
選
ん
だ
も
の

で
あ
っ
た
が
、
最
近
、
と
く
に
宮
域
内
買
上
げ
の
進
行
と
と
も
に
作
業
員
が
次
第

に
専
業
化
し
つ
っ
あ
る
。

６



　
発
掘
詞
点
は
原
則
と
し
て
而
情
？
呂
？
も
を
１
回
の
慨
・
位
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
に
よ
る
と
、
こ
の
広
さ
が
最
も
能
率
的
で
も
あ
る
し
、
成
沢
を
ま
と

め
る
の
に
も
最
も
効
田
ぺ
的
で
あ
る
。
こ
の
１
慨
位
に
対
し
て
、
先
に
述
べ
た
洲
査

ａ
の
６
名
内
外
か
ら
な
る
１
班
と
作
業
八
２
班
4
0
名
ほ
ど
が
発
掘
に
従
事
す
る
。

１
回
の
発
掘
の
際
排
除
す
る
土
址
は
約
２
.
０
０
０
　
i
n
’
以
上
に
達
し
、
す
べ
て
電
動
ベ

ル
ト
コ
ソ
ペ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
運
搬
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ト
ロ
ッ
コ
等
に
よ
る
運

搬
に
比
し
て
格
段
の
作
菜
能
率
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
宮
域
内
に
お
い
て

高
圧
電
線
を
計
画
的
に
配
線
し
、
い
か
な
る
場
所
で
も
電
動
殴
の
使
川
が
可
能
な

よ
う
に
し
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
埋
め
戻
し
に
一
部
使
川
し
て
い
る
が
、
排
土
に

は
二
切
使
川
し
て
い
な
い
。
か
つ
て
使
用
し
た
維
験
か
ら
す
る
と
同
位
が
乱
さ
れ

る
上
に
遺
構
面
に
も
影
斜
‥
を
お
よ
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
１
川
の
調
査
面
債
も
実
際
に
は
奈
良
時
代
の
遊
廓
詳
が
数
度
に
わ
た
り
重

複
し
て
い
た
り
、
ま
た
時
代
の
異
な
る
遺
構
が
あ
っ
た
り
し
て
、
実
質
的
に
数
倍

に
お
よ
ぶ
場
介
が
首
題
で
あ
る
。
　
調
査
の
期
間
は
普
通
２
.
５
ヶ
月
ほ
ど
か
か
っ
て

い
る
。

　
遺
構
の
倹
出
は
通
常
の
考
古
学
の
発
掘
調
査
と
変
り
は
な
い
。
た
だ
、
宮
域
の

広
さ
が
大
き
く
東
北
隅
か
ら
西
南
隅
ま
で
の
距
離
も
あ
り
、
ま
た
各
洲
点
地
域
は

必
ず
し
も
隣
接
し
て
・
い
な
い
た
め
、
出
土
遺
構
・
辿
物
の
実
洲
記
録
に
は
各
々
の

位
置
閔
係
に
偏
差
が
生
じ
な
け
よ
う
な
高
い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

本
格
調
査
の
開
始
に
さ
き
だ
っ
て
ま
ず
宮
域
及
び
川
辺
の
航
空
測
量
を
行
な
い
、

Ｉ
'
.
Ｏ
Ｏ
Ｏ
分
０
.
１
の
精
密
な
地
形
図
を
作
成
し
た
。
同
時
に
宮
域
内
に
測
址
に
よ
っ

て
各
点
の
拉
節
岑
経
度
及
び
標
高
を
諒
定
し
た
1
0
数
点
の
座
原
点
を
む
う
け
て
０
.

る
。
記
録
・
実
測
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
座
傑
点
か
ら
の
測
量
計
算
に
よ
ヴ

　
　
　
　
　
平
城
宮
発
掘
調
査
1
0
年
の
進
展

て
各
遺
構
の
位
置
を
算
定
実
測
し
、
ど
の
地
域
の
遺
構
実
測
で
も
位
置
関
係
の
誤

差
を
で
き
う
る
限
り
少
な
い
状
態
で
調
査
し
て
い
る
。

　
遺
跡
記
録
は
通
常
実
洲
・
写
真
・
遺
跡
カ
ー
ド
・
日
誌
の
形
で
行
っ
て
い
る
。

と
く
に
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
遺
構
を
直
接
調
在
し
た
当
丿
者
で
な
く
て
も
、
誰
れ

が
い
つ
見
て
も
そ
の
記
録
内
容
が
認
知
で
き
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
発
掘

中
の
記
録
は
遺
跡
カ
ー
ド
と
日
誌
の
二
本
立
で
あ
る
。
通
常
の
発
掘
で
行
な
う
日

誌
式
の
記
録
は
、
訓
告
進
行
状
況
や
牡
務
的
な
記
録
に
限
り
、
調
査
の
記
録
は
二

地
点
す
な
わ
ち
あ
と
で
述
べ
る
地
区
即
示
の
慨
位
で
あ
る
方
３
ｍ
の
地
点
を
１
慨

位
と
し
、
発
掘
中
の
デ
ー
タ
ー
を
す
べ
で
記
録
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
い
る
（
第
２

図
）
。
こ
の
カ
ー
ド
は
そ
の
地
点
に
お
け
る
遺
跡
の
状
況
を
3
0
分
の
１
の
図
と
所

見
記
人
で
記
録
す
る
む
の
で
、
時
間
慨
・
位
で
あ
る
日
誌
式
の
記
録
の
よ
う
に
同
一

関
所
の
デ
ー
タ
ー
が
放
ケ
所
不
特
定
の
場
所
に
記
録
さ
れ
る
繁
雑
さ
を
さ
け
た
も
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
に
は
発
掘
中
の
遺
跡
の
状
態
の
ほ
か
、
こ
の
地
点
で
の

調
査
日
は
も
ち
ろ
ん
、
実
測
図
や
写
真
資
料
の
登
録
番
号
、
遺
構
登
録
番
号
を
記

録
し
、
さ
ら
に
そ
の
地
点
か
ら
の
出
土
遺
物
を
登
録
す
る
台
帳
に
も
な
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
は
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
な
っ
て
お
り
、
ソ
ー
ト
す
れ
ば
各
項
ご

と
に
必
要
な
デ
ー
タ
ー
を
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
遺
構
の
全
域
を
検
出
し
た
の
ち
、
写
真
・
実
測
を
行
な
う
。
遺
構
の
実
測
は
、

縮
尺
2
0
分
の
１
を
原
則
と
し
、
状
況
に
応
じ
て
1
0
分
の
１
さ
ら
に
は
原
寸
ま
で
各

種
の
も
の
を
作
成
す
る
。
実
測
に
は
、
平
板
測
量
は
誤
差
が
大
き
い
の
で
一
切
用

い
ず
、
す
べ
て
や
り
か
た
を
打
っ
て
規
準
水
糸
を
張
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ

の
2
0
分
の
１
の
現
場
遺
構
図
を
も
と
に
し
て
、
調
査
地
域
の
全
遺
構
の
状
態
が
わ

か
る
よ
う
に
縮
尺
に
呂
分
の
１
の
略
縮
図
を
調
査
終
了
後
に
作
成
し
、
各
遺
構
の

配
置
・
時
期
区
分
な
ど
を
検
討
し
、
遺
構
を
整
理
し
、
番
号
を
付
し
て
い
る
。
さ

ら
に
縮
尺
｝
呂
分
の
１
の
図
を
ケ
ソ
ト
紙
に
作
成
し
、
こ
の
図
を
遺
構
原
図
と
し

て
い
る
。
写
真
は
調
査
中
毎
日
3
5
m
撮
影
に
よ
っ
て
、
お
も
に
調
査
の
進
行
状
況

を
記
録
し
、
日
誌
に
添
付
し
て
お
く
。
遺
構
、
遺
物
の
記
録
写
真
は
四
五
判
ま
た

は
キ
ャ
ビ
ネ
判
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
測
図
一
写
真
は
研
究
所
資
料

と
し
て
収
納
し
て
い
る
。

　
遺
物
の
整
理
作
業
方
法
は
通
常
の
考
古
学
的
方
法
と
変
り
な
い
。
水
洗
・
必
要

に
応
じ
て
の
化
学
的
処
理
の
の
ち
、
拓
本
・
写
真
・
実
測
を
行
な
う
。
拓
本
は
と

く
に
軒
丸
・
軒
平
瓦
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
細
片
に
至
る
ま
で
と
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
拓
本
類
は
裏
打
ち
に
い
た
る
ま
で
先
に
の
べ
た
女
子
の
遺
物
整
理

作
業
貝
が
行
っ
て
い
る
。
写
真
搬
影
は
基
本
的
に
は
大
き
さ
を
四
五
判
ま
た
は
キ

ャ
ビ
ネ
判
で
行
う
が
、
と
く
に
木
簡
に
つ
い
て
は
出
土
し
た
も
の
す
べ
て
を
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
フ
ィ
ル
ム
で
原
寸
の
も
の
と
、
3
5
m
赤
外
線
フ
ィ
ル
ム
で
搬
っ
て
い
　
８

る
。
こ
れ
ら
拓
本
・
写
真
・
実
測
図
は
パ
ソ
チ
カ
ー
ド
に
さ
れ
た
台
紙
に
添
付
し

研
究
所
資
料
と
し
て
収
納
し
て
い
る
。

　
次
に
研
究
所
学
報
・
年
報
・
各
種
の
概
報
に
表
示
さ
れ
て
い
る
発
掘
と
事
後
処

理
に
と
も
な
う
遺
構
遺
物
の
標
示
方
法
を
述
べ
て
お
く
。

　
平
城
宮
の
よ
う
な
大
規
模
な
遺
跡
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
調
査
す
る
際
に
は
、

検
出
さ
れ
る
遺
構
と
遺
物
を
明
確
に
分
類
標
示
す
る
統
一
的
方
法
を
事
前
に
決
定

し
て
お
く
こ
と
が
、
調
査
後
の
各
整
理
上
で
の
混
乱
を
さ
け
る
最
も
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
、
必
要
な
遺
跡
と
局
地
的
な
地
点
の
標
示
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
。
分
類
標
示
は
数
字
１
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
３
字
計
４
字
を
用

い
、
第
１
項
は
数
字
で
遺
跡
の
所
属
す
る
時
代
を
表
わ
し
、
以
下
ァ
ル
フ
ァ
ペ
ッ

ト
で
第
Ｈ
Ｈ
・
項
は
遺
跡
の
種
類
と
所
在
地
域
、
第
ｍ
項
は
平
城
宮
全
域
を
南
北
に
細

長
く
分
割
し
た
大
地
区
（
東
か
ら
・
Ｌ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
）
、
５
区
を
標
示
す
る
。

さ
ら
に
第
Ⅳ
項
で
ほ
ー
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
に
細
分
し
た
地
域
を
示
す
こ
と
に
し

て
い
る
（
第
３
表
）
。
従
っ
て
平
城
宮
跡
は
６
　
Ａ
」
Ａ
か
ら
^
６
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
の
遺
跡
記
号

を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
今
回
報
告
し
た
６
　
Ａ
」
Ｇ
は
区
宮
城
の
東
南
隅
で

東
西
8
0
m
、
南
北
7
5
m
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
。

　
遺
跡
内
の
局
部
地
点
の
標
示
は
、
実
際
に
は
対
象
と
す
る
遺
跡
の
性
格
に
よ
っ

て
区
画
の
大
き
さ
や
標
示
方
法
が
異
な
る
が
、
宮
殿
や
寺
院
の
調
査
で
は
最
小
地

点
の
区
画
は
１
単
位
方
３
ｍ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
３
ｍ
が
天
平
尺
の
1
0
尺
に

近
く
、
建
物
の
柱
間
は
一
般
に
1
0
尺
前
後
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
が
多
い
た
め
礎

石
や
柱
穴
を
検
出
し
た
場
合
、
柱
問
寸
法
や
建
物
の
規
模
を
知
る
上
に
適
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
平
城
宮
跡
で
は
６
　
Ａ
Ｌ
Ａ
か
ら
６
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
の
大
地
区
の
な
か
の
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一
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休

　
　
－

　
近
東

　
Ｐ
　
Ｑ

西日木

近畿

東||本

西｢1本

Ｒ

-

墳

塙

１
～

Ｓ
Ｔ
Ｕ
一

製
造
所

記念物

Ｓ
Ｓ

Ｕ

一
Ｖ

東日本ｗ
ｘ
二
Ｐ

国
郡
術
上
郊
Ｇ

　Ｗ

　Ｘ

-

その他

Ｙ

－

Ｚ

-

遺跡名表示の項日別内容分類表第３表

水
田
に
さ
ら
に
中

地
区
を
も
う
け
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
つ
け
そ
れ
を
３

ｍ
方
眼
に
区
画

し
、
南
北
軸
を
１

桁
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
、
東
西
軸
を

２
桁
の
数
字
で
表

わ
す
こ
と
に
し
て

い
る
。
例
え
ば
、

６
　
Ａ
Ａ
Ｄ
　
-
　
Ｂ
Ｍ
０
８

地
区
は
第
一
4
0
次
調

禿
で
検
出
し
た
井

戸
の
あ
る
地
区
を

示
し
て
い
る
。

　
宮
域
内
の
各
地

点
の
標
示
は
、
発

据
前
の
準
節
的
段

階
で
自
動
的
に
決

定
さ
れ
る
が
、
実

Ｒ一遺物ｓ一遺構　　ｌ

器
器
治
品
品
埓

　
　
　
貴

　
属
如
製
製
」

漆
金
自
土
石
瓦

繊維製品

品
他
製
の
木
そ

一

Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｐ
Ｑ
Ｔ
Ｕ
Ｗ
Ｙ
一

all･上塁･;

戸
池
場
拡
他

廊
溝

■
Ｊ
-

'
.
z
＾
･
　
-
r

丿
ぶ
（
び
ー
！

そ　の

Ｃ
Ｄ
　
Ｅ
　
Ｇ
　
Ｈ
　
Ｋ
Ｘ
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　卜.袈I‘II'Iはll器その他で瓦堵を含まない

第４表　遺構・遺物記号表

る
場
合
は
良
い
が
、
宮
の
よ
う
に

同
じ
よ
う
な
掘
立
柱
建
物
・
清
な

ど
多
数
の
遺
構
が
缶
ぷ
限
し
て
険
出

さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
遺
構
ご
と
に

特
定
の
名
作
や
地
区
記
号
で
呼
称

す
る
こ
と
は
無
死
で
あ
り
、
宮
城

の
調
査
で
は
こ
れ
ら
険
出
し
た
す

べ
て
の
遺
構
に
番
号
を
つ
け
て
区

分
し
て
い
る
。
遺
構
番
け
は
調
査

全
域
の
遺
構
の
検
出
順
に
一
連
番
号
を
つ
け
同
じ
所
に
同
じ
規
模
で
改
築
さ
れ
た

よ
う
な
遺
構
に
は
さ
ら
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
を
つ
げ
区
分
す
る
。
ま
た
県
に
辿
構
番
号

の
み
で
は
建
物
な
の
か
溝
で
あ
る
か
道
術
の
種
類
が
不
明
な
の
で
、
こ
れ
を
明
示

す
る
た
め
ァ
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
で
各
辿
構
の
種
類
を
図
示
し
て
い
る
（
第
４
表
）
。
例

え
ば
、
Ｓ
Ｇ
５
８
呂
は
宮
城
東
南
隅
で
検
出
さ
れ
た
園
地
で
あ
り
、
ｓ
口
呂
呂
は
東

一
坊
大
路
に
而
す
る
的
門
を
図
示
す
る
。

　
遺
構
番
号
と
同
ぽ
各
出
土
遺
物
に
も
時
代
別
に
、
あ
る
い
は
川
途
に
応
じ
て
形

態
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
形
式
番
号
を
決
定
し
、
さ
ら
に
各
々
の
遺
物
に
冊
け
を
付

し
て
い
る
。
こ
の
遺
物
番
号
は
遺
跡
遺
構
記
録
カ
ー
ド
の
遺
物
棚
に
記
入
す
る
と

と
も
に
、
遺
物
台
帳
に
登
録
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
平
城
宮
跡
の
調
査
地
域
は
今
日
ま
で
に
1
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
な
り
、
そ
の
間
に

蓄
積
さ
れ
た
資
料
及
び
記
録
類
も
莫
大
な
址
に
達
し
て
い
る
。
建
物
な
ど
の
遺
構

豆
録
数
を
み
て
も
す
で
に
６
.
５
０
０
以
上
も
あ
り
、
出
土
遺
物
の
数
も
相
当
な
量
で

あ
る
。
大
規
模
な
発
掘
に
よ
っ
て
生
ず
る
多
址
の
遺
構
遺
物
の
処
理
の
問
題
は
、
　
９

宮殿･ Yi'f.'ii・城圓Λ

外　　　　国
(中岡・朝鮮等)

１和
城

人

山

摂一河・泉

そび)他の近
畿

関束・東北

部
国

中

中

四国・九州

Ｂ

(｀

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

ｙ

院

Ｂ

Ｓ

Ｋ

一 一

畿

本

木

近

東

四

化居　Ｌ

　　　Ｍ

集落　Ｎ
｜

Ｌ
～
Ｎ

先繩文時代

繩　文　時　lt

弥　生　時　代

古　墳　時　代

飛　鳥　時　代

奈　良　時　代

平　安　時　代

鎌　ａ　時　代

室　町　以　|降

０

１

Ｕ
３

４

i
ｎ

　

　

　
t
ｃ

　

　
i
~
-

　
０
０

　

　
C
T
>

際
の
発
掘
に
し
た
が
っ
て
建
物
や
清
が
倹
出
さ
れ
る
と
そ
れ
を
即
示
す
る
必
要
が

あ
る
。
寺
院
跡
の
よ
う
に
金
堂
・
講
堂
な
ど
の
よ
う
に
一
定
の
名
称
が
規
定
さ
れ

平
城
宮
発
掘
消
光
1
0
年
の
進
展
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川
到
の
準
節
と
方
法
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
整
理
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
当

研
究
所
で
行
っ
て
い
る
諸
記
録
及
び
そ
の
狼
理
方
法
は
、
遺
跡
の
圖
示
方
法
に
始

ま
っ
て
す
べ
て
の
分
類
標
示
及
び
記
録
方
法
が
単
に
宮
城
の
囚
衣
研
究
に
利
用
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
円
ど
の
遺
跡
の
調
禿
研
究
に
も
同
じ
方
法
で
活
用
出
来
る

よ
う
な
広
い
視
野
か
ら
統
一
的
な
方
法
で
お
こ
な
お
う
と
す
る
基
礎
的
な
標
示
・

記
録
か
ら
出
発
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
　
功
）
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三

、
遺
物

の
科
学
的
保
存
処
理

平
城
宮
跡
の
発
掘
に
と
も
な
っ
て
、
出
土
す
る
遺
物
は
多
い
。
質
量
と
も
多
岐

に
わ
た
る
遺
物
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
、
永
久
に
残
し
て
い
く
か
は
発
掘
の
当
初

か
ら
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

遺
物
の
は
存
に
際
し
て
は
、
田

将
来
の
変
質
を
考
え
、
出
土
時
点
で
万
全
の
記

録
を
整
え

る
こ
と
、
㈲
遺
物

に
対
す
る
崩
壊
の
防
止

な
い
し
は
哺
修
、
㈲
長
期
に

わ
た
る
保
存
に
対
処
す
る
た
め
の
適
切
な
保
管
施
設
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
だ

が
当
調
査
部
の
事
業
が
緊
急
発
掘
調
査

か
ら
出
発

し
、
宮
内

各
地
の
性
格
を
明
ら

か
に
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ

っ
た
た
め
、
増
加
す
る
遺
物
に
対
す

る
保
存
対
策
は

つ
ね
に
一
歩
遅
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
最
近

調
査
部
が
進
め
て
い
る
若
干
の
化
学
的
保
存
処
理
法
を
紹
介
し

よ
う
。

平
城
宮
跡
出
土
の
遺
物
は
、
大
き
く
土
製
品
、
木
裝
品
、
金
属
製
品
に
わ
け
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
千
年
以
上
も
地
下
に
埋
没
し
て

い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
損
陽
を

う
け
て
い
た
り
、
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
り
し
て
地
上
の
環
境
に
適
合
で
き
な
い
状

態
の
も
の
が
多
い
。
化
学
的
保
存
処
川
法
は
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
将
来
の
長
期
に
　
1
0

わ
た
る
保
管
に
耐
え
さ
せ
る
た
め
、
化
学
薬
品
を
川
い
よ
う
と
す
る
一
つ
の
方
法

で
あ
る
。
調
査
部
に
お
け

る
ほ
存
処
理
は
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学

部
の
指
導
と
助
言
に
も
と
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

現
在
と
っ
て
い
る
方
法
が
必
ず
し
も
絶
対
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
将
来

不
測

の
小
態
が
起
き
た
場
合
と
か
、
よ
り
有
効
な
方
法
が
開
発
さ
れ
た
と
き
、
も

と
の
状
況
に
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
余

地
を
残
す
こ
と
を
鉄
則
に
し
て

卜
る
。

１
、
土
　
製
　

品

土
製
品
、
す
な
わ
ち
土
器
、
瓦
な
ど
に
は
焼
き
上
げ
る
と
き
の
温
度
が
十
分
で

な
い
た
め
、
あ
る
い
は
地
中
で
の
保
存
環
境
が
悪

い
た
め
、
軟
化
し
て
今
に
も
こ

わ
れ
そ
う
な
状
態
で
発
見
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
遣
物
の
崩
壊
を
く
い
と
め
る
た
め
に
ア
ク
リ
ル
系
田
脂
の
エ
マ
ル

ジ
ョ
ン
（
5
1
1
0％
）
を
遺
物
に
浸
透
さ
せ
硬
化
さ
せ
る
。

こ
の
場
合
、

５
？
1
0

％

の
濃
度
は
絶
対
的
で
な
く
、
対
象

ご
と
に
あ

る
程
度
加
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
溶
液
が
濃
す
ぎ
る
と
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
が
内
部
に
十
分
浸
透
せ
ず
、

表
而

に
残
っ
て
艶
を
生
じ

る
か
ら
で
あ
る
。
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
に
は
６
０
~
７
０
°Ｃ
の
熱

を
く
わ
え
て
乾
燥
さ
せ
る
種
類
の
も

の
と
、
常
温
で
乾
燥
さ
せ
る
種

頬

と

が

あ

る
。
乾
燥
の
後
、

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
硬
化
し
た
遺
物
は
強
固
に
な
り
、
も
う
容
易

に
く
ず
れ
な
い
。
土
器
片
を
接
合
す
る
場
合
、
前
も
っ
て
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
で
硬
化

し
て
お
く
と
、
接
合
剤
中
の
ア
セ
ト
ン
な
ど
が
ア

ク
リ
ル
樹
脂
を
溶
か
し
て
浸
透

す
る
の
で
一
屑
強
岡

に
接
合
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ

の
合
成
樹
脂
を
川

い
て
凝
灰
岩
な
ど
の
軟
質
の
石
製
品
に
つ
い
て
も
硬
化
し
、成
果

を
あ
げ
て
い
る
。



２
、
木
　
製
　

品

哇
穴
・
井
戸
・
満
・
土
壙
に
は
、
木
製
の
遺
物

が
腐
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
種
の
遺
物

に
は
、
大
は
建
築
・
土
木
の
部
材
か
ら
小
は
日
常
の
生

活
川
共
、
文
字
を
記
し
た
木
倒
ま
で
ふ
く
ん
で
い
る
。
木
材
が
妊
期
間
に
わ
た
っ

て
地
下

に
川
没
し
て
い
る
と
、
木
材
中
の
ホ
ロ
セ
ル
ロ
ー
ズ
や
樹
脂
分
な
ど
が
地

下

水
の
た
め
溶
解
流
失
し
、
普
通
な
ら
ば
約
5
0？
6
0％

の
令
水
量

が
約
に
呂
？
Ｗ
呂

缺
に
な
っ
て
い
る
。
地
ド
に
川
没
し
て
い
た
木
製
品
を
掘
り
だ
し
た
ま
ま
放
置
す

れ
ば
ど
う
な

る
か
。
新
鮮
で
あ
っ

た
木
肌

の
色
は
た
ち
ま
ち
黒

ず
み
、
急
速
に
水

分
が
蒸
発
し
、
表
而

に
亀
裂
が
生
じ
や
が
て

は
全
く
の
残
骸
に
な
っ
て
し
ま
う
。

現
在
で

は
、
木
製
品
の
抜
本
的
な
保
存
方
法

が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
の
で
、

と
り
あ
え
ず
水
槽
な
ど
に
泌
漬
し
、
黴
煩
の
繁
殖
を
さ
け

る
た
め
ホ
ル
マ
リ
ン
を

添
加
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
な
ら
ば
、
遣
物
の
原
形
を
ほ
ぼ
そ
こ
な
う
こ
と
な
く

一
応
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
木
間
を
は
じ
め
と
す
る
大
多
数
の
木
製

品

は
、
原
則
と
し
て
こ
の
方
法
で
傑
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
水
渋
に
よ
る
方
法

に
は
、
山
水
お
よ
び
ホ
ル
マ
リ
ン
の
蒸
発
を
防
ぐ
た
め
に
、
川
期
的
な
検
査
が
絶

対
必
・
要
で
あ
る
こ
と
、

㈲
破
批
し
た
木
製
品
の
接
着

・

復
原
が
困
難
で

あ
る
こ

と
、
㈲
保
存
に
不
便
で
保
竹
場
所
を
多
く
と
り
、

ま
た
移
動

が
困
難
で
あ
る
こ
と

の
難
点
が
あ
る
。

木
襞
品
の
木
格
的
な
傑
存

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
法
を
試

み
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
木
製
品
を
密
閉

し
外
気

か
ら
遮
断
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
除

々
に
帖
燥

す
る
方
法
と
か
、

ま
た
、

木
製
品
が
多
量
に
含
布
し
て
い
る
水
分
を
明
礬
で
此

換
す
る
方
法
な
ど
の
実
験
も
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
試
み
の
域
を
出
て
い
な

平
城
宮
発
捌
調
在
1
0年
の
進
展

い
。
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
方
法

の
な

か
で
も
、
有
効
と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
方
法

を
の
べ
よ
う
。

ａ
　

ポ
リ
ェ
チ
レ
ソ

ー
グ
リ
コ
ー
ル
（
ｔ
ｋ

・（
い・
）
に
よ
る
処
理

ポ
リ
ェ
チ
レ
ン

ー
グ
リ
コ
ー
ル
（

ア

図
・
ｏ
・
）
が
水
分
に
と
け
や
す
く
、
ま
た
、

吸
湿
性
に
富
ん
で
い
る
特
性
を
利
川
し
た
処
理
方
法
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
木
製

品
に
ア

冖

。（
ｙ

を
含
ま
せ
て
、

木
質

に
含
ま
れ
て

卜
る
水
分
を
一
定
柚
に
傑
持

さ
せ
、
脱
水
帖
燥

に
よ
る
形
態
の
変
化
を
防
ご
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

調
査
部
で
は
、
柱
根
・
木
鬮
・
井
戸
隍
な
ど
主
と
し
て
長
期
に
わ
た
る
水
漬
…川

雌
な
大
聖
製
品
に
実
川
し
て
い
る
。
　
市
販
の
卩

ｍ
・（
い
・
に
は
分
子
柚

の
高
い
も

の
か
ら
低

い
も
の
ま
で
あ
る
が
、
分
子
量
１
｡５
０
０
０
程
度
を
も
ち
い
て
い
る
。

ア

冖

’（
い
゛
と
水
と
を

６
対
４

の

重
量
比
で
混
合
し
た
溶
液
を
つ
く
り
、

こ
れ
に
溶

液
令
体

の
お
よ
そ
２
％

の
割
合
で
防
黴
剤

と
し
て
の

ア

Ｃ
.
Ｐ
.
-Ｎ
ａ
を
添
加

す

る
。
こ
の
際
、

熱
湯
を
も
ち
い
れ
ば
ｔ

冖゙

‘
○
・
は
と
け
昜
い
が
、

ア

○
・
ア

ー

Ｚ
Ｑ
は
刺
戟
性

の
劇
薬
で
あ
り
、

幾
分
鉄
鎖
色
を
呈
す
る
の
で
注
意

を
要
す
る
。

で

冖゚

’（
い
゜
溶
液
が
で
き
れ
ば

、木
製
品
を
一
定
期
問
浸
漬
し
て
お
く
。
期
間
は
木

製
品
の
材
質

・
大
き
さ
・
厚
さ
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
初
期
の
実
験
結
果
に

も
と
づ
い
て
小
さ
な
も
の
で
３
～
４

冂
、
厚
さ
２

四
の
仮
付
な
ら
ば
２

迦
間
、
大

き

く
厚

い
木
材

な
ら
ば
１

ヵ
月
以
上
と
い
う
大
体
の
基
準
を
た
て
て
い
る
。
？

冖

’（
い
’溶
液

か
ら
引
上
げ
た
木

製
品
は
、

脱
水
の
著
し

い
木

口
を
密
閉
し
川
陰

で
除
々
に
乾
燥
さ
す
。
こ
の
課
程
で
こ
と
を
急
い
で
急
速
に
乾
燥
さ
せ
れ
ば
、
付

は
凌
縮
し
木
理
に
そ
っ
て
亀
裂
を
生
じ
る
の
で
、
慎
重
を
要
す
る
。

こ
う
し
て
処
川
し
た
木
製
品
で
あ
っ
て
も
、
多
少

の
収
縮
・
亀
裂

は
さ
け

ら
れ

ず
木
肌

も
い
く
ぶ
ん
黒
色
に
変
化
す
る
の
で
、
目
下

の
と
こ
ろ
は
精
製
品
に
は
川
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い
て

い

な

卜
。

ま

た
こ

の

方
法

で
は

針
葉

樹

に
対

し

て
有

効

で

あ

る

が
、

広
葉

樹

に
対

し

て
は

適

用

で
き

な

卜
な

ど

の
難
点

が
あ

る
の

で
、

今

後

は
圧

力

を

加

え
て

よ

り

分
子

柚

の
高

い

Ｐ
.
Ｅ
.

Ｇ
.

を

浸
透

さ

せ

る
方
法

な
ど

を

考
慮

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
段

階

に
き

て

い

る

。

ｂ
　

凍
結

莫

空
乾

燥

に
よ

る
処

理

凍

結
真

空

乾

燥
既

を

も

ち

い
て

、

木
製

品

の
収

縮

・
変

形

を

防

ぎ
な

が

ら

脱
水

す

る
方

法

で

あ

る
。

つ

ま

り

、
水

分

を

ふ

く
ん

だ

木
製

品

を

冷

凍

さ
せ

た

ま

ま
昇

華

す

る

と
、

帆
温

状

態

で

の
脱

水

・

乾
燥

が
可

能

で
あ

り
、

凍
結

し

た
木

製

品

か

ら

水
分

を

昇

華

す

る
の

で

、
凝

固

・

収

縮

が
ほ

と

ん

ど
な

く

、
体

債

変

化

も
き

わ

め

て
少

な

い
。
当

洲

轟

部

で

は
、

木

簡

に
対

す

る

保
存

処

理

を

お
も

な

日

標

と
し

て

、
真

空

乾

燥
既

を

購

入

し

各
種

の

実
験

を

お

こ

な

っ
て

い

る
。

ま

だ
実

験

段

階

の

域

を
川

な

卜
が
、

現

在

つ
ぎ

の
よ

う
な

手

順

で

凍
結

乾

燥

を
す

す

め

一
定

の
成

ｍ
べ
を
あ

げ

実
川

に
向

っ
て

一
歩

前

巡

し
つ

つ

あ

る
。

ま

ず
材

を

分
子
；
＝
-
'
６
.０
０
０
の

ア

冖
・｛
い
・
溶

液

に
｝
い
？

曾

分
浸

漬

し

た

後
、

乾

燥

殴

の

タ

ン

ク
に

い
れ

１
１
０
°Ｃ
ま

で

急
速

に
凍
結

さ

せ

る
。

こ

の
状
態

で
乾

燥

機

の

な

か

に
約
1
0
時

間

お

く

と
、

水

分

が
昇

華

し

て
材

而

が

乾
き

、
つ

ぎ

に
温

度

を

び

Ｃ

近

く

ま
で

あ

げ

て
水

分

の

昇
華

を

促

進

さ
せ

る
。

こ

う
し

て
９９
一
時

間

程

度

で
仕

上

が
る

。

こ

の
処

理

を

へ

る
と
、

材

が

ふ

く
ん

で

い

た
２
０
０
-
３
０
０
％

の
水

分

は
回

？

呂

煢

程
度

に
減

少
す

る
が

、
材

の
変

形

は

ほ
と

ん

ど

み

ら
れ

な

い
。

右

の

よ

う

な

実

験

で

一
応

の
成

製

を

あ

げ
て

い
る

が
、

つ

ぎ

の

よ

う
な

理
山

か

ら
実

川

に
踏

み

切

れ

て

い
な

い

。

剛

こ

の
方

法

に

よ

る
と

、
場

合

に
よ

っ
て

は
表

而

が
ヶ

バ

状

に
荒

れ

て
仕

上

が

り

、
そ

れ

に
対
す

る
防
川

策

が
た

っ
て

い
な

い

。

㈲
地
中
で
の
保

存
環
境
の
差
異
、

埋
没
前
に
お
け
る

質
的
変
化
を
と
げ

て
い
る
場
合
、
木

製
品
の
種
別
・
形

態
に
よ
る
差
異

な

ど
に
よ
っ
て
個
々

の
木
製
品
が
も
つ

強
弱
の
程
度
は
千

麓
万
別
で
あ
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
、

材
の
徴
妙
な
差
異

を
顛
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す

る
異

な
っ
た
操
作
を
お

第３図　 凍結真空乾燥覬

こ
な
い
う
る
段
階
に
達
し
て
い
な
い
。

㈲
こ
に
で
も
、
広
葉

樹
に
対
す
る
処
理
は
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
凍
結
乾
燥
法
に
は
、

ま
だ
克
服
で
き
て

い
な
い
問
題
が
多
く
の
こ

る
が
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
精
巧
な
木
製
品
の
優
び
に

対
し
て
威
力
を
発
揮

す
る
で
あ
ろ
う
。

３
、
金
属
製
品
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平
城
宮
跡
で
発
見
さ
れ
る
金
属
製
品
と
し
て
は
、
青
銅
器
と
鉄
器
が
あ

る
。
そ

の
う
ち
、
鉄
器
の
防
錆
が
保
存
対
象
の
眼
目
と
な
っ
て

い
る
。

鉄
器
の
錆

び
を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
湿
気

か
ら
遮
断
し
乾
燥
さ
せ

る
こ

と
が
第
一
歩
で
あ
る
。
こ
の
方
泌
に
は
、
加
然
し
て
乾
燥
さ
せ

シ
リ
カ
ゲ
ル
を
添

え
て
密
閉
状
態
に
お
く
と
か
、
気
化
性
防
錆
剤
を
盗
つ
た

Ｖ
.
Ｐ
.
Ｉ
.
紙
で
包
む

方
法
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
処
理
は
、
一
時
的
で
あ
っ
て
恒
久
的
で
は

な
い
。
雌
近
で
は
、
応
急
処
理
の
後
、
半
永
久
的
な
処
川
を
お
こ
な

っ
て
卜
る
。

す
な
わ
ち
錆
で
割
れ
た
鉄
器
の
深
部
ま
で
合
成
固
脂
を
注
入
す
る
減
圧
含
泌
法
が

そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
密
閉
し
た
容
器
に
乾
燥
済
み

の
鉄
器
を

い
れ
、
真

空
ポ
ン
プ
や
水
道
の
水
圧
を
利
川
し
て
容
器
内
の
空
気
を
抜
き
と
り
　
こ
｛
下

呂
弖

、
｝Ｆ
）
、
容
器
に
多
量
の
合
成
樹
脂
を
住
人
し
て
鉄
器
に
含
浸
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

合
成
倒
脂
と
し
て
は
、
や
や
可
撓
性
の
あ
る
ア
ク
リ
ル
樹
脂
呂
？
ａ

畿
の
ト
ル
エ

ン
溶
液
を
川
い
て

い
る
。
含
泌
の
後
再

び
容
器

に
空
気
を
も
ど
し
、
適
当
時
開
放

殴
し
て

か
ら
と
り
あ
げ
る
。
鉄
器
の
表
而
に
は
樹
脂
が
ま
だ
け
着
し

て

い

る

の

で
、
こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
ト
ル

エ
ン
の
溶
剤
で
て
い
ね
い
に
洗
い
落
す
。
洗
滌

後
、
除
々
に
乾
燥
す
れ
ば
処
川
は
終
る
。
処
理
後

の
鉄
器
も
で
き
る
だ
け
湿
気
か

ら
遮
断
し
て
お
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
方
法
も
な
お
今
後
多
角
的
な

尖
験
を
要
す
る
が
、
現
段
附
で

は
良
好
な
成
肌
｀
を
あ
げ
て
い
る
。

以
上
、
現
在
調
査
部
が
お
こ
な
っ
て
い
る
化
学
的
保
存
処
理
の
若

干

に

ふ

れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
完
全
無
欠
で
な
く
、
実
験
段
階
に
と
ど
ま
る
も

の
が
あ

る
が
、
一
歩
一
歩
前
進
し
つ
っ
あ

る
。
ま
た
、
現
在

ほ
と
ん
ど
着
手
し
て

い
な
い

漆
器
・
繊
維
の
保
仔
処
理
法
や
木
製
品
・
金
属
製

品
の
修
理
・
復
原
の
こ
と
な
ど

残
さ
れ
て

い
る
問
題
も
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
Ⅲ
　
章
）

平
城
寓
発
掘
調
査
1
0年
の
進
展
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四

、
　
模
型
製
作
と
遺
跡
覆
屋

の
建
設

平

城

宮

跡

で

は
、

遺
跡

の
発

掘

と
同

時

に
発

見

遺

構

・
遺

物

の
僥

や
製

作

と

遺

跡

の
露

出

展

示

を
行

っ
て

い

る
。
実

際

の

遺
構

を
展

示

保
存

す

る

こ
と

は
云

う

に

及

ば

ず
、

座

聖

の
製

作

は

残

さ
れ

た

遺
構

や

造
物

の
現

状

か
ら
、

も

と

の
姿

を
復

原

す

る

と

い
う
収

要

な

研

究
課

題

で

も
あ

る

。

ま

た
、
実

際

に
遺
構

や
遺

物

を
調

査

す

る
殴
会

を

も

た
な

い
研

究

者

に
は
重

要

な
研

究

資

料

と
も

な

り
、

さ

ら

に
一

般

の
」へ
々
の
恰

好

の
教

材

と

も

な

る
も

の
で

あ

る

。
平

城

宮
跡

で

は
復

原

座

型
を

建
物

・
遺

構

・
遺

物

に

つ

い
て

製
作

し

、
遺

跡

の

展
示

は
直
接

遺

構

の

卜
‥
に
上
屍

（
覆
屋
）
を

か
け

る
方

法

で
行

っ
て

い

る
。

貶

咽

の

製
作

は
、
建

物

・
遺

構

・
遺

物

に

つ

い
て

行

っ
て

い

る
が

、
建

物

の
復

原
陜

咽

は
昭
和
4
0
年

度

よ

り
作

製

し
、

す

で

に
朱

雀

門
を

始

め
内

裏

正

殿

と
そ

の

附

属
陳

・
築

地
川

廊

な

ど

を
作

成

し
、

今

年
度

は
宮

城
西

而

南
門

を

完

成

し
た

。

建
物

の
復
原

僥

型

は
、

発

掘

し

た
遺

構

か

ら
忠

実
比
1
0
分

の
１

の
縮
尺

で
作
製

し

た

。
建

物

の
設

計

に

つ

い
て

は

現
存

す

る

奈
良

時

代

の
建

造
物

、

発

掘

さ
お

た

余

良
時

代

の
姓

物

遺

構

、
平

安
宮

の
建

物

を
描

い

た
絵

巻
物

お

よ

び
文

献

・
記

録

な

ど

を
参

考

に
基

本

設

計

を

行
な

い
、

さ

ら

に
平

城

宮

跡
発

掘

訓
査

常

任

指
導

委

‥貝
会

中

の
建

築

史
学

専

門

家

の
指

導

を
得

て

、
構

造

・
意

匠
な

ど

厳
密

な

険
討

を

加

え

て
作

製

し

た
。

材

料

は

す

べ
て
桧

材

で

、
完

成

し

た
建

物

の

材
積

は
、
朱

雀

門

で

９
５
６
.１
 ｃ
ｉｆｌ
'

内

裏

正
殿

と

附

属
棟

で
：
６
５
３
ｃ
ｎ
Ｔ

西
面

南

門

で

２
９
１
.１
 
o
i
l
で
あ

る
。

実

際

の
建

築
物

は

こ
の

材
積

の
約

１
千

倍

と

考
え

て

も
大

差

な

い
も

の

で
あ

ろ

う
。

製
作

に
は
６

ヶ
月

か
ら
８

ヶ

月

を
費

や

し

て

い

る
。
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第４図　 平城寓西面南111液 原閥

こ
こ
で
昭
和
4
2年
度
に
作
成
し
た
西
而
南
門
（
工
手
門
）
に
つ

い
て
記

し

て

お
　
1
4

く
。
遺
借
は
昭
和
3
8年
度
の
発
掘
調
査
（
第
1
5次
）
で
発
見
し
た
も
の
で
、

門

の

東
半
分
と
四
面
大
垣
が
確
認
さ
れ
た
。
法
治
は
す
で

に
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
基

滾
の
掘
込
み
地
柴
が
残
っ
て

い
た
。
基
壇
の
大
き
さ
は
南
北
幅
3
2
m、
東
西
幅
推

定
1
4
m
で
朱

雀
門
と
比
べ
る
と
南
北
幅

は
ほ
ｙ

等
し
く
、
東
叫
幅
で
約
３
ｍ
短

か

い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
結
果
、
西
面
南
門
（
第
４
図
）
は
５
間
×
２
間
「
桁
行
は

朱
雀
門
と
同
じ
く
1
7天
平
尺
（
？
）ヨ
）
等
間
、
梁
行
は
1
5天
平
尺
（
４
.
5
m）
等
間
〕
と
し
、

東
大
寺
転
害
門
に
な
ら
い
叭
屑

切
妻
造
本
瓦
葺
。
爪
壇
一
は
凝
灰
岩
壇
上
積
蛾
壇
と

し
た
。
哇
隕
は
転
害
門

に
な
ら
い
7
2
伽
と
し
、
柱
は
上
部
に
粽
を
付
し
た
。
組
物

は
平
三
斗
と
し
、
構

造
は
二
重
虹
梁
蟇
股
と
し
た
。
軒
は
二
軒
と
し
、
地
捶
断
而

は
円
、
飛
原
極
断
而

は
角
と
し
、
内
部
は
三
陳
造
と
し
た
。
屋
限
は
原
端

に
鬼
瓦

を
つ
け
、
降
陳
を
も
う
け
た
。

次
に
遺
構
獏
聖
の
製
作
は
昭
和
4
2年
度
に
行
な
い
、
第
2
1・
3
8・
4
0次
発
掘
調

査
で
発
見
し
た
坊
積
基
壇
建
物
を
中
心
と
す
る
市
や
四
7
0
m
・

南
北
１
３
０
 
mの
範
囲

を
5
0分

の
１
の
縮
尺
で
忠
実

に
作
製
し
た
（
第
７
図
）。
材
料
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹

脂
を
使

い
、

ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
埋
込
み
、
彩
色
仕
上
げ
と
し
た
。
土
色
は
地
山
而
と

位
地
層

の
面
を
区
別
し
、
下
層
遺
構

の
あ
る
個
所
は
上
層
遺
店
を
と
り
は
ず
し
て

見
え
る
よ
う
に
二
重
と
し
た
。
井
戸

や
清

の
側
而

・
底
而
な
ど
の
細
部

に
つ
い
て

も
忠
尖

に
表
現

し
た
。

遺
物

の
杖
型
は
す
で
に
隼
人
楯
や
織
物
を
織
る
際
に
使
川
し
た
糸
巻
・
紡
垂
車

を
削
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
材
質

が
木
で
あ
り
、
変
形

や
破
損
を
受
け
昜

い

た
め
早
急

に
現
状
模
型
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
模
型
は
現
状
そ

の
ま

ま

の

も

の

と
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
完
形
復
原
と
両
方

を
原
寸
で
行
っ
て
い
る
。
現
状
漠
型
は



彩
色
も
現
在
認

め
ら
れ
る
色
調
を
表
現
し
、
復
原
漠
型
で
は
残
存
す
る
色
彩
か
ら

復
原

し
た
彩
色
を
行
っ
て
い
る
。
材
料
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
系
固
脂
を
使
っ
た
が
、

笵
は
同
様
合
成
樹
脂
を
使
用
し
て
作
っ
た
の
で
厳
密
な
現
状

の
記
録
と
な
っ
て
い

る
Ｏ昭
和
4
3年
度
に
は
引
続
い
て
紡
績
基
塊
建
物
を
1
0分
の
１
の
縮
尺
で
復
原
す
る

μｊ

- 。 Ｉ Ｉ Ｗ

平
城
宮
発
掘
調
査
1
0年
の
進
艇

第５図 平城宮遺跡吩 顏謳:1淵

の
を
は
じ
め
、
平
城
宮
跡
一
帯
の
現
状
地
形
摸
製
な
ど
を
設
計
製
作
す
る
予
定
で

あ

る
。
現
在
こ
れ

ら
の
模
型
は
遺
構

と
と
も
に
覆
屋
内
に
展
示
し
活
川
し
て
い
る
。

覆
屋
は
昭
和
4
0年
度

か
ら
建
設
を
始
め
、
覆
屋
、
陳
列
陳
な
ど
４
陳

が
完
成
し

（
第
５
図
）
、

総
而
砧

は
１
｡６
４
０
 ｍ
２
で
あ

る
。

建
物
は
鉄
骨
ブ
ロ
ッ

ク
造
平
屋
建
て

で

、
外
観

の
デ

ザ
イ
ン
は
直
線
を
基
洲
と
し
た
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

建
物
は
重
要
な
遺
跡
が
川

っ
て
い
る
上
に
姓
て
る
た
め
、
地
下
を
掘
っ
て
蛾
礎
を

設
け
る
こ
と
は
出
来
ず
、
遺
盾
が
破
壊
を
受
け
ぬ
よ
う
約
１
ｍ
の
盛
土
を
し
た
。

壁
而
は
上
部

に
設
け

た
窓
、
出
人

口
以
外
は
す
べ
て
ブ
ロ
ッ
ク
債
み
で

、
柱
に
は

Ｈ
聖
錮

、
屋
根
に
は
デ
ッ
弋

プ
レ
ー
ト
を
川
い
て
お
り
、
鉄
骨
は
す
べ
て
コ
ー
ル

テ

ン
錮
で
あ
る
。

第 ６図　 遺跡蹤雌内 部

15



余
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

昭
和
4
0・
4
1年
度
に
建
設
し
た
３
陳
の
覆
屋
と
陳
列
棟

に
は
、
第
2
1次
発
掘
調

査
で
発
見
し
た
掘
立
柱
建
物
・
凝
灰
岩
切
石
債
清
を
展
示
し

た
。
今
年
度
は
、
第

3
8次
発
掘
訓
査
で
発
見
し

た
坊
債
基
壇
の
建
物
を
露
出
展
示
し

た
（
第
６
図
）
が
、

こ
の
覆
屋
に
は
実
験
的
に
実
際
の
坊
債
基
壇
遺
盾
の
北
半
分
を
覆
屋
内
に
露
出
さ

せ
、
南
半
分
は
磑
屋
の
外
で
基
壇
を
復
原
展
示
す

る
こ
と
に
し
た
。
覆
屋
内
に
は

遣
店
の
展
示
と
と
も
に
広

い
展
示
空
間
を
も
う
け
、
建
物
・
遺
構
の
復
原
座
型
や

日
口
分

の
１
の
平
城
宮
全
体
復
原
畷
型
、
写
真
な
ど
を
展
示
し
て

い
る
。

・
・

・

。

ド

‘
’
。゙
‥り

’‘に
廴

」
ａ

Ｆ

阮

Ｌ

Ｌ

遺
跡
覆
屋
の
付
属
棟
と
し
て
建
設
し
た
出
土
辿
物
陳
列
棟
は
、

床
而
積
が
｝
呂

‘`
で
、
建
物
の
構
造
は
遺
跡
覆
屋
と
変
ら
な
い
。
建
物
内
に
は
壁
而
に
1
0
mの
陳

列
圄

を
も
う
け
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
軒
丸
・
軒
平
瓦
を
は
じ

め
と
し
た
瓦
類

・
土
器
・
金
属
器
・
木
器
類
な
ど
の
造
物
を
陳
列
し
て
い
る
。
床
面
に
は
同
様
出

土
し
た
井
戸
、
掘
立
柱
柱
根
・
木
鬮
や
建
築
部
材
を
展
示
し
て
い
る
。
・
。。
…

こ
れ
ら
の
覆
屋
・
陳
列
陳

の
建
設
は
、
す
べ
て
文
化
庁
文
化
財
傑
護
部
記
念
物

課
の
予
算
で
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。

（

村

上

釼

匸

匸 匸匸冫 三LiLご'･ －づ ふ
一
乱

匸 ノr,、ｘ ご 二;●ia と ≦≦亠 亠

J
　・
 

≫
 

≫

一

≒
　

Ｑ一

゛
９

へ

Ｓ

’

゜
’）

・
“
４
｀
　
冫
゛

冫

廴

温

浴

弓

心

｝

Ｓ
　

Ｓ
　
Ｉ
　
　
　

！
――
　
　

。

－　 ●　.l ゛　　 丶
一 ＝- 、●､i■４ ｊ ＿。

第７図 遺 構 模 型
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鋭

神

社

f

t

 

か

4

か

楊

観

音

画

柳

〔
現
状
と
法
量〕

絹
本
着
色 、

堅
企
0
2
（
一

・丈
三
尺
五
寸
五
分）

横
M
M
M
－
m
g
（
七

尺
閥
寸
三
分）

の
大
掛
師
で
あ
る
。

回
師
全
国
に
わ
た
り

函
絹
の
裂
れ 、

航
折
が
お
お
く 、

し
か
も
一

郎
に
陣
燃
と

汚
加
に
よ
っ
て
闘
容
や
品
世
が
詳
ら
か
に
な
ら
ぬ
個
処
も
あ
る
が 、

後
世
の
補
筆

や
補
色
は 、

左
辺
上
部
の
一

部
分
を
の
ぞ
い
て
は
み
ら
れ
ず 、

よ
く
旧
状
を
保
っ

て
い
る
倒
処
が
多
い

。

主
な
損
似
は 、

上
辺
か
ら
左
辺
に
か
け
て
の
部
分
と 、

脱

出回
普
離
の
聞
の
部
分
に
あ
る
。

左
辺
の
そ
の
制
御
は 、

上
辺
に
お
い
て
闘
い仰
の
半

分
が
欠
落
し
て
い
る
程
で
あ
る
。

こ
の
欠
落
部
分
は 、

後
世
の
籾
忠
な
紙
質
で
補

な
わ
れ 、

円
光
が
削
劣
に
揃
き
加
え
て
あ
る
。

顔
の
部
分
は 、

回
而
上
部
か
ら
順

次
に
小
さ
く
な
る
と
こ
ろ
の 、

3
個
処
に
わ
た
る
画
絹
の
欠
落
が
あ
る
が 、

こ
れ

は
掛
幅
を
巻
い
た
状
態
で
外
部
か
ら
損
傷
を
受
け
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

法
盆
は
前
記
の
よ
う
に
巨
大
で
あ
る
が 、

注
目
さ
れ
る
の
は 、

肉
眼
に
よ
る
制

祭
の
か
ぎ
り
で
は 、

回
絹
の
継
目
が
は
っ
き
り

せ
ず 、
一

師
一

舗
の
回
一帆
に
み
え

る
点
で
あ
る
。

わ
が
国
の
仏
画
と
比
較
す
る
と 、

こ
の
画
幅
一

帽
の
大
き
さ
は 、

ま
っ
た
く
異
例
と
し
て
よ
い

。

但
し
朝
鮮
で
は 、

天
哲
7
年
（戸白N
36
月
制
作

の
銘
を
も
っ

、

扶
除
前
向
山
無
抗
寺
の
絹
本
着
色
弥
肋
菩
薩
像
が 、

mm
四
五
尺

（】
ω
8
2〉 、

航
二
五
尺
（吋
勾
g〉

の
一

一帆
一

舗
の
回
帽
で
あ
る
と
す
る

報

告
も

あ
る
。

巾
二
五
尺
も
の
絹
が
織
成
さ
れ
た
と
は
考
え
脱却
く 、

或
は
画
絹
の
縦
方
に

化
地
h
y
La
『
綜
民

4
5
8
11
W
EW
 
初
抑
制附
官
図
像

像

工

究

.，...『

主己

美

昔
一A

有5

特
殊
な
刀
法
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ 、

鋭
社
の

場
合 、

後
に
ふ
れ
る
画
風
の
問
題
と
も
凶
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が 、

回
一帆
の
法
μ

自
体
が
わ
が
国
の
仏
回
と
典
範
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

〔
図
像
に
つ
い
て〕

画
而
全
体
を
托
す
る
制
背
菩
薩
像
は

、

左
向
き
半
蜘
の
装
勢

で 、

右
足
を
蓮
華
座
の
上
に
の
せ 、

山LJ
直
前十
状
の
も
の
を
放
い
た
厳
に
肢
を
か
け

て
い
る
。

右
手
は
第
三
・

凹
指
を
続
く
肥
し 、

ト江
手
は
術
指
と
中
指
と
を
続
く
総

じ
て
レ
る
。

一以
上
に
は
赤
衣
の
化
仏
が
坐
す
山
い
宝
冠
を
い
た
だ
き 、

身
は
剛明
治

・

腕
釧
で
厳
飾
し 、

さ
ら
に
到
冠
よ
り
丑
れ
た
峰
山維
を
ま
と
っ
て
い
る
。

矧
背
の

左
辺
に
は
縦
の
上
に
水
瓶
に
さ
し
た
紛
柳
が
怖
か
れ 、

観
音
の
背
部
に
あ
た
る
耐

而
右
辺
に
は 、

脊
般
の
聞
に
竹
を
揃
い
て
い
る
。

観
音
の
坐
す
阪
は
水
波
に
か
こ

ま
れ 、

そ
の
水
辺
に
は
朱
緑
の
刑
瑚
と
宝
珠
が
生
じ
て
い
る 。

水
波
の
此
方
に
宜

子
が
合
掌
し 、

観
点
日
を
梓
す
る
態
を
と
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
像
は 、

後
述

す
る
よ
う
に
錫
柳
観
音
像
に
共
通
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
仙
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が 、

水
故
に
阻
ま
れ
た
般
に
観
音
像
を
描
く
点
に
は 、

補
陀
落
山
の
観
世
立円
を
普

財
宝
子
が
参
問
す
る
と
い
う
な
恕
が 、

働
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

脇
柳
観
音
像
は 、

た
と
え
ば
唐
・

税
制
経
訳
『
千
老
眼
観
自
在
菩
薩
泌
街
糾』

（
大
疋
泌
総 、

巻
二
十
所
収〉

に
説
く
よ
う
に 、

衆
病
を
消
除
す
る
た
め
に
造
顕
さ

わ
が
国
で
も
水
墨
の
白
衣
観
音
を
の
ぞ
い
た
彩
色
画
だ
け

れ
る
も
の
で
あ
る
が 、
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さると
れ f'r ;Jl 
た 例く
闘はよ
!11,i元 う

とiilllに
し ゃ 、

グ·1, Z-
て店主鎌三よ
若鹿倉土伝:-i::，画IF.)j 191 なの代色白も将μ み

の米前Jfll ; 
はさに愉よ

、 ；h, I.ぶ｜吃す
大た くill'よ
徳もj主観：十
寺のずfi官二
械か し 法

の 、た のし
3そ と 条か
仰の はに し
でil\2考 、 興

れ ＝｜二 IUJれ て なH年どI Li ij[2が（去の 草115(あ写え件然
るのに らい る 代に 利l 写知i主回寺泣り本 ら 困撲

。 相はの るも以わ社 本 ら 衣幅 の 来 、でれ鹿 『
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に
つ

い
て

も、

（
惇
z同

宗
全
刀 、

た
と
え
ば 、
ト
ヘ

市
ル

；
i

守
政
3
幅

の
内
で
故

大
の

1
隔
で
は、
向

業
上
に
合
学

す
る
普
財
宝
子
像

の
他

に、
供
物
を
さ
さ
げ

る
6
人
の
供
養
者

と
山内

形
の
天
3
体
を
拙
き 、
さ
ら

に
画
商
右
上
辺

に
は
花
を
街
え

た
瑞
μ
を
配
し
て

い

る。
談
山
神

社
像

の
場
合
は、
画
面
下
部
の
此
岸

に、
制

い
金
泥
で 、
此
蛇

に
お

わ
れ、
首
伽
を
つ
け
ら

れ
た
人
々
を
柿
き 、
火
宅
を
表
現

し、
陥
陀
磁
波
海
を
附

一
爪

す
るよ川
を
岸
辺

に
柿

く
な

ど、
説
話
性

に
と
ん
だ
内
’容
を
表
現
し
て

い
る。
李

朝
の
画
風
を一
が

す
生
駒
回
生
院
像

で
は、
左
辺

に
比
丘
形
を
附
き 、
ま

た
そ
れ

を

抗
き
改
め
杖
を

も
っ
布
袋
和
尚

に
似

た
僧
形

と、
下
辺
に
屯
神
を
揃

い
て

い
る。

観
音
像
自
体

に
つ

い
て

も、
山川以
来
寺
像
の

よ
う

に、

町平一J
で
膝
を

か
か
え
川安
坐

す

る
場
合 、
建
長
止寸
像

の
よ

う
に
正
而
向
に
柿

く
場
合

も
あ
る。
し

か
し 、

そ
れ
ら

の
相
違

に
も
か
か
わ

ら
ず、

川帽
柳
を
姉
き 、
践
に
破
坐

す
る
間
4
H

像
を
梢

く
山…

は

川陽
柳
脱出回
像

に
共
通
し
て
み
ら
れ

る
と

こ
ろ

で、
鋭
社

の
画
像

は、
大
徳
寺
の
3

師 、
盟
然
来
迎
オザ

の
1

師
な

ど
と
と
も
に、
楊
柳
観点
H

像
の
も
っ

と
も
MM
準
的
な

函
像
を

も
つ

も
の
と
い

え
る。

〔
肢
法

と
画
風〕
赤
衣

の
阿
弥
陀
仏
を
中
心

に
し
て、
五
彩
で
厳
附
さ
れ

た
宝

冠
か

ら、
全
身
を
被
う
駁
縦

が
霊

れ
て

い
る
が、
そ
の
将
探

は
白
色
凱
料
で
衣
相

を
拙
き 、
縦
訓
な
柿
仙紙
で
網
闘
を
表
わ
し 、

そ
の
全
国

に
胤
凪

と
主
文
を
入
念
に

金
泌
で
拙

い
て

い
る。
そ
の
続
縦
を
透
し
て
み
え

る
苔
隊
は、
輸
相ゆ
を
淡
誌
の
や

わ
ら

か
い
鉄
線
で
つ

く
り 、

淡
紅
色
を
呈

す
る
朱
ノ
具
で
肉
身
を
彩
り 、
朱
低
を
ほ

ど
こ

す。
版
部

に
か
か
る
緑
背
地

の
衣

は、
衣
刷出
総
に

そ
っ
て
金
配

の
術
総
を

は

し
ら
せ 、
衣
全
而

に
金
川町
で
宝
相
華
文
を
附

い
て

い
る。
初

は
朱
ノ
兵
の
地

に、

金
泥

の
む
申
文
を
全
而
に
柿
き 、

そ
の
聞

に
2
個

の
紅
迎
撃
を
組
合
せ

た
長
円
形

の
華
文
を
配

し
て

い
る。
冠
制

は
左
右
2
条

に
長

く
ゆ

る
や

か
に
垂

れ
て、
腕

に

ま
つ
わ
り

脚
下

に
い
た
る
が、
そ
の

1
条

は
白
色 、

他
の
1

条
は
上
仰
をLU
に
し 、
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下
部
は
そ
の
白
地
に
黄
土
の
宝
相
華
唐
草
を
一

耐
に
揃
き、

巾掛
棋
で
輪
郭
を
つ
く

り、

唐
草
に
は
朱
彩
を
点
じ、

典
雄
な
立
匠
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
山内
却
な
立
匠

は、

2
条
の
金
泥
，総
で
聞
む、

設
協
の
装
飾
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明

治、

鉛
釧
は
｛五
味
を
主
胞
に
し
た
装
飾
で、

朱
・

緑
・

併
守
を
も
っ
て
多
彩
な
感

じ
を
つ
く
り
、

金
具
は
、

ほ
り
治一一
風一
に
金
泥
を
も
ち
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
装
飾

性
に
と
む
表
現
の
な
か
で、

と
く
に
粘
紙
で
長一
郎
な
も
の
は、

服
部
を
被
う
唐
草

文
の
一

市
で
あ
る
。

地
を
自
訴
で
つ
く
り、

政｛
は
抗
土
ノ
同れ
で、

業
は
緑
苛、

附刷

出
H、

朱
の
三
彩
の
結
捌
で
彩
り、

紫
色
の
輩
に
向
色
の
点
加
で
蕊
を
え
が
き、

輪

郭
を
つ
く
る
挫
の
鉄
線
摘
も
こ
の
部
分
で
は
と
く
に
細
川訓
で、

冴
え
た
感
覚
を
示

し
て
い
る
（
m
l
凶
参
照）
。

左
辺
の
縦
の
上
の
水
胤
は、

緑
寸
同
地
に
日
文、

川市民

文、

渦
巻
文
な
ど
を
金
泥
線
で
空
間
充
唄
的
に
附
き
こ
ん
で
い
る
。

腸
柳
の
業
は

緑
古、

伎
は
岱
蛸
で
挑
く。

観
音
の
岩
出
は、

岱
抑州
地
に
級
官
を
刷
き、

鎧
で
政

淡
を
つ
け、

ま
た
金
泥
の
限
取
を
つ
け
て
い
る
。

観
音
の
左
足
を
載
せ
る
逝
華
庄

の
逆
弁
は、

外
側
を
緑
青、

内
側
を
鮮
民
H
に
盗
分
け、

そ
の
外
側
の
注
弁
に
は
金

山山
で
凶
む
輪
郭
の
な
か
に
4
似
の
宝
珠
を
怖
く。

法
弁
に
は
細
い
金
泥
で
葉
脈
を

川
い
て
い
る
。

普
財
童
子
は、

淡
川訟
で
下
拙
を
つ
く
り、

朱
ノ
具
で
彩
る
肉
身
に

は
朱
HM
を
ほ
ど
こ
し、

朱
線
で
柿
起
し、

そ
の
緑
背
地
の
衣
に
は、

全
而
に
・麻

説、

菊
花、

唐
前十
文
を
揃
き、

や
や
肥
控
を
も
っ
衣
倒
紘
に
そ
っ
て
金
泥
の
拙
州献

を
は
し
ら
せ
て
い
る
。

観
音
の
般
の
下
の
海
水
は、

緑
青
地
に
地
淡
を
も
っ
た
塁

線
で
水
波
を
え
が
き、

汀
に
は
朱
の
刑
瑚
を
附
く。

岡
而
下
部
の
、

手
前
の
土
披

に
は
金
泥
で
点
怖
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
の
は、

浜
の
真
砂
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

姉
線
は
総
じ
て
や
わ
ら
か
く、

衣
招
の
表
現
に
若
干
の
肥
控
を
み
せ
る
他
は、

』
忍

Ju
h
V
a
r－
GM1
K
九

か
則
却γ
t
t
日υ
サト
民

秘
柳
観点日
間
像

鉄
線
描
で
あ
る
。

冠
制
末
端
や、

災
慌
の
唐
草
文
係
の
県一
紘
な
と
に、

充
分
に
練

達
し
た
回
技
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

彩
色
で
は、

と
く
に
金
川町
の
多
用
が
目

を
ひ
く。

幌
羅
に
描
い
た
胤
凪
文
や
芸
文、

雌
の
限
取、

衣
や
水
瓶
の
空
川
充
填

的
な
金
泥
文
様、

そ
れ
ら
が
つ
く
る
風
尚
は、

わ
が
国
の
中
世
仏
回
と
は
ま
っ

た
く
こ
と
な
っ
た
魁
を
示
し
て
い
る
。

脱
出
回
や
主
fT
の
淡
紅
色
を
呈
す
る
肉
身
部

の
朱
ノ
日刊
の
色
感
も
ま
た、

わ
が
国
の
そ
れ
と
は
若
干
地
を
災
に
す
る
も
の
で
あ

る
。

な
ほ
ま
た、

内
色
顔
料
を
も
ち
い
た
収
縮
の
透
明
な
表
現
の
妓
巧、

丑
援
や

衣
柑
末
端、

或
は
縦
の
奇
怪
な
岩
盟
に
み
る
誇
張
し
た
屈
山
の
川地
味
も
ま
た、

わ

が
国
の
伝
統
的
仏
間
と
は
兵
組
の
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
間
風
は、

元
代
仏
画
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
に
ち
か
い
も

の
で
あ
る
が、

架
し
て
元
回
で
あ
る
の
か、

元
画
の
つ
よ
い
彩
押
下
で
成
立
し
た

古
川一
郎
後
期
の
そ
れ
で
あ
る
の
か、

断
奈
は
下
し
嫌
い
。

図
像
学
的
に
は
鋭
社
像
と

も
っ
と
も
ち
か
い
大
徳
寺
の
元
岡
と
目
さ
れ
て
い
る
三
一仰
に
比
較
す
る
と、

表
現

の
精
紋
さ
に
欠
け
る
山…
は
否
め
な
い
。

し
か
し、

歪
元
お
年
（同
区山〉

の
日
本
州政

h
政
阿
弥
陀
如
来
像、

大
徳
叩
年
（
5cm〉

の
叙
津
美
術
館
政
阿
弥
陀
如
米
像
な

ど
の
高
胤
仏
画
に
比
較
す
る
と、

朱
緑
二
彩
の
対
比
と
休
娠
の
比
例
に
つ
い
て、

若
干
の
相
違
も
感
じ
ら
れ
る
。

制
作
期
は
十
四
位
紀
初
期
を
降
る
も
の
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が、

い
ず
れ
に
し
て
も、

つ

ぎ
に
述
べ

る
よ
う
な
銃
社
の
歴
史
的
状

況
を
考
え
る
と、

こ
の
画
制
が
高
雌
か
ら
将
来
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

〔
伝
来
に
つ
い
て
〕

画
幅
下
段
中
央
に、

8
行
に
わ
た
る
挫
告
の
寄
進
銘
が
あ

る
。

汚
損、

抹
消
が
あ
っ
て
読
解
は
困
難
で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
判
読
さ
れ
る
。

奉
口
口銃

社
御
賢
前

（

マ

、

観
音
量
像
一

柿
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亙
幽
退
也
仰
得
進
旨
趣
如
件

明
徳
二
年
制
十
二
月
十
三
日
良
賢
例

先
師
某
に
所
縁
の
こ
の
画
幅
が 、
明
徳
2

年
（
呂田
己
ロ
月 、
僧
良
賢
に
よ
り 、

銃
社
二
・刷
宮
の
成

等
正
覚
と
先
師
の
離
苦
得
業
と 、
殊
に
良
賢
二
世
の
成
就
円
満

の
旨
越
を
以
て
銃
社
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
推
祭
で
き
る 。
こ
こ
に
い
う

鋭
社
は 、

息
長
足
舵
命
を一

宮
に 、

二
宮
に
は
藤
原
康
嗣
を
記
り 、

明
和
7

年

2
30〉
の
回
禄
に
い
た
る
以
前
に
は 、
法
頂
坊 、

宮
師
（
司〉
坊 、
御
燈
坊
な
ど

の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
み
え
る 。
式
外
社
で
あ
る
が 、
航
凶
で
は
社
名

高
く 、
中
世
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は 、
『五回
妻
鏡』
文
治
2

年
公
民∞）
ロ
月
刊
日

の
条
に 、

草
野
次
郎
大
夫、
氷
平
を
以
て

宮
司
峨
に
定
補
せ
し
め
た
こ
と 、
ま
た
同

じ
建
久
5
年
〈
戸
笠〉
7
月
初
日
の
条
に
は 、
源
頼
朝
は
鎧
・

制
・

弓
矢
を
銃
社

に
奉
納
し
た
こ
と
が
み
え
る 。
草
野
氏
は
中
世
を
通
じ
て
鋭
地
方
に
力
を
ふ
る
っ

た一
族
で
あ
る 。
と
こ
ろ
で 、
僧
良
賢
に
つ
い
て
諮
る
史
料
を
欠
く
の
で 、
そ
の

鋭
社
に
場
柳
観
音
像
が
寄
進
さ
れ
る
に
当
り 、

直
接
に
ど
の
よ
う
な
契
機
が
働
い

て
い
た
か
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
え
な
い
が 、
別
に
当
時
の
こ
の
地
方
の
特
殊

な
歴
史
的
条
件
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る 。

鋭
祉
の
在
る
肥
前
松
浦
地
方
は 、
『
鋭
志
倭
人
伝』
に
み
る
末
虚
固
に
比
定
さ

れ
る
土
地
で 、

朝
鮮
と
は
壱
岐 、

対
馬
を
介
し
て一
衣
市
水
の
間
に
あ
り 、

古

来 、
大
陸
交
通
の
一
要
地
で
あ
っ
た 。
鎌
倉
時
代
の
初
期 、
『
明
月
記』
嘉
禄
2

年

（
H
M
M
m
）

叩
月
の
条
に
み
る 、
数
十
般
の
兵
船
を
構
え
て
市
臨
に
わ
た
り
資
財
を
掠

取
し
た
と
い
う

訟
浦
党
は 、
中
世
こ
か
松
浦
地
方一
拾
に
威
を
ふ
る
っ
た
武
士
団

の
呼
称
で
あ
る
こ
と
は 、
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る 。
そ
し
て
『
吾
妻
鋭』
貞

永
元
年
。
白
色
間
9
月
口
日
の
条
に
は 、

他
な
ら
ぬ
こ
の
銃
社
住
人
が
高
麗
に
渡

り 、
夜
討
を
企
て
数
多
の
珍
宝
を
治
取
し
て
帰
朝
し
た
と
い
う

記
事
も
み
え
る 。

そ
う
し
て
み
る
と 、
明
徳
2

年
に
さ
き
だ
っ
南
北
朝
時
代
に
と
く
に
激
し
か
っ
た

M
2

 

倭
冠 、
頻
繁
な
高
臨
か
ら
の
使
節
来
朝
の
附
に 、
鋭
を
ふ
く
め
た
松
問
地
方 、
か 、

侵
定 、
私
貿
易
の

いず
れ
を
と
る
に
し
て
も 、
出
鹿
と
ふ
か
く
交
流
し
て
い
た
こ

と
は
考
え
ら
れ 、

そ
の
間
に
文
物
の
将
来
も
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
想
像
さ
れ

る 。
た
と
え
ば 、
永
和
元
年
（
広吋印〉

他
宗
祐
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
と
い
う

悲
日

寺
は 、
同
じ
く
旧
鈍
村
内
に
あ
る
が 、
そ
こ
に
は
高
麗
顕
宗
7

年
に
当
る
太
平
6

年
20N
3
巨
済
尚
北
寺
へ
の
寄
進
銘
を
も
っ
朝
鮮
鈍一
口
（
童
市町
文
化
財
）

が
伝
存

す
る
し 、
ま
た
鋭
に
隣
接
す
る
半
田
地
区
の
勝
楽
寺
に
は 、
応
安
7
年
。ω
ど〉
日

月 、

沙
弥
妙
賢
の
寄
進
し
た
朝
鮮
錨
が
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う 。

鏡
社
協
柳
観

音
像
の
将
来
と
寄
進
は 、
ま
さ
に
そ
う
し
た
歴
史
的
条
件
の
所
産
と
み
て
よ
く 、

画
幅
の
伝
来
は 、
中
世
北
九
州
の
文
物
将
来
の
一
聞
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て 、

意
義
深
い 。

20 

註

ー 、
必
品川W
「
珍
ら
し
い
粉
飾
李
朝
附
代
の
大
懸
師」
考
古
学
緋刊
誌
第
日
巻
1

号

2 、

青
山
公
苑
『
日
麗
交
渉
史
の
研
究』
明
治
大
学
文
学
部
研
究
報
告 、
東
洋
史
第
3
m

（
州向
被
写
真
は
九
州
大
学
美
学
美
術
史
研
究
室
蔵
版
に
よ
る〉

r『、、

！日

’M 
11 
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F
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H
U
R
L
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p
f
L
オ
寸

f
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月

別

停
薬
師
如
来
・

獅
子
明
菩
薩
立
像
実
測
調
査
概
要

工

唐
招
提
寺
一例
践
の
伝
薬
師
如
米
立
像 、

伝
卵
子
肌
菩
薩
立
像 、

伝
衆
宝
玉
菩
薩

立
像
（
以
下 、

薬
師 、

獅
子
肌 、

衆
宝
玉
と
略
弥）

の
3

躯
は 、

そ
の
共
通
し
た
独
特

な
作
風
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
像
で
あ
る
が 、

と
く
に
こ
れ
ら
が
類
例
の

少
な
い
生
か
な
素
材
と 、

特
色
あ
る
主
感
を
示
し
た
一

木
彫
成
像
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

そ
こ
で 、

こ
の
た
び
前
2

像
の
実
測
調
査
を
試
み
た
の
で 、

そ
の
実
測
結

果
と
検
知
し
た
素
材
性
の
若
干
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

実
側
方
法
は
像
の
正
側
2
聞
に
高
さ
N・
品
ヨ 、

巾同－
m
g 、

厚
さ
5
叩
の
方
形
枠

を
設
定
し 、

そ
の
枠
而
に
あ
ら
か
じ
め
前
後
2

霊
に
張
っ
た
N・
日
吉
方
限
グ
リ
ツ

ト
を
透
視
し
て
像
而
を
把
閉蝕
す
る
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ツ
ト

投
影
図
法
に
よ
っ
た
。

像

の
正
而
の
決
定
は
像
の
正
中
線
を
基
準
に 、

枠
の
正
中
グ
リ
ッ
ト

及
び
別
に
枠
と

保
と
の
山
に
垂
ら
し
た
さ
げ
ふ
り
と
を
同
時
に
見
透
し
て
定
め
た
。

そ
の
結
果 、

第
1
・
2
図
の
よ
う
な
両
像
の
正
側
2
而
の
実
物
大
原
因
を
n
製

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
測
図
の
表
現
は
像
容
の
輪
郭
・

絞
，似
を
実
線
に 、

ま
た

稜
谷
線
で
も
鈍
く
自
然
に
消
え
る
部
分
は
破
線
に 、

亀
裂
線
（
干
訓
れ）

の
主
な

も
の
な
ど
は
や
L

細
い
実
線
で一
示
し 、

さ
ら
に
原
図
で
は
正
而
図
に
木
目
の
主
な

も
の
を
適
宜
朱
線
に
よ
っ
て
図
示
し
た
（
第
1

2
図
の
正
而
図） 0

原
図
に
お
け
る

誤
差
は
断
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も 、

透
視
あ
る
い
は
表
現
上
の
誤
差
を
考
慮
し

て
も 、

グ
リ
ッ
ト

交
点
で
は
1
1
2
削
内 、

そ
の
他
の
点
で
も
2
1
3

酬

内
外
で

店
招
提
寺
所
歳

出陣
薬
師
如
来
・

獅
子
札
苔
際
立
像
山火
測
別
式孔
紙
嬰

美

せ士
::z:;; 

r』

主

研

術

お
さ
え
ら
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
O

〔
第
1

2
図
の
グ
リ
ツ
ト

は
m
m
単
位〕

以
下 、

実
測
図
を
通
じ
て
両
像
の
素
材
の
規
模 、

木
取
り
方
法 、

性
状
に
つ
い

て
附
述
す
る
（
な
お
必
要
に
応
じ
て
衆
笠
主
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る〉 。

一
、

素
材
の
規
模

両
像
は
桧
材
の
芯
去
り
辺
材
を
用
い
た
一

木
彫
成
像

で
あ
る
が 、

い
ず
れ
も
像 、

蓮
肉 、

同
判
部
を
共
に
す
る
総
長
（
総
向〉
N
a・
m
－

M
OM－
m
g 、

巾
（
肘
張）

m
m－
∞
・

2・
N
n臣 、

奥
行
（
迷
肉
前
後
径〉

包・
日
・

ω吋・
0
2

〈
以
上 、

前
者
が
薬
師 、

後
者
が
獅
子
肌）

の
一

一利
か
ら
彫
出
し
て
い
る
。

ま
た
各
像

は
後
述
の
よ
う
に
辺
材
の
木
表
か
ら
木
芯
方
向
に
彫
出
し
て
い
る
の
で 、

素
材
の

奥
行
は
ほ
HA

述
肉
前
後
径
に
相
当
し 、

こ
れ
に
各
々
の
木
芯
距
附
（
0
1
P）

を

加
え
れ
ば 、

原
材
に
お
け
る
半
径
を
復
原
的
に
推
定
で
き
る
（
郊
3
図〉

0

し
た
が

っ
て 、

両
像
の
原
材
は
少
く
と
も
直
佳

E
JH

N
On自

前
後
の
巨
材
で
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お 、

実
測
図
（
第
1
・
2
図）

で
は
蓮
華
座
制
部
の
受
佐
以
下
は
図
示
さ
れ
て

い
な
い
。

図
示
さ
れ
な
い
納
部
は
薬
師
で
は
受
佳
か
ら
さ
ら
に
そ
れ
を
秘
せ
る
箱

座
に
約
お
叩
…目
通
し 、

そ
の
先
端
は
川
形
に
切
り

込
ま
れ
て 、

こ
の
部
分
が
箱
航

内
部
の
仕
切
り

板
に
く
い
込
ん
で
い
る
。

一

方 、

獅
子
肌
の
軸
部
は
受
座
の
中
央

孔
深
さ
印・
ω
口自
で
終
り 、

そ
の
先
端
に
は
納
孔
が
う
が
た
れ
て 、

こ
L
に
逆
に
受

座
下
の
樫
座
か
ら
出
る
納
が
く
い
込
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
も
受
腔
以
下
の
修
補
則

21 
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�隙苅 152.3cm 

衆
宝
王
（
CU
1

3

ご包〉
の
聞
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
木
芯
位
位
の
差
異
は

樹
幹
の
上
下 、

あ
る
い
は
樹
幹
の
民

間
に
よ
る
も
の
か
容
易
に
断
定
で
き

な
い
が 、

後
述
の
年
輪
密
度
（
第
l

表〉

を
考
慮
に
入
れ
る
と
少
く
と
も

衆
宝
王
の
原
材
の
倒
的什
は
比
較
的
尚

い
位
位
の
よ
う
に
般
測
で
き
る
。

支

た 、

こ
の
木
芯
位
位
の
差
異
は
像
の

現
状
に
お
け
る
制
か
な
干
訓
れ
の
万

向
の
迎
い
と
な
っ
て
現
わ

れ
て
い

る
。

た
と
え
ば
衆
宝
王
の
注
肉
上
耐

の
干
訓
れ
方
向
が 、

他
に
比
較
し
て

若
し
く
蓮
肉
中
心
方
向
に
入
り

込
ん

で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
海
必
に
行

け
よ
う
（
第
3
図）
。
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に
お
け
る
処
世
と
み
ら
れ
る
。

二 、

木
取
り

両
像
の
原
材
に
お
け
る
木
取
り
を
断
前
（
巡
肉
上
而）

に
て
脱

式
的
に
凶
ぶ
し
た
の
が
第
3
図
で
あ
る
。

さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
各
像
の
断
而

の
木
取
り
は 、

い
ず
れ
も
像
直
而
を
木
表
方
向
に
向
け
る
。

い
L
か
え
れ
ば
像
は

辺
材
の
本
去
か
ら
本
必
点
向
に
脱
出
し
て
い
る
。

こ
の
助
介 、

原
材
に
お
け
る
木

芯
位
置
は
薬
師
が
松
も
離
れ
（
9
1

3
Nω
2〉 、

次
い
で
獅
子
肌
（
ON
－

－J
5ns） 、

次
に 、

似
の
正
中
綿
と
レホ
必
点
向

と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と 、

薬
師 、

衆
宝
王
で
は
そ
れ
ら
同
州
が
ほ
x
一

致
し

て
い
る
の
に
対
し
て 、

獅
子
札
に
お
い
て
は
正
中
総
が
木
芯
万
向
か
ら
や
L

・花
火川

り
に
外
れ
て
い
る
の
が
注
立
を
ひ
く
。

こ
れ
は
像
の
正
耐
に
別
わ
れ
て
い
る
氷
川

の
位
位
と
も
関
係
し
て 、

薬
師 、

衆
宝
王
に
お
い
て
は
正
小
紋
を
帆
に
ほ
X
対
称

的
な
似
世
に
水
U
が
脱
わ
れ
て
い
る
〈
m
l
凶〉

が 、

獅
子
肌
で
は
主
と
し
て
花

中
山総
の
右
側 、

す
な
わ
ち
左
傾
や
左
胸
な
ど
左
半
身
に
偏
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の



t
i
、
コ
J
1

へ
沼
2 ・刈〉
0

1判例
カ
M
F
j

るf

l

こ
の
よ
う

な
原
材

に
お

け
る
木
取

り

方
法 、
す

な
わ

ち
像
の
正
小
紋

と
本
芯
み

に
よ
っ

て

決
ま
る
も
の

と
考

え

ら
れ
る
が、

す
で
三
木
収

り

変比HY－
お

J

て

十Lfy
」

－
M

』
；
l

i
p
－
；
l－
－
：
l

そ
の
な
味
で

は
薬
師

に
お

け
る
木
U

向
と
の
関
係
や

、
水
け
の
布
局

と
そ
の
効
川ぶ

な
ど
は

、
の

ち
に
ふ
れ
る
素
材
の
年

の
布
川

と
左
右
均
汗

な
抗
感
士氷
山

と
は、

の 配
若！邑ニ｜二 さ
の Ji
7干

て

h＇己 l、
』：t Tニ

も
像 の
｜与と
イみし、
の

え

微 よ
妙 う

な o

tn 2図 伝獅子札菩薩立i象宍iiリII刈 f{(i,";j J75.8cm �際l."i 153. lcm JI要ま
のずよ

る と 而 まい れ 部 り 心わ い 来年半 討い こ る ひ
正史 γ たは も に い iliil1ち る 材 の 次 す る と／じね ー
而if各 は ほ 仁，コ 垂ずはjili"jこ の 木にる （にJJ旬

り

"Ji
で 、 時前 工 心下れ 、 ｛象と:!Ji，取 、 必 第在に 、 細
は ほか後左縦 し も 突 の が1r"（り 同喪主！聞か す 子

、 x 椛均右宇て 煩社IIJ TE縦性 を 像 が巴を 与 なl可L
両 対肱衡丸j ； 、 中凶側か が み の あ 動や る わ に
i象Jかさ を刷、 総 し 心に下l;jめ 若 る ）／. ろJi!: .＼.. 動 ち お
と 的れ（呆的 〉 か か ゆj而 ら し と 而 う と後き上け
も なて つに を も ら 示に れ く 、に 。 のブjや三r る

に 像い よ定il\h正 蓮さ おる 支そ お ｜対に千身木
込E容とi う l伺に 側来れ け 。 配 こ け 係引 �：�に1:1
肉 を

ー

〔 0 あい }'j令る る す し に る でい 1� お似
径 とた側 、 る ずij引l j函，，，な

て

は（象 検 ててけi立

愉
密
度
の
利
組

と
と

も
に、
造
像
過
程
に
お

け
る
作
自
の
立
品
的

な
配
版

と
選
択

い
仲4H口
I，ビ
15rH叶
い
批

1
ん
みf
制pd－ ・同川4h
怖
い楽
師
如
米
・

獅
子
川川
被
U

刈阿
立
像
山火
測
淵
古川
概
必

に
こ
だ
わ
ら

ず
に
肘
・泌
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ど
を
大
き
く
彫
出
し 、
量
感
あ
る
安
定
し
た
構
成
を
と
る
が、
一
方
対
称
で
な
い

側
而
で
は 、
各
部
を
中
心
軸
に
合
わ
せ
て
均
衡
を
保
ち 、
さ
ら
に
各
部
い
ず
れ
も

下
端
の
蓮
肉
径
以
上
に
出
る
こ
と
を
避
け
る
ほ
か 、
両
足
を
連
肉
上
や
と別
寄
り

に
位
置
さ
せ
る
な
ど 、
各
々
の
中
心
軸
の
垂
直
性
に
払
っ
て
い
る
造
形
的
な
配
胞

は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

こ
の
よ
う
に
而
像
の
立
而
的
な
木
取
り
の
基
本
と
し
て
は 、
素
材
の
垂
直
性
に

順
応
し
た
あ
く
ま
で
垂
直
的
な
中
心
線
の
配
慮
と 、
そ
れ
に
相
応
す
る
像
容
の
対

称
性
あ
る
い
は
均
衡
性
が

重
視
さ
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
が、
こ
の
こ
と
は
単

に
像
の
物
理
的
な
重
心
安

定
の
た
め
ば
か
り
か 、
－A

感
あ
る
安
定
し
た
鉢
躯
の

表
現
や 、
上
方
に
伸
び
る

単
純
に
し
て
明
確
な
動
態

表
現
な
ど 、
像
の
造
形
的

な
手
法
に
ま
で
不
可
分
に

支
配
し
て
い
る
も
の
と
い

奈
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｜祈而木取図f;i13図

わ
ね
ば
な
ら
な
い。

三 、
素
材
の
性
状

各
像
の
年
輪
密
度
を
蓮
実

珠
部
分
（
第
3
図）
で
検

知
し
た
の
が
第
1

表
で
あ

る。
像
に
よ
り
部
分
に
よ
っ
て
若
干
の
精
粗
は
あ
る
が、
平
均
し
て
5
1
9
と
い

う
級
密
な
木
型
で
あ
る
ほ
か 、
年
輪
隔
も一
様
で
整
然
と
し
て
お
り 、
い
わ
ば
目

の
通
っ
た
糸
柾
の
性
状
に
近
い
良
質
の
辺
材

が
厳
選
さ
れ
て
い
る。

ま
た 、

、＼｛立li11 a I b I 
盟主〉｜ I I ト－， I I I I ｜平均年輪

名称、！
－

｜年制j1同m

l

1;fml年輪数｜単位cm

l

特m

l

年輪数｜持i{ftcm

l

特ml被度／l
cm

伝議師I 31 f 4 . 6 I 6 . 5 I 32 4 . 4 I 7. 3 I 28 I 4 . 1 I 6 . 8 I 6. 8

獅子肌 I 17 I 3.s I 4.5 I 11 3.1 I 3.5 I 19 I 2.6 I 7.3 I 5.1 

衆宝王 I 47 I 3. 6 I 13 .1 I 幻瓦 I 5.8 I ぬ I 3. 6 I s. 3 I g .1 
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各
素
材
の
い
わ
ゆ
る
樹
脂
抜
き
の

程
度
も
き
わ
め
て
良
好
で、
観
・娯
の
限
り
で

は
樹
脂
の
酸
化
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
褐
変
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ず 、
木
肌
は
現
状
に
お
い
て

も
や
L
赤
み
を
帯
び
た
黄
白
色
を
塁
し 、
い

わ
ば
理
想
的
な
白
太
材
（
辺
材）
の
性
状
を

示
し
て
い
る。
こ
れ
は
た
と
え
ば
同
寺
所
政

年輪表
具
す
る
と

ろ
で

れ
ら
ヵ：
伐
採
後

;t.; 

の
伝
大
自
在五回
薩
立
像
な
ど
と
は
著
し
く
相

い
て
い
か
に
樹
脂
抜
き
が
適
切
で
あ
っ
た
か

第l表
ま
た
L、
ヵ、

入
念
な
紫
材
の
厳
選
が
行
オつ
れ

た
か
を
お
の
ず
か
ら
示
し
て
い
る。

以
上 、
両
像
の
実
測
結
果
と
そ
の
す
ぐ
れ

た
素
材
性
に
つ
い
て
略
述
し
た 。
な
お
こ
れ

ら
と
不
可
分
な
関
係
で
両
像
の
造
形
性
に
つ

い
て
詳
述
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が、
そ
れ
に

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
演
り
た
い。

（
長
谷
川

誠



「
薬
師
寺
中
下
臨
検
断
之
引
付
」
に
つ
い
て

薬
師
寺
中
下
脳
検
断
之
引
付
に
つ
い
て

2５

一
二

歴
史
研
究
室

木
仙
い
ば
楽
師
寺
（
奈
良
巾
）
所
蔵
に
か
か
り
、
大
永
六
年
よ
り
慶
長
卜
一
年
に

至
る
間
の
同
が
巾
ド
鵬
の
評
定
記
録
で
あ
る
。
外
題
に
は
「
中
下
脳
検
断
之
引
付
」

と
あ
る
が
、
検
断
関
係
記
聯
は
天
正
十
四
年
で
終
り
、
以
後
は
寺
内
の
杵
請
そ
の

他
の
評
定
州
付
と
な
っ
て
い
る
。
中
世
末
期
の
検
断
関
係
史
料
と
し
て
は
肢
も
ま

と
ま
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
本
苫
を
利
川
し
た
研
究
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
に
新
発
見
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
紙

数
の
許
す
範
朋
内
で
抄
出
紹
介
し
た
い
。

な
お
そ
れ
に
先
立
っ
て
木
淵
の
体
裁
等
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
Ｏ
縦
”
・
１
，

横
Ⅳ
・
８
叩
紙
数
団
枚
、
袋
綴
（
現
在
明
朝
綴
、
も
と
紙
捻
仮
綴
）
、
汰
地
龍
Ⅱ

文
紙
表
紙
（
後
附
）
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
紙
は
本
紙
の
裏
打
ち
と
共
に

明
治
十
三
年
の
修
理
（
巻
末
に
明
治
十
三
年
修
理
誠
語
あ
り
）
の
際
の
も
の
で
、
塊
在

の
第
一
紙
川
が
原
表
紙
に
当
る
。
料
紙
は
緒
紙
を
用
う
る
が
、
数
次
に
わ
た
っ
て

紙
が
補
充
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
寸
法
・
紙
質
を
や
や
異
に
し
て
い
る
。
又
筆
跡
も

個
所
に
よ
っ
て
異
っ
て
お
り
、
順
次
禅
継
が
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
或
る

期
間
に
わ
た
っ
て
墨
色
蒋
風
が
全
く
一
致
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し
も
そ

の
都
度
片
継
が
れ
た
も
の
で
な
く
、
数
件
宛
ま
と
め
て
評
か
れ
た
場
合
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
ｏ
な
お
前
半
部
の
料
紙
は
寸
法
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
修
理
の
際
縁



胤(常Ｉ
祐泰

中
下
聴
衆
集
会
評
定
臼

去
三
月
冊
三
川
成
刻
、
新
三
郎
七
条
北
口
辺
通
之
処
、
八
郎
次
郎
講
可
令
殺
答
之
（
検
）

由
致
沙
汰
、
一
言
語
道
断
之
次
第
也
、
悪
行
超
干
常
篇
之
条
、
処
重
科
了
、
凡
金

断
聯
、
筒
井
殿
御
異
見
之
旨
、
尚
灸
中
下
脳
衆
井
成
業
等
少
食
加
判
形
、
於
、
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螺
胤
印
秀
長Ｉ実Ｉ
恵懐

ヨダヘ

ｌｊＩｉ
表

宗定I継l冬善Ｉ了Ｎ秋胤乗１，党N夏正I長ｌ春’'１迩
栄懐誰之慶秀之昭範俊之胤秀之下大
季季季季脳永

検六
宗実N紹Ｉ噂i航1熟英Ｎ頼胤□Ｉ晃l典Ｉ断年
忍澄朝弘懐弘経懸維弘弘ｆＩ（之戒ｄフミ

＃＃迩
頼l胤Ｉ尊熟実Ｉ実長頼Ｉ長胤頼Ｉ十
順弘頁宗祐弘照厳懐懐営薬＝

師－
１１

寺
専公Ｉ核英I英い胤長(英Ｉ聖乗Ｎ
胤胤恋胤繁とMＨ擬助英深Ｌ－

興宗Ｉ
専昌

大
永
七
年
釘
卯
月
八
日
夜
、
於
五
条
郷
、
藤
五
ヲ
徳
贋
令
刃
傷
間
、
同
九
Ⅱ

早
朝
仁
、
彼
両
人
之
家
罪
科
単
、

八

同
年
七
月
七
日
中
下
脇
評
定
日
、

昨
Ｈ
七
日
、
五
条
郷
東
在
家
井
ヲ
替
ル
処
仁
、
仕
丁
専
松
ヲ
五
条
座
ノ
専
千
代
殺

害
サ
セ
堆
、
然
間
彼
両
人
住
屋
ヲ
放
火
、
郷
ェ
尋
使
被
付
之
処
仁
、
五
条
唯
一

人
仕
ｒ
ト
ノ
義
之
間
、
球
使
之
事
、
於
惣
地
下
者
、
詫
言
可
申
之
山
雌
渋
と
旨
、

今
以
後
者
、
別
而
堅
問
仁
可
有
取
沙
汰
渚
也
、
然
者
不
依
権
門
不
口
之
顛
、

（
顔
）

限
若
党
凡
下
之
族
、
不
存
偏
□
、
無
僻
怠
之
儀
、
守
徒
法
可
有
成
敗
之
旨
、

誰
一
同
之
評
定
也
、
側
中
下
鵬
衆
群
議
如
斯
、

大
永
六
年
師
卯
月
十
三
日

頼
営
（
花
押
）
訓
突
（
花
押
）
興
変

了
胤
（
花
押
）
経
縦
長
秀

覚
英
（
花
押
）
了
秀
（
花
押
）
懐
尊

澄
実
長
実
醗
胤
（
花
押
）

栄
盛
（
化
押
）
乗
盛
（
花
押
）
突
憲
（
花
押
）

長
雄
（
花
押
）
懐
盛
（
花
押
）
昌
懐
（
花
押
）

成
業
巳
上
加
判
之
事

長
胤
（
花
押
）
尚
朝
（
花
押
）
英
乗
（
花
押
）

経
門
（
花
押
）
覚
重
（
花
押
）
懐
禅
（
花
押
）

長
識
（
花
押
）
突
継
（
花
押
）
覚
葬
（
花
押
）

覚
栄
（
花
押
）
覚
突
（
花
押
）
長
盛

長
懐
（
花
押
）

三不

2６



薬
師
寺
中
下
脳
検
断
之
引
付
に
つ
い
て

2７



１
四
日

天
文
一
二
年
何
十
弐
月
亥
刻
、
七
条
郷
中
於
蓮
池
辺
、
七
条
次
郎
太
郎
、
与

四
郎
ト
ー
諏
者
刃
傷
有
之
山
、
及
風
聞
、
然
処
当
季
一
脳
ヨ
リ
相
尋
ラ
ル
、
処
、
一
向

左
様
之
義
無
之
曲
申
、
イ
ョ
ー
ノ
ー
キ
ウ
メ
イ
ニ
及
処
、
同
十
七
日
於
夜
中
、
七

条
ヲ
ト
ナ
沙
汰
人
、
当
季
一
脳
処
江
来
、
両
人
刃
傷
之
聯
一
定
山
、
注
進
巾
、

（
マ
マ
）

然
処
同
十
八
日
、
罪
果
有
之
、
次
郎
太
郎
者
住
屋
有
之
間
、
即
放
火
有
之
、
与

耶

四
郎
者
住
屋
無
之
間
、
罪
名
計
也
、
然
者
放
火
時
分
次
天
郎
及
死
去
、
諦
使
術

之
、

天
文
三
年
州
十
二
月
十
八
日

宿
院
之
斎
五
郎
、
四
郎
男
ヲ
令
殺
害
間
、
罪
科
之
処
、
徳
川
″
ヲ
以
、
中
下
脇
江

陀
言
申
間
、
免
除
羊
、
価
集
会
評
定
如
件
、

天
文
一
一
年
耗
正
月
廿
、
当
季
衆
等

昨
日
十
五
日
、
於
八
幡
宮
御
廊
辺
集
会
之
剛
、
観
教
房
ヲ
実
順
房
被
刃
傷
猟
、
・
・
一
一
岬

語
道
断
子
細
也
、
佃
同
十
六
Ⅲ
巳
刻
、
於
中
戸
門
辺
催
集
会
、
彼
両
所
罪
科

／
Ｊ
、

過
放
火
ｒ
、

去
廿
六
口
之
夜
、
七
条
与
四
郎
所
ェ
、
僻
倶
之
六
郎
次
郎
入
道
盗
人
一
一
入
間
、

於

生
害
さ
セ
竿
、
然
間
彼
入
道
住
屋
放
火
弁
、
北
御
門
罪
稿
付
羊
、
脚
倶
ヱ
ハ
公
人
ヲ

天
文
四
年
程
六
月
十
六
冊

去
廿
六
口
之
夜
、
七
条
与
川
郎
訴

天
文
四
年
涯
八
月
廿
九
日

（
一
）
口
天
文
九
年
誠
一
一
一
月
十
六
日
夜
、
七
条
郷
四
郎
二
郎
男
、
法
意
卜
云
尼
ヲ
殺
ｒ
、

同
屋
蚊
内
二
庵
室
有
、
何
屋
内
ヲ
ロ
取
、
言
語
道
断
前
代
未
聞
之
儀
也
、
然
間

中
下
脳
ヨ
リ
三
誰
二
披
露
、
同
廿
二
、
、
於
円
城
院
之
堂
二
有
集
会
、
其
評
定

（
マ
マ
）

日
、
定
十
貫
文
外
、
寺
ヨ
リ
五
肯
〈
文
可
有
可
増
旨
評
定
、
同
有
同
類
由
間
、
鰯

奈
良
圃
立
文
化
財
研
究
所
年
縦

（
マ
マ
）

川
恥
ニ
モ
定
十
賞
文
外
、
五
賀
文
可
有
可
増
旨
一
結
了
、

（
一
）
口
天
文
八
年
麺
冬
比
、
今
在
家
、
七
条
、
九
条
ニ
ッ
メ
殺
沙
汰
，
卿
風
聞
之
間
、
価

（
マ
マ
）

彼
人
恥
溺
出
ハ
、
実
否
孔
明
以
後
、
定
十
貫
外
、
五
貫
文
寺
ヨ
リ
可
有
可
増
］
臼
、

岡
川
於
円
城
院
鴬
一
一
テ
ー
結
了
、

（
一
）
口
七
条
去
後
家
所
ノ
屋
尻
切
処
仁
見
〈
口
名
乗
懸
早
、
然
処
世
間
以
外
沙
汰
之
間
、

（
マ
マ
）

地
下
へ
被
相
尋
処
、
分
明
仁
注
進
雌
不
申
、
即
琳
遂
堆
肥
之
間
、
罪
科
学
、

天
文
八
年
月
日

（
一
）
口
去
九
月
十
一
、
、
八
識
饗
膳
不
足
之
処
、
堂
方
末
之
衆
膳
ヲ
不
居
間
、
堂
方
悉

之
立
破
羊
、
言
語
道
断
曲
事
、
前
代
未
聞
之
儀
也
、
然
処
少
学
頭
番
下
脳
及
申

五
人

伽
脈
仁
条
、
所
溌
両
倶
越
度
之
旨
、
同
九
Ⅱ
刈
什
一
日
、
少
学
頭
堂
方
番
下
鵬
罪
科

了
、
乞
戒
之
役
者
無
之
間
、
法
事
毛
延
行
在
之
、
然
に
少
学
誠
懇
望
之
間
、
同

有

廿
七
ｎ
Ｍ
免
除
了
、
堂
方
番
下
脇
之
事
、
雌
種
灸
佑
言
、
少
学
頭
与
堂
方
可
有
階

（
級
）汲
』
胴
評
定
間
、
同
晦
日
免
除
了
、
同
堂
司
番
下
公
文
之
許
へ
礼
一
一
出
了
、

（
以
上
第
十
三
紙
表
ま
で
、
以
下
省
略
）

／ー、

111

巾

稔
Ｌ－ノ

2８



平
安
末
期
の

建
物
に
み
ら
れ
る
頭
貫
の
手
法

平
安
末
期
の
辿
物
に
み
ら
れ
る
刈
れ
の
手
法

造

研

｛歪

物

究

折11Jf.iPJ.I寺本法

附
和
必
年
度
建
造
物
研
究
室
が
行
っ
た
訓
売
の
う
ち
か
ら 、

一平
安
末
則
の
辿
物
に
み
ら
れ
る
羽
目
の

判
殊
な
手
法
に
つ
い
て
報
告
す
る。

却
一
は
此w
m
附仙
寺
本
主
で
あ
る
（
m
l

M
Y

こ
の
木
立
は
流
記
に
よ
っ
て
説
示
2

年
（
ご
0
3

の
造

立
と
さ
れ
る 。

町
屋
9
川
x
l
山
の
う
ち 、

小
切
の
安
置
さ
れ
て
い
る
刀
1
川
だ
け
は
三
斗
組
を
組
み

天
井
を
高
く
造
る
が 、

左
右
の
低
天
井
部
分
や
母
屋
川
問
の
庇
は
J

川
肘
木
と
し
て
い
る
か
ら 、

引山
立
は

万
1
川
部
分
に
し
か
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
．M
n
の
う
ち 、

桁
行
の
も
の
は
完
全
な
一

木
で
あ
る
が 、

法

行
は
伴
さ
わ
ず
か
に
3

叩
れ
の
部
阪
を
2
枚
立
て
な
ら
ベ

、

あ
た
か
も
一

木
の
一肌
れ
の
よ
う
に
み
せ
か

け
て
い
る
だ
け
で
あ
る。
一

部
破
損
問
所
か
ら
う
か
が
う
と 、

桁
行
M
n
は
位
内
部
に
相
当
は
い
っ
て

い
る
が 、

繁
行
の
板
は
柱
に
つ
き
つ
け
に
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
第
2
凶） 。

第
二
の
資
料
は
館
林
寺
太
子
立
で
あ
る。

こ
の
立
は
天
永
3
年
（
E
N）
の
辿
立
と
さ
れ
る
（
正
中
年

間
の
地
HH）
。

い
わ
ゆ
る
1
川
4
而
立
で 、

組
物
は
母
屋
・

此
と
も
大
ヰ
川
木
に
な
っ
て
い
る。

し
た

が
っ
て
m
n
は
ほ
尾
・

庇
双
方
に
阿
る
わ
け
で
あ
る
が 、

注
目
す
べ
き
は
吋
尾
の
も
の
で
あ
っ
て 、

こ

こ
で
は
到
口
は
れ
上
で
交
叉
し 、

μ
を
川
し
て
い
る
〈
第
3
凶）。

従
来
の
見
解
に
し
た
が
え
ば 、

平
安
時
代
末
則
ま
で
の
建
築
で
は 、

閉
口
は
柱
の
内
部
に
お
い
て
止

め
ら
れ 、

し
か
も
重
要
な
桃
造
材
で
あ
る
た
め
省
略
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら 、

こ
の

二
つ
の
手
法
は
山内
例
と
い
う
べ
き
で
あ
る。

も
っ
と
も
二
件
は
同
じ
み
向
を
指
向
し
て
は
い
な
い
。

的
林
寺
の
場
合 、

あ
き
ら
か
に
中
世
へ
と
つ
な
が
る
手
法
で
あ
る
（
た
だ
し 、

以
此
の
内刊
を
ぶ
つ
切
り
に

し
て
お
く
こ
と
は
中
国
に
あ
る
け
れ
ど
も 、

H
本
に
お
い
て
は
存
夜
し
な
い
か
ら 、

こ
れ
が
中
世
に
お
け
る
繰
形
付

29 

tnll可l



ん公
民
的
立
文
化
財
研
究
所
年
報

i�Hftlr,4帝王仕立liJU't

羽
目
に
述
統
す
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
が） 。
こ
れ
に
対
し
浄
耶
明
寺
の

場
合
は 、
日λ
せ
か
け
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら 、
あ
き
ら
か
に
省

略
で
あ
っ
て 、
進
歩
へ
の
方
向
を

示
す
も
の
で
は
な
い 。
し
か
し
な

が
ら
こ
れ
も 、
内
陣
机
上
の一
山
n

．
組
物
を
内
外
で
ま
っ
た
く
別
に

造
る
法
科
守
阿
弥
陀
堂
の
場
介
と

地
向
が
同
じ
で
あ
る
の
で 、

第21;:(J

こ
・れ

的材、寺太子当tliJU'J

ま
た
勝
原
末
鎌
合
初
め
に
お
け
る

ひ
と
つ
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い 。

要
す
る
に
こ
の
二
例
は 、
古
代

末
か
ら
中
世
に
移
行
す
る
時
期
の

内
的
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る 。

そ
れ
が
こ
れ
ら
見
え
隠
れ
部
分
に

変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
い
つ

で
あ
る
の
か 。
両
註
の
建
立
年
代

を
も
ふ
く
め
て 、
科
検
討
が
必
嬰

に
な
っ
て
く
る 。

第3［刻

（
伊
藤
延
男〉

口

絵
・
木

30 
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和
　
歌
　
山
　
県
　
民
　
家
　
調
　
査
　
概
　
要

　
昭
和
4
2
年
度
に
和
歌
山
県
下
で
民
家
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
消
去
は
岡
庫
補

助
を
う
け
て
、
各
府
県
が
実
施
し
て
い
る
民
家
緊
急
調
査
の
一
環
を
な
す
も
の
で

あ
っ
て
、
伊
藤
建
造
物
研
究
室
長
が
主
任
消
査
員
に
、
沢
村
、
細
見
、
宮
沢
、
伊

東
、
村
上
の
５
名
が
調
査
‥
貝
に
委
嘱
さ
れ
た
。

　
調
査
は
１
次
か
ら
３
次
に
わ
た
る
３
段
階
に
わ
け
て
行
な
っ
た
。
１
次
調
査
は

市
町
村
か
ら
古
民
家
の
リ
ス
ト
の
提
出
を
も
と
め
、
２
次
訓
告
は
県
当
局
、
市
町

村
の
案
内
に
よ
っ
て
、
調
査
‥
は
が
現
地
に
お
も
む
き
、
平
而
図
、
断
面
図
な
ど
の

図
面
、
調
査
表
の
作
成
、
写
真
搬
影
を
お
こ
な
い
資
料
を
つ
く
っ
た
（
約
8
0
棟
）
。

さ
ら
に
重
。
要
な
民
家
に
つ
い
て
は
３
次
調
査
を
行
な
い
、
建
物
の
配
殴
図
、
構
造

図
を
く
わ
え
、
や
や
詳
し
い
資
料
を
つ
く
っ
た
（
1
8
棟
）
。
こ
れ
ら
の
う
ち
重
要

な
民
家
は
わ
れ
わ
れ
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
記
録
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
な
ん
ら

か
の
方
法
に
よ
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
、
民
家
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
う

え
で
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
全
県
下
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
民
家
は
、
農
家
、
町
家
、
漁
家
が
あ
り
、
階
層
的

に
は
上
層
の
大
庄
屋
ク
ラ
ス
か
ら
下
位
の
も
の
ま
で
ふ
く
ま
れ
る
が
、
一
世
紀
以

上
の
風
雨
に
た
え
て
い
る
の
は
概
し
て
中
上
層
の
も
の
に
多
い
。
今
回
調
査
し
た

民
家
の
う
ち
古
い
も
の
で
同
呂
年
代
前
後
で
あ
り
、
棟
札
を
も
つ
最
古
の
辿
構
は

宝
永
３
年
、
岩
出
町
の
増
田
浦
氏
宅
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
下
津
町
の
谷

　
　
　
　
　
和
歌
山
県
民
家
訓
査
概
要

建
　
造
　
物
　
研
　
究
　
室

山
寅
吉
氏
宅
の
寛
延
２
年
、
橋
本
市
池
永
見
氏
宅
の
宝
暦
２
年
（
瓦
銘
）
、
岩
出
町

桃
井
直
明
氏
宅
の
宝
暦
４
年
な
ど
が
あ
り
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
多
数
の
棟
札
、

祈
祷
札
を
発
見
し
た
。
な
お
、
御
坊
市
の
久
保
田
武
一
郎
氏
宅
は
文
化
５
年
の

　
「
家
普
譜
諸
入
川
覚
」
を
残

し
て
お
り
、
貴
屯
な
資
料
と

な
っ
た
。

　
民
家
形
式
の
地
域
的
分
布

は
、
紀
ノ
川
、
有
田
川
、
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫

高
川
な
ど
、
河
川
の
流
域
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

と
に
ひ
と
つ
ず
つ
の
ブ
ル
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

プ
を
つ
く
っ
て
い
る
。
北
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

紀
ノ
川
流
域
は
先
進
地
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩

る
大
阪
や
奈
良
に
接
し
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

る
だ
け
あ
っ
て
、
応
召
年
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

後
に
は
上
層
農
民
を
中
心
と

し
て
、
立
派
な
家
が
た
て
ら

れ
て
い
る
。
有
田
地
方
は
紀

ノ
川
流
域
に
準
ず
る
が
、
川
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18　中津村　小!,り11胸古家　　19　下津町　谷山寅古家　寛延2　　20　橋木111　池永見家　宝暦２

里付礼一家　寛政･1　　22　海南.1.-　柳川和一郎家　　23　川辺市　西崎山蔵家　｀

　　　　　　　　　　　　　　　　第２図　和歌山県民家とその類型

21　和歌山市
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高
以
南
に
な
る
と
1
8
世
紀
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
古
民
家
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
ま

た
小
規
模
な
家
が
多
い
。

　
さ
て
、
農
家
は
古
く
は
草
ぶ
き
の
入
母
屋
造
が
多
か
っ
た
が
、
紀
ノ
川
流
域
で

は
古
く
か
ら
瓦
ぶ
き
が
多
く
、
全
国
的
に
み
て
も
、
農
村
と
し
て
は
瓦
ぶ
き
民
家

が
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
瓦
ぶ
き
の
場
合
、
屋
根
構
造
を
和
小
屋
と
す
る
。

一
方
草
ぶ
き
の
場
合
は
、
合
掌
（
サ
ス
）
と
す
る
の
が
全
国
的
に
広
く
み
ら
れ
る

一
般
的
な
形
式
で
あ
る
が
、
和
歌
山
県
で
は
棟
吏
を
た
て
、
棟
木
を
う
け
、
棟
木

に
タ
ル
キ
を
か
け
る
、
い
わ
ゆ
る
タ
ル
キ
構
造
が
分
布
し
て
卜
る
。
こ
の
タ
ル
キ

構
造
は
近
畿
地
方
周
辺
部
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
比
較
的
せ
ま
い
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
限
ら
れ
て
い
る
。
間
取
は
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
の
こ
と
と
し
て
、
構
造
と
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
に
関
連
し
て
い
る
。
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
り
、
棟
通
り
に
そ
っ
て
間
仕
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
を
つ
く
り
、
部
屋
を
前
後
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
る
形
式
が
、
基
木
で
あ
り
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
屋
数
が
少
い
も
の
は
前
後
に
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
室
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
　
　
２
。
３
の
実
例
に
つ
い
て
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
Ａ
　
増
田
鍾
氏
宅
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
類
型
（
第
２
図
１
～
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
家
は
（
第
２
図
）
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
勤
め
た
家
柄
で
宝
永
３
年
の

和
歌
山
県
民
家
胴
査
概
要

陳
札
を
も
ち
、
規
模
が
大
き
く
瓦
葺
。
問
取
は
主
屋
と
別
棟
の
２
室
の
座
蚊
を
玄

関
と
中
庭
を
あ
い
だ
に
は
さ
ん
で
つ
な
い
だ
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
主
屋
は
大
き

な
土
間
に
接
し
て
部
屋
が
あ
り
、
表
の
部
屋
は
１
室
で
大
き
く
、
裏
側
は
台
所
、

寝
室
な
ど
を
と
っ
て
お
り
、
台
所
が
土
問
に
張
出
し
て
い
る
。
部
屋
境
に
は
原
則

と
し
て
柱
を
一
間
ご
と
に
た
て
、
古
式
を
示
し
て
い
る
。

　
大
庄
屋
ク
ラ
ス
の
家
は
別
棟
座
敷
を
設
け
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
岩
出
町

の
桃
井
直
明
氏
宅
（
宝
暦
４
年
）
は
別
棟
座
敷
を
増
築
し
て
お
り
、
野
上
町
の
柳

瀬
良
幹
氏
宅
も
同
様
で
あ
る
。
那
賀
町
の
妹
背
武
雄
氏
宅
（
享
保
３
年
）
、
和
歌
山

市
の
旧
中
筋
家
（
嘉
永
年
間
）
は
主
屋
の
裂
に
別
棟
座
敷
を
設
げ
て
い
る
。
主
屋
の

間
取
で
は
増
田
氏
宅
は
表
は
１
室
で
あ
る
が
、
妹
背
氏
宅
以
下
で
は
２
室
に
な
り

部
屋
数
を
増
し
て
い
る
。

　
Ｂ
　
岸
家
秋
男
氏
宅
と
そ
の
類
型
（
第
２
図
6
1
―
1
2
）

　
岸
家
氏
宅
は
（
第
３
図
）
や
ｘ
規
根
が
大
き
く
、
土
問
に
大
き
く
張
り
だ
し
た
台

所
を
も
つ
３
間
取
に
２
室
の
座
敷
が
加
わ
り
、
あ
わ
せ
て
５
室
と
な
っ
て
い
る
。

規
模
の
小
さ
い
家
は
３
室
の
み
か
、
あ
る
い
は
前
㈲
の
部
屋
が
２
分
し
て
４
室
と

な
る
。
部
屋
の
前
面
に
幅
の
広
い
縁
を
設
け
る
か
、
あ
る
い
は
土
庇
を
設
け
て
い

る
。
台
所
が
土
間
に
張
出
し
て
い
る
こ
と
、
土
庇
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
は
紀
ノ

川
流
域
の
特
色
で
、
こ
れ
は
紀
南
に
行
く
の
に
し
た
が
っ
て
目
だ
た
な
く
な
る
。

　
Ｃ
　
谷
村
ま
つ
氏
宅
と
有
田
以
南
の
農
家
（
第
２
図
1
3
1
-
1
8
）

　
前
而
に
大
き
な
部
屋
を
と
り
、
後
部
に
２
つ
の
小
部
屋
を
と
っ
た
３
間
取
で
あ

る
。
こ
の
家
は
1
8
世
紀
中
ご
ろ
の
建
立
と
推
定
さ
れ
る
が
、
新
し
く
な
る
と
前
の

33
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谷山家Uﾐ宅下津町第４図

大
き
な
部
屋
は
分
割
さ
れ
て
２

室
と
な
る
。
金
屋
町
鈴
木
家

（
天
明
５
年
）
　
御
坊
市
久
保
川

家
（
文
化
５
年
）
　
は
そ
の
例
で

あ
る
。
一
方
、
紀
南
地
方
で
は

中
津
村
小
早
川
家
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
前
後
２
室
か
ら
な
る
幕

末
期
の
小
規
模
な
家
も
比
較
的

多
く
残
存
し
て
お
り
、
こ
こ
で

は
土
間
と
室
境
に
建
具
を
設
け

ず
、
開
放
と
し
て
い
る
。
紀
北

と
く
ら
べ
発
展
に
大
き
な
遅
れ

が
み
ら
れ
る
。

　
Ｄ
　
柳
川
和
一
郎
氏
宅
と
町
家
（
第
２
図
2
0
？
９
９
一
）

　
道
路
に
而
し
て
た
つ
町
家
。
町
家
は
間
口
の
広
さ
を
制
限
さ
れ
る
場
合
が
多
く

し
た
が
っ
て
間
取
り
は
奥
行
に
長
く
な
る
。
こ
の
家
は
主
屋
を
４
間
取
と
し
、
奥

に
座
敷
を
つ
く
っ
て
お
り
、
町
屋
の
特
色
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
町
家
で
も
、
敷

地
が
広
い
場
合
、
そ
の
間
取
は
農
家
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
。
橋
本
市
の
池
永
氏

宅
な
ど
そ
の
例
で
あ
る
。

Ｅ
　
谷
山
寅
吉
氏
宅
と
漁
家
（
第
２
図
1
9
・
2
3
）

下
津
町
塩
津
の
漁
家
。
漁
家
も
そ
の
立
地
条
件
か
ら
敷
地
の
制
限
を
強
く
受
け

る
こ
と
は
町
家
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
労
働
の
関
係
か
ら
土
間
の
せ
ま
い
こ
と
が

特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　
け
記

　
今
回
調
介
し
た
民
家
の
う
ち
、
川
川
、
妹
背
、
鈴
木
、
谷
山
、
柳
川
の
各
家
僕
宅
が
、
昭

和
4
3
年
Ｈ
川
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
　
沢
　
智
　
士
）

二彩粕軒丸瓦（本文37頁参照）平城宮第43次調査出土

34



刀℃

保

寺

調

査

概

要

日 一

2
ド
6
j
4
け
か
ら
6
H
に
か
け
て、
氷川同
年
の
地
形
尖
測
調
夜
を
行
つ

叫
いτ4
A1
／t

1J
1
1
1

刊
月
に
建
祭
班
が
訓
抗
し
た
際 、

間北
H

立
仏
州
UU
災

た 。

そ
の
結
果
の
概
略
と、

で
発
比
し
た
品
川
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い 。

1 

K11恥
二－r
主、

－
VJ
piv
Z一

’v

「
一山
V’

巾
斐
の
屯
山
山町
を
川

鎌
倉
時
代
末
に
夢
窓
閏
削
が
山川
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る 。

に
よ
る
と、

国
仰
は
正
和
2
年
〈

一戸ω
一戸ω
〉

窓
同
師
年
訓」

て 、
，

丸
山
のいい火
瀬
山
に
至
り 、

そ
の
地
が
山
水
品
物｝
火山川
凶
阿
の

智c

初出
で
甚

だ
誌
に
迎
い 、

耐
を
述
て
恥
し
て
古
郊
と
い
い 、

の
ち
此
郊
に
改
め
た c

食
前
の
凶
池
も
川
附
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
山

「
仏
総
禅
師一品川
録」

的
矧
の
部
に
よ
る
と、

翌
3
年
閥抗日
附
を
辿
て
た
が 、

わ
れ
る 。

「
虎
郊
山
居
偶
作」

し
て

・
鋭
刷
新品
川

j
池
水
市
ぷ
削
昨
倒日 J
ww ，
入

社以
心一

と
H比
え
る 。2 

れん寸
城
の
現
況
は 、

都
2
図
に
示
し
た 。

叫し
は仇
の
前
に
は
池
（
臥掛川
池〉
が
あ
り 、

無
際
柿
が
深
け
ら
れ
て
い
る 。

そ
の

1
1
に
小
池
が
あ
る 。

こ
の
小
池
と
追
を
へ
だ
て
た
凶
側
に
律一
地
が
あ
り 、

池一
跡

ιrk
え
ら
れ
る 。

氷
保
寺
所
放
の
古
図
が
二
釧
あ
り 、
一
つ
は
平
和
3
年
20
3

氷
保
守
別
査
板
前古

と
!!ii 

建

造

物

旧 ．
区f引
及川

A
アNuu
p
su

一内

山円之
が

文
川ザ
」』
41

戊戊
体
節

十
二
日
修
造

了
小
焔
共ニ

4
ド
L
i
民
主

E
h
v
l
H

，J．，E，‘，Lu
d

，
h、
urh、h
J

」nH
川
円
ノ
ム

大
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民
八

－

M、
、
トι
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－
プ
j
r
h

ニ
ケ
処
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六
人

文
明
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ハ
AH
凶
刊

誌
之

為
後
代
也

伯i
小
限広
間
企

進
行
別ュ
和
之

5
4
2
kt
者喝
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E1
ツ
u
引H
94A

可
在
者
也

究
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阪
本
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処

利
ゆ
必
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ケ
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エ
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ノ，｝d�� .'dt見；"j-•第 l l刈

35 



永保ミキl必凶1由形尖ill.II lヨ

の
銘
が

あ
り 、

他
は
年
代
不
明
で
は

あ
る
が 、

前
者
と
ほ
X
同
じ
頃
の
も
の
と
忠

わ
れ
る。

－V宇
和
3
年
銘
に
は
池
が
3
ケ
所
拙
か
れ
て
い
る。

後
者
に
は
2
ケ
所
示

さ
れ
て
い
る
が 、
一
つ
の
池
は
臥
竜
池
と
南
東
の
小
池
が
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
形

に
拙
か
れ
て
い
る。

調
査
の
際
た
ま
た
ま
池
底
掃
除
を
行
っ
て
い
た 。
池
底
は 、

岸
近
く
は
パ
ラ
ス

敷
き
で

あ
る
が 、

池
の
中
心
部
は
泥
が
深
く
底
に
達
せ
ず
に
終
っ
た
と
聞
く 。
い

ま
閉
山
堂
の
西
側
を
ま
わ
っ
て
土
岐
川
に
流
れ
入
る
川
が

あ
り
底
は
岩
盤
で

あ

る。

も
と
は
こ
の
川
が
直
進
し 、

先立回
岩
の
下
で
削
を
な
し
て
い
た
も
の
で

あ
ろ

う
か 。門

は
現
在
東
に
一
門
の
み
で

あ
る
が 、

前
述
の
古
図
は 、

両
者
と
も
南
と
束
に

門
を
拾
い
て
い
る。

池
の
南 、

土
岐
川
に
近
い
と
こ
ろ
に
表
門
跡
と
称
す
る
も
の

が
残
っ
て
お
り 、

本
来
は
南
か
ら
入
っ
た
の
で

あ
ろ
う 。
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第2図

第
1
図
に
示
し
た
写
真
が
観
音
堂
仏
壇
枢
哀
の
盤
惑
で

あ
る。

こ
れ
に
よ
る
と 、

文
明
日
年
に
無
際
橋
が
か
な
り
大
規
模
に
再
興
さ
れ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る。
し
か
し
無
際
橋
が
亭
橋
で

あ
る
か
否
か
は
不
明
で

あ
る。

前
述
古
図
に
は
と
も
に
橋
が
拙
か
れ
て
お
り 、

亭
和
3
年
銘
の
は
擬
宝
珠
勾
欄

付
反
橋
で

あ
る
が 、

他
の
一
釧
に
は
勾
欄
が
な
い 。

そ
し
て
ど
ち
ら
に
も
屋
形
は

拙
か
れ
て
い
な
い 。

「
小
橋
二
ケ
処」
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
が 、

現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
楠
が
架
か
っ
て
お
り 、

る
。

あ
る観い 背
は掌
こ 0)

司正り東
Tl可 十こ

川 身あ
'j,＇｛＿ ヵ、 る
ーと小
平思1�1;
） オっ 十こ

れ



奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

要

項

一
、

調
査
研
究
概
況

総
合
研
究

1

平
成
宮
跡
発
抑
制
査

＋4

年
度
は
伯仲
的判
次
l
州知
必
次
の
7

回
に
わ
た
っ
て
調
査
を

お
こ
な
っ
た。

第
初
次
調
査

第
二
次
内
部到
来
方
に
あ
た
り、
第
幻－
mぬ
次
淵
査
で
検
出

し
た
均
約
廿松
田
辺
物
を
中
心
と
す
る
逃
桃
貯
の
南
半
分
を
訓

読
し
た。
こ
の
附
近
は、
東
南
方
に
く
だ
る
旧
地
形
上
に
前

後
2

回
の
ほ閉山
土
捻
地
が
さ
れ
た。
下
回
の
泣
椛
は、
旧制
立
位

の
建
物
3
棟
と
柵
1
条
で
あ
る。
発
似
区
中
火
に
南
北
の
椛

通
り
を
そ
ろ
え
た
東
西
棟
建
物
2
似、
そ
の
東
側
に
納
長
い

南
北
線
住
物、
西
側
に
南
北
方
向
の
柵
が
作
ら
れ
た・
上
川

の
逃
椛
と
し
て
均
税
法
的
建
物
4
似、
門
2
似、
井
戸
在
検

山
し
た・
こ
れ
は
す
で
に
北
で
調
査
し
た
泣
椛
計
の一
部
で

あ
り、
こ
の
逃
桃
併
の

令誌
は、
第
1
闘
に一
示
す
よ
う
に

四
而
を
築
地
で
閉
ま
れ
た一
刻
を
な
す
5
1）
。
こ
の一
郭

は
南
北
H旧日
自、

東
凶
似
ヨ
で、

正
方
形
を
二
分
し
た
形
で

あ
る．
こ
れ
は
さ
ら
に
北
よ
り
3
分
の
l
ほ
ど
で
築
地
に
よ

り
南
部
分
と
北
部
分
に
区
分
さ
れ
る＠
南
部
分
で
は
雨
族
仲間

や
庭・
建
物
の
誌
臨
ま
わ
り
に
坊
や
玉
石
を
多
く
用
い
て
い

る。
南
而
築
地
の
中
央
に
は
正
門
に
当
る
八
脚
門・
凶
而
築

地
に
は
凶
門
が
聞
い
て
い
る。
正
門
を
は
い
る
と
脈
2
m
の

舗
装
さ
れ
た
3

条
の
歩
道
が
北
に
の
び、
そ
の
北
端
に
法
制

建
物
が
あ
る。
こ
の
建
物
を
中
心
と
し
て
5
糠
の
恭
的
建
物

A 

奈
良
国
立
文
化
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研
究
所
要
項

と
井
戸
が
配
さ
れ
て
い
る。
北
部
分
に
は
東
問
築
地
に
聞
い

て
い
る
門
と
南
部
分
に
通
ず
る
門
が
あ
る。
こ
の
内
側
は
旧制

立
絞
の
建
物
で
占
め
ら
れ、
南
部
分
の
建
物
が
存
続
す
る
間

に
少
な
く
と
も
3
回
の
辿
て
か
え
が
あ
る・
建
物
内
に
は
掘

立
柱
に
よ
る
棚
状
の
内
部
施
設
を
も
つ
も
の
が
多
い。
こ
れ

ら
の
建
物
が
廃
絶
し
削
平
さ
れ
た
後
の
池
桃
と
し
て、
小
さ

な
旧制
立
位
の
建
物
2
鯨
と
東
縁
で
南
北
築
地
を
検
出
し
た。

出
土
し
た
軒
瓦
で
は
2
a

g
g
型
式
が
多
い。
切
に
は

正
方
形・
長
方
形
の
二
析
が
あ
り、
「
公
布」
「
私
事」
の

箆
術
文
字
の
あ
る
も
の
や
少
数
の
施
制
し
た
も
の
が
あ
る。

か
え
ら
れ
て
い
た。
こ
れ
ら
の
泣
椛
の
年
代
は、
木
簡
に
よ

り一
部
判
明
し
た＠
こ
の
附
近
の
旧
地
形
は
市
に
く
だ
る
浅

い
谷
で、
奈・
艮
時
代
当
初
に
全
而
段
土
整
地
し
て
い
る。
こ

の
上
に
築
地
回
廊
2
2）
が
L
・午
状
に
作
ら
れ
た。
築
地
四

時仰
の
東
9
m
に
一附
2
m
の
南
北
併
が
抑
ら
れ
た。
こ
こ
に
築

地
回
廊
入
隅
か
ら
L
字
状
に
パ
ラ
ス
を
つ
め
た
陥
、広
が
流
れ

こ
む。
虫
色
元
年
よ
り
く
だ
る
附
則
に、
さ
ら
に
南
を
凶
む

L
字
状
の
附
が
築
地
回
廊
の
東
北
附
に
と
り
つ
け
ら
れ
た。

柵
は
後
に
築
地
に
作
り
か
え
ら
れ
て
い
る。
さ
き
の
南
北
部

は
仰一
め
ら
れ、
築
地
四
郎
の
東
鈎
m
に
代
り
の
南
北
川仰
が
旧制

ら
れ
た。
築
地
回
廊
入
附
か
ら
L
学
状
に
木
樋
陥
渠
が
柵
ま

で
設
け
ら
れ
た。
東
方
の
第
二
次
捌
堂
院
方
而
か
ら
2

条
の

胤怖
が
南
北
桃
に
流
れ
こ
む。
遅
れ
て
京
市
築
地
回
廊
の
東
側Wl図
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柱
通
り
に、
銅
立
柱
列
が
建
て
ら
れ
た・
こ
の
柱
列
は
側
柱

位
世
の
中
間
に
各
々
辿
て
ら
れ、
側
の
と
り
っ
き
か
ら
北
に

絞
く。
の
ち
こ
の
抑
立
住
列
は
こ
わ
さ
れ
て、
神
砕い川
実
3

年
ま
で
に
京
に
の
び
る
木
樋
陥
渠
が
2
皮
に
わ
た
り
作
り
直

さ
れ
た．
平
安
時
代
に
な
る
と
築
地
問
廊
と
築
地
は
削
ギ
さ

れ、
南
北
郎
と
そ
れ
に
流
れ
こ
む
細
い
純
だ
け
が
伐
る・
の

ち
に
南
北
併
は
さ
ら
に
酉
寄
り
に
つ
け
か
え
ら
れ
た．

各
時
期
の
抑仰
や
土
拡
か
ら
木
怖
が
出
土
し
た・
軒
瓦
で
は

当
初
の
築
地
回
廊
に
8
8・
g
E
ー
の
型
式
と由回
路
｜
〉
型

式
が
用
い
ら
れ、
隔
を
凶
む
柵
の
抜
き
あ
と
に
は
藤
原
宮
式

の
瓦
が
叩
き
こ
ま
れ
て
い
た．

祭
地
回
廊
と
そ
の
上
の
倒
立
柱
列
の
北
端
は、
第
7
次
訓

査
で
検
出
し
門
と
考
え
た
ω
∞M
g
に
あ
た
る
と
み
ら
れ、

そ
こ
で
の
ω
∞N
S
と
石
敷
併
と
そ
の
延
長
の
木
樋
陥
一応
の

関
係
は、

築
地
回
廊
に
よ
る
区
別
の
東
北
隅
で
あ
る
こ
と
を

一
亦
し
て
い
る
（
花
3v
．

第
ね
次
調
査

悶
道
初
号
線
パ
イ
パ
久
予
定
地
内
の
訓
査
で、
東
川啄
山
部

分
間
門
の
北
方
に
あ
た
る・
こ
こ
は
当
初
建
設
省
が
政
用
を

負
担
し、
奈
良
川川
教
育
委
員
会
が
制
査
を
実
施
し、
途
中
か

ら、
当
研
究
所
が
ひ
き
つ
い
だ。

発
協
区
東
半
分
は
丘
陵
の

四
斜
而
で一
段
向
く、
制
立
柱
の
怖
と
建
物
が
何
度
も
建
て

か
え
ら
れ
て
い
る。
回
以十
分
に
は
時
期
の
兵
る
相仰
が
爪
復
し

て
い
る・
東
半
分
で
は、
当
初
回
縁
に
途
中
で
く
い
ち
が
う

2
Am
の
南
北
柵
と
こ
れ
に
と
り
つ
く
2
条
の
東
凶
岡山、
こ
の

間
の
川
と
北
に
南
北
陳
述
物
各
1
械
が
作
ら
れ
た．
間
の
ゆ比

物
は
後
に
3
丘公
の
東
西
岡
に
作
り
変
え
ら
れ
た・
つ
い
で
南

北
問
が
東
寄
り
に
移
さ
れ、
そ
の
南
に
東
西
櫛
が
作
ら
れ

た。
こ
の
後
南
北
附
は
凶
絃
の
築
地
に
変
り、
こ
の
東
に
は

東
西
側
と
南
北
棟
建
物
が
作
ら
れ
た。
西
半
分
で
は、
当
初

来
絃
に
南
北
制、
小
山火
に
斜
行
す
る
抑仰
が
似
ら
れ、
こ
こ
に

細
い
玉
石
放
の
併
が
西
か
ら
絞
れ
こ
む。
つ
い
で
削刊
行
す
る

滞
は
発
侃
区
西
紘
外
の
南
北
川仰
に
仕
直
さ
れ
た・
こ
の
南
北

市川
は、
の
ち
に
ま
石
で
設
伴
さ
れ、
橋
が
設
け
ら
れ
た。
こ

の
時
期
に
築
地
の
東
側

の
玉
石
敷
叫仰
が
西
折
し

て
合
流
し
て
い
る．
合

流
点
に
は
木
樋
附
一以
に

は
さ
ま
れ
た
凝
灰
岩
切

石
に
よ
る
開
渠
郎
分
を

も
っ
斜
行
す
る
併
が
流

れ
こ
む．
西
北
叫
に
は

銅
立
柱
の
東
回
線
建
物

と
そ
れ
を
凶
む
3
条
の

柵
が
あ
る・
古
川引
時
代

の
治
椛
と
し
て
部・
旧制

立
位
の
辿
物
1
線、
方

形
の
抑仰
が
あ
り、
相
輪

や
土
総・
木
製
品
が
山

土
し
た・

東
半
分
の
北
寄
り
で

施
利
し
た
ゆ、
一
二
彩
八

花
形
軒
丸
瓦
が
出
土
し

て
い
る．
凶
半
分
の
当

初
の
滞
か
ら
は
木
簡
と

「
縫
物
所」
「
津
守
王」

「
神
色」
な
ど
の
退
件

土
鴨川
が
山
て
い
る・
軒

瓦
で
はmN
S－
ミNH
m一

式
が
多
い．

第
川判
次
調
査

東
張
山
部
分
の
東
南

側附
を
検
出
す
る
た
め
の

調
査
で、
東一
一切
大
路

の
西
の
大
応一
か
ら
束

尚
ミ
ヨ
の
と
こ
ろ
で
大

山山一
が
北
に
折
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た・
検
出
し

L』....w叫－

tl'm次調査地域安illlJ図
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－h
敷
批仰
が
設
け
ら
れ
た 。
大
田畑一
の
外
側
に
は
前
側
ι
嗣
5
ι

ョ 、
東
側
に
一附∞
印
ヨ
の
川
地
が
あ
り 、
こ
こ
で
制
立
位
の

建
物
4
線 、
岡山
2

条
を
検
川
し
た 。
宮
外
で
は一

、
二
条
川

の
大
路
と
側
併
を
検
出
し
た ．
大
協
の
全
体
の
一帆
は
お
m 、

路
而
一仰
は
m
m
を
測
る ＠
市
の
側
出
は
後
に
北
宿
り
に一）一
度

移
さ
れ
て
い
る 。

丸山
川
大
路
市
側
糾
か
ら
和
銅
6

7
年・
天
平
勝
宝
7

年

の
何十
紀
の
あ
る
木
簡
を
名
々
山
七
し
た 。
大
応一
附
近
で
は
勝

以
官
れん
と
合
定
型
式
の
明
花
が
多
く 、
胞
刺
さ
れ
た
れ判
丸
花 、

叫

一二
彩
の
一半
瓦
も
山
土
し
た 。

2 －

m
必－
M
次
調
査
に
よ
り 、

東
院
王
殿 、
防
防川
公山
市
の
池
と

凶
辿
す
る
と
川U
わ
れ
る
資
料
が

発
制
さ
れ 、

R1抗
出
部
分
が
東

院
や
防
防
官
な
ど
訊
裂
な
泣
俄

で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た 。

第
MW
次
調
査

半
減
京
左
京
三
条一
一切
十
四

貯
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
新
設
さ

れ
る
日
本
屯
白
川也
話
公
祉
の
敷

地
内
を
調
査
し
た ＠
十
四
坪
の

凶
側
3
分
の
ー
を
発
抑制
し 、
西

側
の
小
路
に
而
す
る
築
地
と

川 、
そ
の
内
側
で
州
立
般
の
悠

物
創
出怖
を
検
出
し
た 。
日加
付
の

建
物
や
双
び
倉
と
み
ら
れ
る
も

の
も
あ
り 、

宮
内
同
様
に
建
て

か
え
ら
れ
て
い
た ．
南
端
で
小

さ
な
池
の一
郎
が
検
出
さ
れ
十

三
坪
と一
述
の
宅
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。
施
納
の

瓦
片 、
鋭 、
ブ
イ
ゴ
の
羽
μ 、

放
製
品
片
な
ど
の
官
内
同
校
の

泣
物
が
出
土
し
て
い
る ．

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

江144次；U:,!'"l'f.地域ソピil!III珂lm4 図

m
州出・
店制
次
制
査
は山’u
内
北
方
の
民

・》詩
集
地
内
で
の
現

状

変死
に
闘
る
小
規
模
な
訓
査
で 、
特
に
孟
裂
な山池
山怖
が
で

な
か
っ
た
の
で
報
告
を
訓
変
す
る 。

訂
l

廿培
地は
削
ギ
が
有る
し
く 、
ま
た
北
部
分
で
は
締
列に
交
え
ら
れ
る
時

期が
あ
る。

注
2
築
地
川
胞
は 、
村山
別
法
山山
一船
ご・∞
ヨで 、
こ
の
tに

残る
悦
引
抜
き
か

た
か
ら
跡地
行
M
N
桁’げ
時
パと
町山ぶさ
れ
る。
梁
行
中
央
に
約
は
な

く 、
M
4
Mハ
内
外の
築地
が
あっ
た
と
巧え
ら
れ
る。

訂3
平
城
山発
射
別
抗
制
作W
参
附。
乙
の由
〉
回
。
ばの
山口
術で
は 、
第

H
の
l
矧ま
で
の
建
物
配
mが
築地
M
肱
他
的
を
さけ
て
い
る 。
こ
の

地
底の
升一戸は
AT一て
m
H
の
2
刈
以
降の
もの
で
あ
ろ
う 。

殺
4
村
間
寸
法
B 白入
山守
山の
方2
仰の
身AHで 、
比
と
刊に
洲
が
あ
る。
似

ぷ
利の
け郎
氏部に
限
れ
を
すえ
た
もの 、
什H
H刊
を
ねに
通
し 、
己
れ
を

枕
木で
支え
た
もの
な
どの
枕
下を
防
ぐ
工
引
を
し 、
柱は
八
品川
形に

耐
取
し
て
あっ
た 。

阿

;ff\ 

,& 

平

木
簡今

年
伎
の
発
釧
調
行
で
は
m
ω
次（2
4 、
m
M
次
空間
点〉

第
必
次
8
4
、

鈴
川明
次
公
認山口
か
ら
木
簡
を
検
山
し 、
前

年
度
ま
で
の
分
を
加
え
る
と
平
以
宮
木
簡
は
総
引H
S
E山…

と
な
る ・
以
下
第
HM
次 、
山川
次 、
川町
次
山
土
木
簡
に
つ
い

て

概裂
を
報
告
す
る
が 、
第
品川
次
の
2
点
は
削
川 、
断
片
な

の
で
約
略
す
る 。

m
H引
次
別
抗
地
区
山
土
の
木
簡
で
は
次
に
か
か
げ
る
よ
う

な
術
府
に
凶
述
し
た
も
の
が
目
立
つ 。

山町
「
衛
山川
移

中
術
府
一
稀
正
八
位
下

hl

HU」

（

（
兵力）

（
仰いカ〉

約
「
U
口
口
故
移
」

「
口
術
附
移
中
術
口
・」（
削り
m）

（

（
兵力）

「・：
口
術
等
充
行
夜
使
如
件・
」（
削り
府）

中
術
山川
は
令
制
の
五
術
府
と
別
に
神
山山
5

年
に
設
け
ら

れ 、
大
同
2
年
に
右
近
衛
府
に
な
る
ま
で
存
続
し 、
他
の
術

府
と
と
も
に
努
術
や
供
奉
の
任
に
当
っ
て
い
た 。
行
夜
伎
は

術
山川
が
夜
間
に
行
う
宮
内 、
京
中
の
見
回
り
で
あ
る ・

同
じ
く
術
山川
に
関
係
し
た
木
簡
で
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る ．側
「
訪
抑制
参
姶
了

右
為
付
御
尚
弁
夜
行
児
所
前
し一
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
制限

制
「
如
件

神
龍M
M
Z
三
年
四
月
十
七
日
番
長
口
浄
浜」

行
学
や
節
会
に
用
い
る
御
馬
と
行
夜
伎
の
乗
用
す
る
応
に

付
け
る
純
を
術
山川
の
番
長
か
ら
請
求
し
た
文mmu
で
あ
る・
行

夜
の
任
に
当
っ
た
の
は
天一
千
叩
年
前
後
で
は
中
術
と
左
右
兵

衛
で
あ
る
が、
こ
の
利

投u一Mmh一ム
3
年
に
は
近
衛
府
と
外
術
山川

も
存
在
し
て
お
り、
そ
れ
ら
の
機
桃
は
中
術
山川
と
ほ
ど
同
じ

も
の
と
考
え
う
る
の
で
問
様
に
行
夜
を
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る・
こ
れ
ら
五
衛
山川
の
う
ち
ど
こ
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
岱

か
不
明
で
あ
る。
な
お
rJ
を
使
用
し
た
の
は
京
中
の
行
夜
で

あ
ろ
う・

そ
の
他
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
官
名、
人
立引
を
列
記

し
た
木
附
が
あ
る＠

）

門制大作佐世
U

叫堀
江
介
必
井
川
守

安「
式知
大

口け川い一
伊
貿
守
伊
勢
子
老

。出力）

〈
H陪
V

問
方
守
弓
削秋
万
閉山
高

内
命
介
山火
口ぷ
万円山
災
野
守
石上
円川
口

〈円カX世カ〉

伊
hサ

守
河
口
広
口

）

門麻主〉

前世
「
下
野
介
当
円
u

〈設カ〉門守石川
人麻
UTH
U

能
口一

川什luuuu

門

司」vxmg厚
M

日
外介
口

口ハ

リハ

（守カ〉門市
M

m
窓
口
口

戸人主〕

勢

口ハ門川叶カ）

下
総日μ外
巴
『店カ）

桑
似
主
口

」門白民術」

門口
守川マ
息
万円山
門
U
介

《防車カ）

左
山内司
副
か
門口五
た
大
Am
H

人介
門口
万
日

会内側杭カ）

門
介カ）
門伊脱カ）

中山
術
士
行
側
泉
玄
恭
口
相
続
放
n
u

」

こ
れ
は
統
日
本
紀
神
設
公
主
三
年
六
月
乙
巴
糸
の
任
官
記

事
中
の
人
名
と一
名
（
左
大
台
人介
門口
万呂｝
を
除
い
て一
致

す
る。
し
か
し
そ
の
記
載
順
は
統
紀
と
全
く
臭
っ
て
い
て
ど

の
よ
う
な
法
制中
に
依
っ
て
い
る
の
か
知
り
え
な
い。
ま
た
そ

の
文
字
の
使
用
も
術
時
化
し
て
い
て、
誤
記
や
脱
字
等
も
伊

る・
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
さ
だ
か

で
は
な
い
が、
強
い
て
云
え
ば
何
人
か
が
任
官
の
結
決
を
聞

き
出
き
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。

次
に
只
逃
付
札
類
は
少
く、
尾
張
国
の
悶
複、
伊
勢
国一

之

剖討）
郡
の
未
滑
海
藻（
カ
ジ
メ）、
「
揖
保
郡
二
斗
九
升」
と
あ

る
も
の
が
確
－認
で
き
る
だ
け
で
あ
る。

宮
内
で
使
用
し
た
物
品
川刊
札
に
は
魚
介
類
の
名
を
記
し
た

一
辿
の
も
の
が
あ
り、
軸航
海
鼠〔イ
リ
ミ、
萩
巾
厳
守ニ）、
双…

飽、
部開
銀、
雑
魚
や
栃
の
胎
Z
h？
と、
雑
魚
の
終
訓、
そ
の

他
に
伊
知
比
古（
Hい
ちと〉、

鹿
宍
な
ど
が
見
ら
れ
る。
年
紀

の
あ
る
も
の
で
は
い
ず
れ
も
内
容
不
明
の
断
片
で
あ
る
が、

「
和
銅」、

「
虫
色
元
年
九
月」、

「
神
設
以
主
三
年
八
月一一一

日」、

そ
れ
に
前
述
の
「
神
護
対
雲
三
年
四
月
十
七
日」
の

文
色
木
簡
が
あ
る・

抑仲
川日
次
刑制
官就
地
区
で
は
お
aM
の
木
簡
が
出
土
し
た
だ
け
で

あ
る・
そ
の
中
で
次
の
よ
う
な
文
訟
を
記
し
た
断
片
が
注
目

さ
れ
る。

ω

「
U
諸
と
什小
味
有
泊
又
味
物」
ω
「
忽
が
相
有

時
と
口
也
」。

そ
の
他
で
は
養
老
七
年
五
月
の
芯
際
図
答

志
郡
の
別
海
務
付
札、
相伐
老
五
年
の
年
紀
を
持
つ
断
片
等
が

あ
る・附抑

制
次
別
査
地
区
山
土
の
木
簡
は
多
燥
な
内
容
を
持
っ
て

い
る。
文
訟
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
は、
こ
の
磁
の
も
の
と

し
て
平
城
－M
で
最
も
古
い
和
銅
六
年
の
年
紀
を
持
つ
召
仇人
状

が
あ
る（
口
絵
参
照
可
表
明到
に
名
を
辿
ね
て
い
る
9
名
の
者

が
至
急
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、
ど
こ
か
ら
召
喚
さ
れ
た

か
は
判
明
し
な
い．
各
氏
名
の
下
に
大
和
国
内
の
郡
名
が
苦

い
て
あ
る
の
は
居
住
地
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か・
ま

た
使
者
で
あ
る
お品
目住
肱
人
大
川
に
は
食
料
と
潟
が
支
給
さ
れ

て
い
る．

次
に
第
辺
次
補
足
調
査
で
大
祉
に
発
見
さ
れ
た
選
叙
考
課

に
関
す
る
木
簡
と一
述
の
も
の
が
あ
る
（
口
絵
参
閉
じ．
こ

れ
は
右
京
の
人
高
屋
述
家
麻
呂
の
6
年
間
の
上
日
総
数
が

5
3
日
で、
考
課
の
結
栄
は
6
年
間
と
も
中
等
で
あ
る
と
い

う
評
定
を
う
け
て
選
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る・
裂
而

に
「
除
防
波」
と
あ
る
の
は
家
麻
呂
の
所
印刷
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う．
こ
の
木
簡
も
認
次
出
土
の
も
の
と
同
線
上
方

側
聞
に
孔
が
あ
る・

次
の
木
簡
は
公
式
令
所
械
の
過
所
式
に
合
致
す
る
内
容
を

持
っ
て
い
る．

ー

（眉同カ〉

一
依
私
故

祭

器

禁
土

問時期円
」

過
所
副
所
通
戸手
形）
を
州内
る
刷物ム口
に
は
旅
行
の
市
山、
通
過

凶
名、
行
先、
旅
行
者
の
官
位、
姓
名、
年
令、
木
属、
そ

の
他
同
行
者、
馬
牛、
携
行口川
な
ど
を
お
し
た
も
の
二
過
を

過
所
発
給
官
司
で
あ
る
京
級
あ
る
い
は
国
へ
提
出
し
て
ゆ
訴

す
る．
臓
困
で
は
そ
れ
に
年
月
日
主
典
位
姓
名、
次
官
位
姓

名
を
若
し、
一
通
を
官
に
伺
め、
一
ウ泌
を
判
給
し
て
過
所
と

す
る・
こ
れ
は
下
半
分
を
折
川制
し
て
い
る
が
文
而
か
ら
晴天
波

国
の
不
破
関
を
越
え、
甲
斐
閏
へ
も
ど
る
こ
と
が
知
ら
れ

る．
し
か
し
こ
れ
の
み
で
は
過
所
の
中
前
文
か
あ
る
い
は
す

で
に
判
給
を
受
け
た
過
所
そ
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る・

次
に
令
文
の一
部
を
む
い
た
木
簡
が
山
て
い
る・

出
「
凡
宮
奴
舛
年
六
十
六
以
上
乃
門」
ω

「
家
官
戸
家
人

公
私
奴
紳
管
当
円」
こ
れ
は
養
老
戸
令
の
「
官
奴
紳
条」
と

「
当
色
為
婚
糸」
の
口
頭
部
分
に
相
当
す
る・
「
官
奴
仰
糸」

の
「・：
年
六
十
六
以
上
及：・」
の
「
及」
が
木
簡
で
は「
乃」

に
な
り、
「
当
色
為
婚
条」
で
「
凡
俊
戸
・」
で
始
ま
る
も

の
が
そ
の一二
字
の
代
り
に
「
家」
に
な
っ
て
い
る
が
文
立
通

じ
難
く、
お
そ
ら
く
む
き
誤
り
で
あ
ろ
う・
他
に
こ
の
木
附

と
同
じ
場
所
か
ら
山
土
し、
材
質
も
鐙
跡
も
同
じ
で、
や
は

り
戸
令
の
条
文
を
山沿
い
た
も
の
が
2
点
あ
る・
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
習
計
と
見
ら
れ
る
も
の
で、
う
ち
1
点
に
は
「
及
波

疾
若」
と
あ
る。
こ
れ
は
同
じ
「
官
奴
紳
条」
の
「・
年
六

十
六
以
上
及
廃
疾
若
被
配
没・
」
中
の
訟
で、
こ
れ
に
よ
っ

て
も
先
の
木
簡
の
「
乃」
は
「
及L
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る．
も
う
1
白
山
習
mu
中
に
は
「
凡
化
外
奴
仙川」
と
読

め
る
筒
所
が
あ
り、
こ
れ
は
戸
令
「
化
外
奴
m
Am」
の
円
以

部
分
で
あ
る・
先
の
木
簡
も
公
式
の
用
途
を
持
っ
た
も
の
で

は
な
く、
沼
田
あ
る
い
は
令
文
の
メ
モ
と
し
て
怨
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う。

こ
れ
ら
の
木
簡
が
出
た
榔
ω
U
匂
巴
の
出
土
木
間
中
年
紀
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の
あ
る
も
の
は
天
平
9、
m、
u、
mw
年
で
あ
り、
こ
の
令

文
の
木
間
も
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
災
老

Amv
は
養
老
2
年
に
成
立
し
た
が
施
行
さ
れ
た
の
は
天
平
宝
字

元
年
な
の
で、
こ
れ
ら
の
令
文
が
大
－Y
AV
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る＠

（
ほ
と

「
寸志
伝
有
法
手
伝
瓜
伎
口
知
而
口
口；・」
こ
れ
は
万一
兆
仮

名
で
苫
か
れ
た
和
歌
の一
部
で
あ
る。
「
玉
な
ら
ば
手
に

巻
き
持
ち
て」
と
い
う
表
現
の
あ
る
取
は
万
一糸
終
に
2
首

（
ZE－－
g
あ
る＠

平
川叫
ん冶
木
簡
で
和
歌
を
件
い
た
も
の
は
こ

れ
が
初
め
て
で
あ
る
が、
和
歌
と
し
て
奈
良
附
代
の
鉱
に
か

か
る
そ
の
も
の
が
伐
っ
て
い
る
の
は
ご
く
少
く、
非
常
に
口

市一
な
資
料
と
云
え
る。

只
准一
付
札
阿川
で
年
紀
を
持
つ
も
の
は
和
銅
か
ら
天
平
勝
笠

主
で
あ
る
が、
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
が
比
較
的
多
い。
そ

の
う
ち
利
剣
の
年
紀
の
あ
る
付
札
は
次
の
2
点
で
あ
る。

ω

「
雌
中
国
利
波
山山
川
上
製
鮒
雑」
仰
「
仙一
斗
五
升
和

銅一二
年
正
月
十

日」
ω

「
毘
張
国

語
mA
肘
可
円
」

ω

「
和
銅
七
年
二
月
十
七
日」
こ
の
他
に
虫
色
3
年
の
隠
岐

悶
阿
古
川仰
か
ら
の
平
布〈M
um帥）、
天
平
9
年
の
HK
門
国
大
作

部
中
山刀
作
物
海
務、
只
進
地
不
明
で
あ
る
が
筏
老
の
年
紀
の

あ
る
者
監
似
の
付
札
が
あ
る。
ま
た
店
米
の
日刊
札
は
備
前
2

点、
丹
後
1
点
あ
り、
そ
の
う
ち
仙
仙
の
l
点
に
は
二
人
の

氏
名
を
引い
き
「
二
人
州
米」
と
し
て
あ
る・

（
加

J体

、J

2

西
大
寺
研
究

木
年
度
は
継
続
し
て
凶
大
寺
湖
在
研
究
を
行
っ
て
い
る。

絵
画、
彫
刻、
工
芸
の
各
部
門
に
・お
い
て
西
大
寺
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
作
品
に
つ
き、
一
応
の
調
査
は
完
了
し
た。
同
附

に
い
ま
与
で
別
抗
し
た
西
大
寺
工
芸
品
の
所
政
目
録
を
は
じ

め
て
ま
と
め
た
「
同
大
寺
工
芸
調
査
H
録」
を
騰
写
印
刷
に

よ
り
作
製
し、
そ
れ
と
と
も
に
「
西
大
寺
関
係
史
料
H」
を

作
製
し
た。
後
者
は
従
米
各
部
門
が
蒐
集
し
た
資
料
の一
部

を
ま
と
め
た
も
の
で、
今
後
の
西
大
寺
研
究
に
資
す
る
た

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

め、
殊
に
中
世
以
降
の
西
大
寺
研
究
に
不
可
欠
の
衆
首
交

名
や
末
寺
帳
と、
中
位
以
降
の
西
大
寺
に
お
け
る
本
末
寺
関

係
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
近
世
の
も
の
も
ふ
く
め
ぷ
縁
起

頬
も
収
録
し
た
の
で
あ
る・

今
後
も
当
研
究
室
は
回
大
守
研
究
に
資
す
る
史
料
を
つ
いA

け
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る。

各
個
研
究

美
術
工
芸
研
究
主

美
術
工
芸
作
品
の
伝
統
的
系
紙
の
研
究

工
芸
の
作
品
名
分
野
に
わ
た
っ
て
伝
統
的
系
詳
の
た
ど

れ
る
も
の
は、
そ
の
京
材、
造
形、
技
術、
立
庇
で
あ
る．

前
年
よ
り
引
続
き
立
医
の
而
に
お
い
て
こ
れ
を
別
貸
し、

と
く
に
平
安、
勝
以
附
代
の
資
料
を
蒐
集
し
て
い
る。

2

M
子
の
研
究

昨
年
度
よ
り
引
続
き
念
品
仏
納
入
尉
子
を
訓
主乱
し
て
い

る．
こ
れ
は
工
芸
作
品
と
し
て
削脱
臼
す
る
に
仰
す
る
と
共

に、
作
品
形
成
の
法
倣
に
あ
る
仏
教
思
恕
に
も
と
ず
く
も

の
で
あ
る。
従
っ
て、
そ
の
史
料
の
枯渇
集
と
作
品
の
工
芸

的
研
究
を
行
っ
て
い
る
が、
今
年
度
は
京
郡
山
山
守
政
の

も
の
を
調
査
し
た・

3

依
頼
訓
査

文
化
財
事
務
阿川
，文
術
工
芸
訟
の
依
般
に
よ
っ
て、
知山
判H

mれん
犬
上
郡
叩
良
川
池
守
の
一白
川山
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
，卸

脈
十
五
崩酬
を
淵
査
し、
災
側、
写
以
肌山
形
を
わ
っ
た・

4

南
部
仏
教
絵
画
の
研
究

前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き、
南
部
絵
仏
師
の
動
向
を
中
心

に
訓
授
を
す
す
め
た・
ま
た
同
時
に
南
部
組
師
回
の
研
究

に
ポ
手
し
た・
主
な
別
査
守
院
は、
櫛
山総
め
土
寺、
美
波

新
長
谷
寺、

永
保
守、

米
涌
苛、

丞
坂
制点円
守、

京
大

守、
正
師仙
寺、
教
王
謹
悶
寺
な
ど
で
あ
る。

5

掌
格
段
闘
の
研
究

昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き、
壁
闘
の
構
造、
妓
法
の
問
題

B 

を
中
心
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た

E

こ
れ
ら
の
調
査
は
文
化

財
保
護
委
員
会
の
行
う、
現
状
お
よ
び
彼
阪
校
写
事
業
の

予
備
調
査
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る。
主
な
凶
行
対
象
は、

国
明
寺
三
象
拡、
日
む

山主寸
多
宝
培、
白
水
阿
弥
陀
位一、
金

剛
三
昧
院
なず
宝
wm、
比内
妙
苅
多
宝
wm、
主
山
守
三
市ぃ
椛、

円UK

福
寺
本
山弘、
ぬw
m
m州
寺
三
必
然
な
ど
で
あ
る。

6

仏
像
納
入
文
出
の
調
資
研
究

本
年
度
は
昨
年
度
に
継
続
し
て
三
官
普
教
寺
阿

弥同
如

米
像、
和
歌
山
興
国
土寸
法
燈
困
附
像、
広
仏
安
国
寺
法
附州

国
師
像、
京
都
宝
新
寺
十一
而
制
音
像、
岡
山
宝
仙似
院
阿

弥
陀
如
来
像
な
ど
に
つ
い
て
訓
読
す
る
と
と
も
に、
従
来

の
蒐
集
資
料
の
蛇
足
と
検
討
を
行
っ
た。

7

南
細川
浩
像
巾ん
の
研
究

興
一初
守
地的
似
を
は
じ
め
十
紛
院、
不
退
寺、
山間
香
寺
の

中
世
彫
刻
を
別
査
し、

ま
た
阿
山
余
出血
寺、

京
郎
巡
りA

寺、
医
王
守、
，泳
判以
前
肘
神
社、

岐阜
附剛
山内
寺、

同川
政

寺、
愛
媛
大
三
・ル
神
社、
熊
本
古
巡
寺、
切
羽
寺、
勝
附

八
鍬
官、
兵
出州
普
福
寺
な
ど
の
地
方
に
お
け
る
抗
準
作
例

に
つ
い
て
訓
在
し
た。

8

そ
の
他
の
訓
査
研
究

写
真
測
量
に
よ
る
第
二
次
正
倉
院
伎
楽
而
の
実
測
調
主

主楽
郎
守
金
堂
三
坊、

山間
一初
比寸
仏
頭、
北
門
堂
弥
助
仏、

前
門
並
木
問、
山m
m
m引
寺
本
却
な
ど
の
山火
測
訓
読
を
行
っ

た
〈
辿
造
物
研
究
室
と
共
同
研
究）
・

H

建
造
物
研
究
室

－

写
真
測
匙
に
よ
る
逃
跡・
巡
物
の
図
化

平
滅
宮
山
土
遺
物、
石
舞
台
古
境、
銅
鐸、
薬
師
寺
本

切
な
ど
考
古・
建
築・
美
工
全
般
に
わ
た
っ
て
保
彩、
図

化
を
行
っ
た。

2

文
化
財
建
造
物
（
民
家）
紫
色
調
査

文
化
財
保

投委
員
会
事
務
局
注
造
物
諜
の
計
闘
に
な
る

全
国
民
家
訓
査
の一
環
で
あ
る・
木
年
度
は
和
歌
山
県
下

の
民
家
調
査
を
以
社
会
教
育
課
に
協
力
し、
伊
勝
延
引
が

41 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
制

主
任
調
査
員
と
な
っ
て
実
施
し
た。

調
査
件
数
は
約
50

川円
で、
う
ち
特
に
重
要
と
み
ら
れ
た
も
の
は
日
件
ほ
ど
で

あ
っ
た
（
詳
細は
川
口
多
照）
。

3

店
招
提
寺
総
堂
の
別
査

平
城
宮
川相
集
殿
復
原
絞
型
製
作
の
基
礎
資
料
を
仰
る
た

め
の
訓
査
で、
す
で
に
前
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
も
の

の
継
続
で
あ
る・

4

平
城
宮
建
物
彼
限
設
計

平
城
宮
西
而
南
門
に
つ
き
資
料
蒐
集・
復
原
設
計・
製

作
指
場
に
当
っ
た
（
託制は
u
n
怠
担
。
こ
の
事
に
関
連
し

東
大
寺
転
宮
門
に
つ
き、
若
干
の
別
査
を
実
持
し
た。

5

建
築
資
料
の
蒐
集

出w
m
璃
寺
本
堂、
務、
約
林
寺
太
子
堂
等、
平
安
時
代

末
期
の
建
物、
お
よ
び
奈
良
県
下
の
中
世
建
物
に
つ
き、

災
側、
拓
本
作
製
お
よ
び
写
真
保
影
を
お
こ
な
っ
た。

日

庇
史
研
究
室

1

南
部
諸
大
寺
古
文
書
の
調
査
研
究

東
大
寺・
唐
招
提
寺
所
政
の
巾U
跡
関
係
国
宝
軍

要文
化

財
指
定口川
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
全
然】
搬
出W
を
行

っ
た。
唐
招
提
寺
に
つ
い
て
は
宋
版一
切
経
を
除
い
て
搬

影
を
完
了
し
た・
東
大
寺
に
つ
い
て
は
「
宗
性
筆
聖
教
弁

抄
銀
本」（N
E
訟）
中
約
均
租
を
殿
町附
し
た。
今
年
度
よ
り

薬
師
寺
の
調
査
に
着
手
し、
中
世
の
古
文
mmu・
記
録
を
多

数
調
査
し
た。

2

仁
和
寺
の
研
究

『
仁
和

寺史
料

寺
誌
編
二』
（
奈
良
国立
文
化
財
研
究
所
史
料

第
六
冊〉
を
出
版
し
た。
本
巻
に
は
仁
和
寺
御
伝（
4
純〉、

本
市立
記
そ
の
他
9
編
を
収
録
し
た。

3

延
喜
式
の
考
古
学
的
研
究

延
菩
式
中
に
見
え
る
物
品
と
考
古
学
的
泣
物
と
を
比
較

研
究
す
る
た
め
の
機
的
作
業
と
し
て、
延
菩
式
中
の
物日川

名
の
紫
引
カ
l
ド
の
作
製
を
進
め
た。

4

中
世
に
お
け
る
寺
院
制
度
の
研
究

西
大
寺
の
寺
院
制
度
に
読
点
を
位
い
て
研
究
を
行
な
っ

た・
w

文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

（
機
関
研
究
B〉

古
代・
中
世
に
お
け
る
土
地
利
用
の
肢
史
的
展
開
（
三
年
継

続）

杉
山
信
三

初
年
度
は
基
礎
資
料
の
収
集
に
つ
と
め、
陵
地
測
企
部

地
形
図
と
国
土
基
本
図
航
空
写
真
を
入
手
し、
古
代
の
水

間
耕
作
の
展
開
を
考－HM
し
た・
成
梨
の一
部
は
「
日
本
史

研
究」
mm
号、
「
大
和
文
化
研
究」
日
巻
2

号
参
照．

室
町
期
大
和
の
国
人
に
つ
い
て

加
藤

似

大
和
圏
内
に
お
け
る
文
明
年
聞
を
中
心
と
し
た
政
治
を

探
り、
国
人
の
出
身
や
そ
の
成
長
過
程
を
考
祭
し
た。
成

果
の一
部
は、
「
日
本
文
化
研
究
所
報
告」
別
巻
第
4
集

参
照。

南
部
諸
大
寺
に
お
け
る
古
瓦
の
編
年
的
研
究藤

井

功

平
城
富
山
土
の
古
瓦
に
つ
い
て
編
年
を
行
な
い、
出
土

例
の
多
い
二
形
式
を
分
析
し、
諸
大
寺
出
土
の
諸
例
と
比

絞
し
た＠

成
栄
の一
部
は、
「
大
和EX
化
研
究」
日
巻
3

号
参
照．

弥
生
時
代
の
選
制
の
研
究

工
楽
普
通

近
畿
以
来
の
悲
制
か－
休
系
的
に
分
知
し
な
が
ら、
土
紘

一訟
の
追
跡（
良
野、
群
馬、
H広
域、
千
仲間剖〉
を
実
地
踏
査
し
た。

成
果
の一
部
は、
「
考
古
学
集
刊」
第
3

巻
4
pe
参
照。

犯
桁
の
編
年
的
研
究

日
仏
忠
平

九
州
北
部
に
お
け
る
従
絡
の
制
年
体
系
を
考
・祭
し、
製

関
作
手
法
と
形
態
の
係

d

集
務
内
の
分
布
の
状
態
を
澗
抗

し
た。
成
果
の一
部
は、
「
九
州
考
古
学」
第
お
号
参
照。

土
師
然
の
縦
年
的
研
究

依
田
緩
む

土
師
慌
の
発
生
に
闘
し
て
畿
内
に
お
け
る
弥
生
第
五
様

式
か
ら
の
変
造、
ま
た十U
附引
の
発
生
に
と
も
な
う
土
師
然

の
成
立
な
ど
を
考
察
し
た。
成
柴
の一
部
は
「
伊
丹
市
史

的知
4
巻
史
料
編
こ
（
考
古）
参
照。

町
子
絵
の
研
究

平
m

克

厨
子
絵
と
堂
搭
鐙
聞
の
相
互
関
係
を
究
明
し、
新
長
谷

寺、
金
剛
三
昧
院、
宮
武
士寸
大
堂、
西
明
寺
そ
の
他
を
調

査
し
た・
成
栄
の
一
部
は、
「
仏
教
芸
術」
M刊

号、
「
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
呂町吋」
参
照。

仏
教
図
像
の
美
術
史
的
研
究

真
鍋
俊
照

仁
和
寺
政
「
別
噂
雑
記」
五
七
巻
の

出判定
本
と
了
厳
・本

を
考
察
し、
山間
然
本
蛇
茶
縦
訓却
の
測
査
を
行
っ
た・
成
果

の一
部
は、
「
印
度
学
仏
教
学
研
究」
第
日
巻
2
号
参
照。

C

研
究
発
表

－

昭
和
的何
年
5

月
幻
日
（
於
木
所）

中
世
和
様
建
築
の
立
匠
に
つ
い
て

伊
藤
延
男

仏
師
康
円
に
つ
い
て

長
谷
川

誠

昭
和
必
年
日
月
日
日（
於
平
城
宮
跡
発
抑制
調
資
事
務
所〉

第
U・
相
次
調
査
の
成
果

佐
藤
興
治

第
MU
次
調
査
の
成
mA

阿
部
義
平

現
地
説
明
（
第
必・
必
次
調
査〉

町
凹

お

昭
和
必
年
3

月
2
日（
於
平
城
宮
跡
発
掘
別
査
事
務
所〉

平
城
宮
東
南
問
調
査
（
第
似
次〉
の
成
果小

笠
原
好
彦

加
藤

健
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平
城
宮
東
成
出
土
の
木
簡

調
査
指
導

本
年
度
の
外
部
調
査
指
羽
は
M
ケ
所
で
行
っ
た・
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宅
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無
断
現
状
変
川ん
に
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る
調
布
（
保
ι
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宅
地
造
成
に
よ
る
応
急
訓
代

史
跡
公
同
化
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う
災
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修
公
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代

史
跡
仙小川
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に
伴
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刊州
究

山M
場
造
成
に
伴
う
訓
究

宅
地
造
成
に
よ
る
悦
前
例州
抗

宅
地
造
成
に
伴
う
市
前
例刷
出川
（
川附
U什〉

宅
地
造
成
に
伴
う
以
内山
一山州
在

水
川
区
川
牧
仙川
に
伴
う
事
前
川
裕（
川凶
作〉

凶m
ゴ ．
M山
の
丘
山人

跡般
的
訓
読

宅
地
造
成
に
伴
う
事
前
調
査
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保
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史
跡
桁ぺ止
の
た
め
の
年
日明
確
認
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有

山人
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収
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の
指
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2

向
山礼
文
化
財
例
究
所
の
名
称
MA
び
位
れ
は 、

次
の
と
お

り
と
す
る ．

3

凶
立
文
化
財
研
究
所
に
は 、

支
所
を
内
く
こ
と
が
で
き

る ．
4

国
立
文
化
財
研
究
所
及
び
そ
の
支
所
の
内
部
組
織
は 、

文
部
約
令
で
定
め
る ・

抜一
卒

ヘ
附
如 ・－
卜

内
年仲間
作
郊ド川
内
卜山ハH

V

J

f川町
和
内
十
三
年
六
川
十
五
日一
郎
改
正
」

文
部
省

令
第
二
十
号

抜
掌

ヘ
附
利
問
i＝一

作
六日川
卜
任
H

J

f
文
部
行、叫
円
以仲間
行川月
川
の一
部
改
正
」

第
五
意

文
化
庁
の
附
M刷

機
関

第
凶
節

国
立
文
化
財
研
究
所

第一
次

東
ぷ
国
忠
文
化
財
研
究
所

（
庶
務
剤師
の
事
務）

m
rn
十
九
条

庶
務
諜
に
お
い
て
は 、

次
の
惇
壮仰
を
つ
か
さ

Y」
マ匂 ．

B 

東｜位｜

)Jl 

"/ill Ii；マ

第
三
十
六
糸

第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か 、

文

化
庁
に 、

次
の
機
闘
を
附
く ・

国
立
文
化
財
研
究
所
前
後
思

m
凶
十一
条

凶
立
文
化
財
研
究
所
は 、

文
化
財
に
閲
す
る

訓
究
研
究 、

資
料
作
成
及
び
そ
の
公
表
を
行
な
う
機
凶
と

す
る ．

一

名

仲

一

東
京
国
立
文
化
財
併
究
所

一

奈
良
凪
立
文
化
財
研
究
所

プメ
〆J、

1:.i 

山内川
良
凶
立
文
化
財
研
究
所
前五
．m

E 

昭和幻年度

文
部
省

科

研
究

費交付金

による

研
究

1

絵

子ITT W先＼仏� 

! 11�1：車様
つ、て言刷

期大和

J' 
；利の也n(l 研

の i官 究
fi)f 

腿高

荷主

{1 
こ'Jr, 剥＂＂ z年W

研先

� e
こ

の 諜
的 J 人同filf It 
'Jc る

fuj fuj j,;J fuj I•可 , .. 1 各自由1

�

機
則

J 3日ピf 類

平
f
俊
ti 

ti'li 苛，
心

..
. 

ヨ
ユ

，
：

山

匡tニ., 
Jt 

}JJI 究
但
喜研Ill Ill it長 t'I 2主

ti. ¥ 'ij; ｝蛇

ー 交
� コ :g ::s cl ::s 1:l g 包 イサ
g 筆書書室喜書室 1•11金

職
此
の
人
事
民
間
す
る
市
，H仰
を
処
理
す
る
己
と 。

職
員
の
福
利
厚
生
に
閲
す
る
んや
務
を
処
理
す
る
こ

井、

＝

公文
刀
剣
の
は怯
受
及
び
公
印
の
符
守
そ
の
他
庶
務
に

関
す
る
こ
と ・

凶

徒
代
以
ぴ
収
入
の
予
知 、

決
算
そ
の
他
会
4A
に
附
す

る
事
務
を
処
刑枕
す
るヨ」
と ＠

五

行
政
財
産
uA
び
物
品
の
竹
川叫
に
関
す
る
市
山仰
を
処
刑川

す
る
こ
と ．

六

庁
内
の
取
締
り

に
凶
す
る
こ
と ．

七

前
各
り
に
仰
げ
る
も
の
の
ほ
か 、

他
の
所
常
に
以
し

な
い
事
務
を
処
理
す
る
こ
と ．

第
二
款
内川
良
凶
立
文
化
財
研
究
所

（
所
長）

第
行
二
十
三
条

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に 、

所
長
を
位

ノ、、 ．
2

所
長
は 、

所
務
を
本
却
す
る 。
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奈
良
倒
立
文
化
財
研
究

所
年
報

〈
内
部
組
織）

第
百
二

十
四

条

奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
に 、
庶
務
部 、

美
術
工
芸
研
究

室、
迎
造
物
研
究

室
及
び
歴
史
研
究

室
設

び
に
平
城
宮
跡
発
抑
制
査
部
を
位
く 。

（
庶
務
課

の
事
務）

第
百
二
十

五
条

庶
務
課
に
お
い
て
は 、
第
百
十
九

条
各
号

に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る 。

（
，美
術
工
芸
研
究

室
等

の
事
務）

第
百
二

十
六

条

美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は 、
絵
画 、

彫
刻 、
工
芸
品 、
山口
跡
そ

の
他
建
造
物
以
外

の
有
形
文
化

財
及
び
工
芸
技
術
に
閲
す
る
調
査
研
究
を
行
な
い 、
延
び

に
そ

の
結
集

の
公
表
を
行
な
う 。

2

建
造
物
研
究

室
に
お
い
て
は 、
建
造
物
に
凶
す
る
捌
査

研
究
を
行
な
い 、
並
び
に
そ

の
結
集

の
公
表
を
行
な
う 。

3

肢
史
研

究室
に
お
い
て
は 、
考
古
及
び
史
跡
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
な
い 、
乾
び
に
そ

の
結
果

の
公
表
を
行
な

Aノ
．

（
平
城
宮
跡
発
掘
利
益
部

の
六

中山＋笈
び
事
務〉

第
百
二
十
七
条

平
城
宮
跡
発
明制
調
査
部
に 、

m
一
調
査

室、
第
二
調
査
室 、
第
三
調
査

室、
第
四

訓
佐
室 、
保
存

監
理

室
及
び
史
料
調
査

室
を
世
く 。

2

第一
調

谷室 、
加
二
利
究

室、
第
三
調
査
室
及
び
第
四

調
査
宗一
に
お
い
て
は 、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
分
担

し
て 、
平
成
宮
跡

の
発
掘
及
び
調
査
研
究
延
び
に
そ

の
結

mK
の
公
表
を
行
な
う 。

3

保
存
整
理

室
に
お
い
て
は 、
平
成
宮
跡

の
遺
構
及
び
泣

物
の
保
存
捻
迎
及
び
調
査
研
究
説
び
に
そ

の
結
架

の
公
表

を
行
な
う ．

4

史
料
調
査

室
に
お
い
て
は 、
平
城
宮
跡
に
関
す
る
史
料

の
収
集
及
び
調
査
研
究
説
び
に
そ

の
結
果

の
公
表
を
行
な

，内ノ
．

写図

J'r i11 
一二 、

資
料
及
び
図
書
〈
昭
必
年
度
現
在）

一
七、

四
O
九

間

五
七 、
六
三

五
枚

四、

予

算
（
昭
和
的何
年
度）

人
件
校

四
六、

三
四

五
千
円

物
件
即日

七
三 、
一

五
四

千
円

計
一
一
九、
四
九
九

千
円

土

地

五

施

明｜年
�11 

29 

i1度

附
和
初
年
度

昭
和
幻

年度

昭
和
mM

年
度

昭
和
お
年
度

間
和
初
年
度

昭
和
お
年
度

附
和
初
年
度

昭
和
幻
年
度

昭
和
お
年
度

昭
和
刊
年
度

附
和
位
年
度

設
（
昭
和
位
年
度
現
在）五

一一一
六2m

六 、

研

究

成

果

刊

行

物

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報

名

第
一
冊
仏
師
巡
殴
の
研
究

第
二
川

修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究

第
三
附

文
化
史
論
治

第
四
間
奈
良
時
代
仰一一
の
研
究

第
五
間
飛
鳥
寺発
制
調
究
報
告

第
六
問
中
世
健
闘
文
化
史

第
七
冊
問問
福
寺
食
堂
発
旧制
調
査
報
告

第
八
川
文
化
史
論
終

第
九
郎
川
原
宥発
問制
調
設
報
告

第
十
冊
平
成
宮
跡
l・

伝
飛
鳥
板
釜
山川出
跡
発
抑
制
笠
報
告

m
十一
間
院
家
建
築
の
研
究

第
十
二
附
巧
匠
安
阿
弥
陀
仏
快
皮

第
十
三
m
u
殴
造
系
庭
閣
の
立
地
的
考
察

第
十
四
附

「レ
ー

ス」
と
「
金
他舎
利
第」
に
関
す
る
研
究

第
十
五
郎
平
減
－V白
跡
発
抑制
査
報
告
H

－
官
街
地
峡
の
調
査
l

平
賊
－M
跡
発
狐
別
査
報
告
m

－内
装
地
同棋
の
刑制
究
l

平
城
宮
跡
発
掘
絢
脊一
報
告
W

よH
街
地
核
の
絢
査
2
1

小
田拙
述
州
の
作
事

藤
原
氏
の
氏
寺
と
そ
の
院
家

称

第
十
六
間

第
十
七
附

γ3
－

1、
比
u

h au汎

」l－
／

UH

守2
a

’
L
U
H

K
M

」1

4ノ

HH

建

川叩
位 2m
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物
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一

、

四二 一七日
四－8 八－』0

0
四二九九

七 町’ニ ハ九 O ー

一

、 、

一七
五一 七五O

八与え三七00 0七 一

、 、 、

五九 一

三 8
九一 八O 四九四

六七六 九O七 二五

担｜

当

者

小
称
剛

森
泌

小
林
剛 、
森
砲 、
杉
山
俗
三

浅
野
泊 、
鈴
木
菜市
H

浅
野
清 、
杉
山
日
三 、
間町
井
出川
足 、
鈴
木
孫
六

滋
泌

坪
井
清
足 、
鈴
木
第士口

小
林
剛 、
守
田
公
炎 、
浜
旧
降 、
杉
山
二
郎

杉
山 、
坪
井 、
鈴
木 、
問
中〈
仏品川
工
祖師 、
問
中（
琢）

杉
山 、
坪
井 、
鈴
木 、
工
藤 、
問
中（
琢〉 、
附
川 、
岩
本

杉
山
信
三

4
林
岡

高林

磁

市寸
聞
公
夫

坪
井 、
鈴
木（
務） 、
問
中（
仏品川
工
藤 、
川
中（
琢）

岡
問 、
狩
野 、
河
原

根
本 、
坪
井 、
田
中（
仏品川
工
藤 、
沢
村 、
川
中（
即時）

岡
田 、
狩
野 、
河
原 、
岩
本

権
本 、
坪
井 、
田
中（
捻） 、
工
藤 、
沢
村 、
川
中（
琢〉

問
問 、
狩
好 、
河
川郎

森

山総

杉
山
口旧
三

111 
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南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
（
複
製
）

西
大
寺
叡
尊
伝
記
築
成

仁
和
寺
史
料
寺
誌
細
一

俊
乗
一
脚
重
源
史
料
集
成

平
城
宮
木
簡
一

仁
和
寺
史
料
寺
誌
編
二

称

一
九
五
八
年
頁

緒
言
ｌ
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
と
役
割
に

つ
い
て
…
…
．
．
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
・
・
１

彫
刻
の
調
査
と
研
究
経
過
（
彫
刻
）
…
．
：
…
：
：
…
…
…
：
…
３

興
福
院
ふ
く
さ
及
び
東
大
寺
剛
書
館
の
厨
子
（
工
芸
）
…
…
５

奈
良
県
下
仏
画
調
査
概
要
（
絵
画
）
…
…
…
…
：
…
：
。
…
・
…
、

昭
和
銘
年
度
庭
園
遺
跡
調
査
概
要
（
遺
跡
庭
園
）
・
…
…
・
…
・
肥

法
隆
寺
東
室
の
間
取
（
建
築
）
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
：
肥

川
原
寺
第
一
次
・
節
二
次
発
掘
調
査
概
要
（
建
築
・
考

古
）
…
：
…
…
．
：
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
：
：
：
…
…
：
詔

興
福
寺
蔵
「
興
福
寺
維
摩
会
料
当
国
不
足
米
餅

定
案
」
紙
背
文
書
（
古
文
書
）
：
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
調

高
山
寺
所
蔵
「
東
寺
講
堂
指
図
」
（
建
築
・
古
文
書
）
…
…
鯛

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項
：
：
．
：
．
…
：
：
：
…
…
：
：
…
弱

一
九
五
九
年

序
言
…
…
…
・
…
・
…
…
：
．
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
１

4５

昭昭昭昭昭昭
和和和和和和
４２４１３９３８３０２９
年年年年年年
度度度度度度

年
度
一
名

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
総
目
録

川
原
寺
第
三
次
発
掘
調
査
概
要
：
：
…
…
…
…
：
…
：
：
…
：
２

明
恵
上
八
の
高
山
寺
庵
室
に
つ
い
て
：
…
…
…
…
：
…
・
…
．
。
。

資
料
紹
介

興
福
寺
中
金
堂
前
の
灯
龍
台
石
…
…
：
…
…
…
…
：
：
…
７

鶴
林
寺
〃
聖
徳
太
子
伝
″
壁
画
…
…
：
…
：
．
…
：
：
：
…
．
Ⅳ

蝉
榊
寺
諸
寺
縁
起
四
種
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
四

一
金
峯
山
本
縁
起
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
廻

二
当
麻
寺
縁
起
：
…
：
．
：
…
…
…
…
：
…
：
：
：
…
…
…
皿

三
明
通
寺
縁
起
：
…
：
…
…
：
：
…
…
：
…
：
。
：
：
…
…
・
幻

四
和
州
橘
寺
勧
進
帳
・
…
：
：
：
：
：
：
：
…
…
…
．
．
…
…
・
邪

図
版
解
説

白
朱
子
地
椿
樹
万
字
つ
な
ぎ
文
様
縫
箔
能
衣
裳
…
：
…
・
咽

昭
和
三
十
三
年
調
査
研
究
概
況
：
…
…
…
．
：
：
…
…
…
・
…
・
肥

組
織
と
構
成
：
：
…
…
・
…
：
…
…
：
…
：
…
：
…
…
…
…
…
：
認

一
九
六
○
年

昭
和
弘
年
平
城
宮
跡
第
２
次
発
掘
調
査
概
要
…
…
…
…
…
１

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
総
目
録
（
一
九
五
八
年
’
一
九
六
八
年
）

第第節節第第
六五ｔ四＝二一
冊冊｜Ⅱ} 冊冊冊

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
史
料

ヨ

＊

粥

川
沢
坦

小
林
剛

川
中
稔
、
狩
野
久

小
林
剛

川
中
（
稔
）
、
川
中
（
琢
）
、
狩
野
、
原
、
横
田
（
拓
）
、
鬼

頭
、
加
藤

剛
中
稔
、
狩
野
久
、
加
藤
優

担
当
者

彫
刻
の
調
査
と
研
究
経
過
…
…
：
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…
５

咋
和
鰐
「
常
琉
伽
院
指
図
」
に
つ
い
て
…
…
：
：
…
…
：
・
・
・
ｕ

飛
鳥
板
蓋
宮
伝
承
地
発
掘
調
査
概
要
…
…
…
…
・
…
：
…
…
血

遺
跡
・
庭
園
の
調
査
．
．
…
…
…
…
…
：
：
。
…
…
・
…
…
：
…
：
”

図
版
解
説
（
住
吉
盆
・
鐙
）
：
：
…
：
…
：
：
…
…
…
．
．
…
週
・
邪

昭
和
型
年
度
調
査
研
究
概
況
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
・
粥

研
究
所
の
組
織
と
構
成
・
…
…
…
．
：
…
・
…
…
…
：
…
：
：
：
：
釧

一
九
六
一
年

緒
言
：
…
：
：
：
：
…
…
…
…
。
：
…
…
：
：
：
…
…
…
・
…
…
：
：
１

唐
招
提
寺
総
合
調
査
概
要
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
・
２

昭
和
弱
年
平
城
宮
跡
第
３
．
４
．
５
次
発
掘
調
査
概
要
…
肥

頭
塔
の
実
測
調
査
を
了
え
て
：
…
・
…
：
…
：
…
…
…
：
…
．
：
詔

彫
刻
の
調
査
と
研
究
経
過
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
：
．
…
稲

昭
和
弱
年
度
調
査
概
要
…
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